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　オークは私が着ていた衣服を、何のためらいもなく破り捨てた。

「なっ……やめ、なさい……！　私を、辱はずかしめるつもり……!?」

　オークの生態に関しては、知っているつもりだった。

　他種族の女を襲って繁はん殖しよく行こう為いを行うおぞましい生き物であり、中でも私たちエルフはこいつらの大好物だという。

　でもまさか、こんな戦いの最中に……。

　いや、もはや戦いの最中だと思っているのは、私だけなのかもしれない。

　オーク退治のため、そのねぐらである洞どう窟くつを襲撃した私たちエルフの戦士隊を待ち受けていたのは、無ぶ様ざまな返り討ちという結果だった。

　いまや私も胸倉をつかまれて宙ちゆう吊づりにされ、愛用の細身剣レイピアも取り落として地面に転がってしまっている。その状態でもがいたところで、オークの怪力に敵かなうはずもない。

　つまりこれはもう、オークどもにとっては戦いの最中ではないのだ。

　そして私の予想は、どうやら正しいようだった。

　オークのおぞましい手が、服を破かれた私の裸身をつかもうと迫ってきた。

　私は思わず目をつぶろうとして──

「──雷撃ライトニングボルト！」

　そのとき、聞き覚えのない精せい悍かんな男の声とともに、視界に閃せん光こうが奔はしった。

　同時に轟ごう音おんが耳をつんざく。

「えっ……」

　それは稲いな妻ずまだった。

　まばゆいほどの閃光を放つ稲妻が、私をつかみ上げているオークの頭部を貫通し、焼き溶かしていた。

　オークから解放されて尻しり餅もちをついた私は、倒れたオークの先に一人の男の姿を見る。

　それは杖つえを掲げた人間の男で、人間の魔術師メイジがよく身につけている類たぐいの濃緑色のローブを纏まとっていた。

　彼は私の前まで歩み寄ってくると、荷物袋から毛布を取り出して私にかけてくれた。

「大丈夫か？」

　そう心配してくれた男の顔は、お世辞にも表情が豊かとは言えないものだった。

　だというのに──

「え、ええ……ありがとう」

　私にはなぜだかそれが、安心できるものだと感じられてしまった。




　そして、それが私と彼──ウィリアムとの最初の出会いだった。














　都市アトラティア。

　そこは冒険者を始めた俺が、ひとまずの拠点としている都市である。

　都市としては中規模であり、都市人口は六千人ほど。広さは西門から東門まで徒歩で十五分もあれば横断できる程度のものだ。

　都市の中ほどの位置には市場としての機能を持つ中央広場があり、さらにその付近には大商人の商館や政治の中枢施設が立ち並んでいる。これは都市の構造としてはごくごく一般的なものと言えるだろう。

　その都市アトラティアの東門の近く、庶民街区の一角に「眠れる小こ鹿じか亭てい」という宿屋がある。

　この宿屋は同じ建物で大衆食堂と酒場を兼ねた飲食店も経営しており、建物の一階が食堂、二階が宿という構造になっている。

　時刻は朝食時。

　俺とその冒険者仲間たちはいま、眠れる小鹿亭の一階の食堂にある四人掛けのテーブル席にあった。

「──で、クエスト見つけてきたって聞いたけど、今回はどんなの？」

　そう聞くのは、朝のトレーニングを終えて汗だくの姿で席についたサツキだ。

　黒髪をポニーテイルにした少女で、着き物もの袴はかまと呼ばれる東方の国独特の衣服を身につけている。その空色の衣装と、その腰に差した「刀カタナ」と呼ばれる緩ゆるやかに湾わん曲きよくした剣は、侍サムライである彼女のトレードマークと言って良いだろう。

　なおそのサツキ、いつものことながら着物の内側に手を入れて布地で汗を拭ふきとるという動作を公衆の面前で平然と行っており、彼女の魅力的な容姿と相まって大変に目の毒である。

　胸にさらしを巻いているから良いというものでもないと思うのだが……。

　そのガサツさも彼女の魅力の一環と言ってしまって良いものか、評価に迷うところであるが、ともあれ注意したところで直らないことは明白なので、俺はもはや彼女のそれは放置することにしていた。

　だがその点を、ここに来て敢あえて注意する者がいた。

「ねぇサツキ、前々から思っていたのだけど、あなたのそれはウィリアムへのセックスアピールなの？　ちょっとあざといにも程があると思うのだけど」

　そうサツキに苦言を呈したのは、神官ホーリーオーダーのシリルだ。

　プラチナブロンドのセミショートの髪に、理知の宿るアメジスト色の瞳ひとみ。

　やや大人びた印象の表情と、まだ少女らしい幼さの残るルックスとのアンバランスさとが、彼女に危あやうい魅力を与えていた。

　またもう一点、彼女の身体的特徴をあげるとすれば、白の神官衣を大きく押し上げた胸の大きさがあげられるだろう。その有り様は、特に大きな胸が好きな者でなくとも目を奪われてしまうほどの迫力がある。

　なお彼女は、その発言内容からも分かる通り、サツキと比べてかなりの常識人である。

　だが常識人ゆえに、サツキの奔ほん放ぽうな行動に頭を痛めるという点で俺の同志でもあった。

　そして案の定、サツキはキョトンとした様子で、シリルへと聞き返す。

「へっ……何が？　せっくすあぴーる？　何だそれ、エロそうだな」

「オーケー分かったわ、天然なのね。あとだいたい合ってるわ。私はあなたに、その自分のエロい姿でウィリアムに性的魅力をアピールしているつもりなのかって、そう聞いたのよ」

「は？　エロい姿って、何が……」

　サツキはそう言って、視線を下方、自分の胸元のほうへと向ける。

　そこにあるのは、彼女が着物の胸元を着崩し、そこに汗拭き用の布地を持った手を入れている様だ。

「えっ……あれ？　……ひょっとしてこれ、あたし、女としてヤバい……？」
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　サツキがおそるおそる視線を上げる。

　俺の左右にいるシリルとミィが、示し合わせたようにうんうんと首を縦に振った。

「あっ……あうぅ……」

　サツキの顔が、正面にいる俺の目を見て真っ赤に染まる。

　それから、頭から湯気を噴ふきながら、隠れるようにテーブルの下へと身を沈めていった。

「はぁ。相変わらずサツキの天然は驚異的です。でもそれに動じないウィリアムも相当だと思うです」

　そう言って俺のほうへチラと視線を送るのは、獣人の少女ミィだ。

　三人の少女たちの中でもとりわけ小柄で、人間で例えるなら初等学校に通い始めたばかりの子供を思わせる幼い容姿である。

　やや外跳ねしたショートカットの赤茶色の髪に、落ち着いた色合いの赤色の瞳を持つ。

　なおその頭部、髪の間からは愛らしい猫耳が二つ飛び出していて、それがぴょこぴょこと動いている。

　それが口元から飛び出た八や重え歯ば、盗賊シーフらしい袖や裾の短い動きやすそうな服装とも相まって、小柄な少女の全身にマスコット的な可愛かわいらしさをあふれさせていた。

　しかしながら、彼女もまた立派な成人であり、冒険者である。その言動は良識的であり、サツキを嗜たしなめることもしばしばだ。

　とはいえ彼女のいまの言葉は、正せい鵠こくを射ているとは言い難い。

　俺は朝食の皿、目玉焼きの横に添えられたサラダをフォークで突いて口に運び、それをしっかり嚙かんでのみ込んでからミィに反論をぶつける。

「いや、別に動じていないわけではない。俺としても目の毒なので、常々やめてほしいとは思っている」

「ど、毒っ!?　あたしのエロい格好って毒なの!?」

　サツキが隠れたテーブルの下から、泣きそうな顔をひょっこりと出して俺に訴えかけてくる。

　どうも言葉の意味を勘違いしていそうだが、勘違いしていてもらったほうが良さそうなので、そのまま通すことにする。

「ああ、目の毒だ。公衆の面前でああした姿をさらすのは、あまり感心しないな」

「ひぐっ……！　うわああああんっ！　ウィルがあたしのこと毒って言ったあああ！　ひーどーいーっ！」

　朝っぱらの酒場でびぃびぃと泣き真似をするサツキである。

　すると近くのテーブルで食事をしていた冒険者風の男から、こんな声が飛んでくる。

「へへっ、何なら嬢ちゃん俺のパーティに来るかい？　嬢ちゃんみたいな可愛い子だったら、初心者でも歓迎するぜ」

　だがその下心丸出しの男の言葉を聞いたサツキは、ケロッと泣き真似をやめて、

「うっせバーカ！　お前らに女扱いされても反吐が出る」

　などと言って、男に向かってべーっと舌を出すのであった。

　勧誘兼ナンパに失敗した冒険者風の男は、舌打ちをしつつすごすごと食事に戻る。

　一方のサツキは、最初から何事もなかったかのように普通に席に座り直した。

「えっと、それで何の話してたんだっけ」

　相変わらず立ち直りが異常に早い。

　俺はそれを心憎からず思いながら、彼女へと返事をする。

「今回はどんなクエストを見つけてきたのか、とサツキは聞いていたな」

「あ、そうそう、それだ！」

「見つけてきたクエストは、オーク退治です。Ｄランククエストでも一番一般的なクエストです。ゴブリン退治のＤランク版みたいなやつです」

　そう答えたのはミィだった。

　ちなみにだが、冒険者ギルドに行ってクエストを物色するのはだいたい早朝で、サツキは朝のトレーニングがある上に、選ぶのに混ざりたい意志も特にないとのことで、クエストを選ぶのは基本的に俺とミィ、シリルの三人で行っている。

　それでサツキがあとで文句を言うわけでもないし、トレーニングによってサツキの戦力が向上するのはパーティ全体にとっても望ましいことなので、その形がうちのパーティの基本スタンスになっていた。

　なお最近のサツキは、俺が初めて彼女に出会った頃よりもさらに厳しいトレーニングに日々励んでいるようだ。

　俺たちと一緒にいるときはこうしてあっけらかんとしているが、以前にチラと見かけたトレーニング風景での彼女の表情は真剣そのもので、かなりの強度で自分を追いつめている様子だった。

　そして、どうも彼女は努力していると見られるのが恥ずかしいらしく、一度俺がトレーニング中の彼女を見かけて「頑張っているな」と声を掛けたら、

「最低でもこのぐらいはやらないと、姫さんに追いつける気がしねぇ。それだけだよ」

　と、額から滝のように流れる汗を拭きながら、わずかに頰ほおを染めた横顔で答えてきたことがある。やはりアイリーンと戦って敗北したことは、彼女の闘争心に火をつけていたようだ。

　なおそのアイリーン──この国の王女にして俺の幼おさな馴な染じみ──とは、前回の冒険のあとに別れていた。

　彼女は王女としての、あるいは騎士としての役割に戻り、俺たちは報酬を受け取って冒険者としての日常に戻ったのだ。

　そして、そのおよそ一週間後が今日である。

　十分な休息をとり、Ｅランク冒険者のパーティとして心機一転のスタートだ。

　そんな中で、ミィからオーク退治と聞いたサツキは、

「へぇ、オーク退治か。敵を片っ端からぶった斬ぎりゃいいその手のクエストは、分かりやすくていいね」

　そう俄が然ぜんやる気を出して、拳こぶしと掌てのひらをパンと打ち合わせていた。




　──だがこのときの俺たちは、思ってもいなかったのである。

　向かった先のオークのねぐらで、あのような光景を目の当たりにすることになろうとは……。
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　都市アトラティアの冒険者ギルドで、クエストの受注を確定する。

　それから俺たちは、オーク退治を依頼してきた村へと向かった。

　そして、村でオークの巣そう窟くつとなっている洞どう窟くつの場所を聞くと、早速そこへ向かう。

　鬱うつ蒼そうとした、しかし木漏れ日の落ちる森の中をしばらく歩いていくと、やがて木々がまばらになり、その先に峻しゆん険けんな崖がけの下部にぽっかりと開いた洞窟が見えてきた。

　時刻は昼過ぎ頃。

　洞窟の入り口前、穏やかな日の光が燦さん々さんと降り注ぐ下には──

「ありゃ？　あのオーク、寝てんのか？」

「……多分違うです。あれは……きっと死んでると思うです」

　洞窟の前には、一体のオーク──豚に似た頭部を持った、巨体の亜人種モンスターが横たわっていた。

　洞窟の入り口前まで近付いてみると、地面に倒れたそのオークは確かに死体だった。

　首や心臓、眼球などを何らかの刃物で貫かれた跡があり、そこから血を流して倒れていた。

「細身の剣か何かで、的確に急所ばかりが貫かれているわね。よっぽどの手て練だれの仕し業わざか、もしくは──」

　シリルがそう言って、俺のほうへと視線を送ってくる。

　おそらくは彼女も俺と同じことを考えているのだろう。

　俺はシリルに向かってうなずいてみせる。

「ああ。眠りスリープの呪じゆ文もんなどで無力化したところを始末したならば、こうした創傷になる可能性は高い」

「それに血の乾き方から見て、まだ死んでからそんなに時間はたってないと思うです。──ひょっとするとこの洞窟の中に、先客がいるかもしれないです」

　ミィがオークの死体の状況をつぶさに観察して、そう付け加える。

　先客というのはつまり、俺たちが来る前にこのオークの見張りを殺して、洞窟に侵入した何者かがいるということだ。

　そしてタイミング的に見て、その何者かはまだ洞窟内にいる可能性が高い。

　俺は何らかの手違いで別の冒険者と重複してクエストを受けてしまったのかと疑ったが、話を聞いた村人の様子からもそんな気配はなかったし、その可能性はまずないだろうと思い直す。もしくは別の村から依頼が出ていればあるいは、といったところか。

「ミィ、念のため周囲の警戒と、灯りの準備を頼む」

「了解です。──ウィリアムは魔法の目ウイザードアイですか？」

「ああ、正解だ。そろそろ手の内が読まれてきているな」

「もう何度も一緒に冒険してきてるですからね」

　そう言ってにぱっとした嬉うれしそうな笑顔を向けてくるミィの頭を、俺は何とは無しになでてしまう。

　やはりこれは、このミィという獣人の少女が持つ魅了の魔力の仕業であると思う。

　そうして頭をなでられ気持ちよさそうにするミィの様子を横目にしながら、俺は魔法の目ウイザードアイの呪文を唱える。

　そして眼前の空中に生まれた不可視の「目」を、洞窟の中へゆっくりと進めていった。

　入り口のオークが殺されていたのだから、「先客」は普通に考えてオークたちの敵である可能性が高い。

　だが敵の敵が味方とは限らないし、そうでなくとも状況が混迷しているところに踏み入れば、不測の事態に巻き込まれる恐れがある。自らの身を危険にさらして洞窟内に突入する前に、可能な限り事前情報は獲得しておきたいところだ。

　俺は洞窟内へと「目」を進めていく。

　土壁で覆われた洞窟は、巨体のオークがねぐらに選んだだけあって、トンネルの幅も高さもかなり広々としたものだ。

　そうしてしばらく「目」が洞窟を進んでいくと、やがて一つの広間に辿たどり着く。

　そこには戦闘が行われた形跡があり、死体と思しきいくつかの影が横たわっていた。

「広間にオークの死体が三つか……今度は戦いの跡があるな……それに……」

　俺は仲間たちに情報を横流しする目的で、「目」で見た光景をつぶやいていく。

「今度のオークの死体は、急所のみを的確に貫いているという様子ではない。あちこちに矢が突き刺さっていたり、ほかにも多数の突き刺し傷が見て取れる」

　おそらくは洞窟前で見張りのオークを倒したときとは違って、泥臭い戦いを強いられることになったのだろう。

　そして、それが証拠に──

「もう一つ、オーク以外の死体がある。頭部がひしゃげているから分かりにくいが──おそらくこれは、エルフの死体だ」

「──エルフ？」

　俺のつぶやきを拾ったシリルが、オウム返しにそう聞いてきた。

　俺は一いつ旦たん視界を「目」から自身のものへと戻してから、シリルに向かって答える。

「ああ。頭部が原形をとどめていなかったから確信は持てないが、人型の痩そう身しんで、長く尖とがった耳が見えたからそのはずだ。おそらくは頭部を棍こん棒ぼうで一撃だろうなあれは」

「あまり目の当たりにしたい光景じゃなさそうね。エルフらしき死体はその一つだけ？」

「ああ。だが洞窟はまだ先に続いている。先に進めてみる」

　俺は視界を再び「目」に戻し、広間の先にあった通路へと「目」を進めていく。

　そうしてしばらく進むと──やがて俺の視界は、その光景を捉とらえた。

「……まずいな」

　俺は視界を自身のものへと戻し、魔法の目ウイザードアイの集中を切った。

　そして直ちに洞窟の中へ踏み込もうとして──仲間の了解を得ないで先走ろうとしている自分に気付いた。

「まずいって、何が？　すげぇ強そうなオークでもいたとか？」

　サツキのその言葉に、俺は首を横に振る。

「いや、確かにオークの上位種らしき姿は見えたが、それよりも問題なのは、そこにいるエルフたちが置かれている状況だ」

「エルフ『たち』ですか？　エルフの一団がこの奥にいるです？」

　ミィのその質問には、首を縦に振る。

「ああ。だが二人が罠わなにかかって重傷を負い、残る者たちも多数のオークに襲われて絶体絶命の状況だ。いまから駆けつけて間に合うかは分からないが、俺は可能な限りあのエルフたちを見捨てたくない」

　急く気持ちを抑えつつ、仲間たちに俺が「見た」状況と、自分の想いとを伝える。

　するとサツキ、ミィ、シリルの三人は──

「へへっ、いいね。さすがあたしのウィルだ。もちろんあたしも乗るぜ」

「ウィリアムのことだから無理をする算段はしてないですね？　ならミィも賛成です」

「あなたのそういうところ、私は好きよ。一刻を争う状況なら急ぎましょう」

　皆、俺の考えに賛同してくれたので、俺たちは早速洞窟の中へと踏み込んだのだった。

　なおサツキに対しては、「何度も言うが、俺はキミのものではないぞ」と突っ込みを入れると、しょんぼりとした顔を見せてきた。

　どさくさ紛れに既成事実を作ろうとするのは、いかがなものかと思うところである。
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　迂う闊かつだった、と言うより他はない。

　部隊を指揮していた私の責任だと思いながらも、同時にその現実を受け入れられずに苛いら立だちばかりを募らせる自分に嫌気がさしていた。

「レファニア！　どうするんだ、このままだと全滅だぞ！」

「分かっているわ！　だからいま考えてる！」

「考えている暇などあるか！　見れば分かるだろう！」

「うるさい！　考えがまとまらないから黙っていてよ！」

　部隊の副長にあたるラッドが、判断を急げと迫ってくる。

　分かっている。そんなことは分かっている。

　だけど早くしないとと思って焦れば焦るほど、考えがまとまらなくなる。

　──私はエルフの戦士団のリーダーとして、五人のエルフの戦士を連れて、この洞窟までオーク退治に来た。

　私ことレファニアが戦士たちのリーダーを任されたのは、私が里のエルフの中で、最も卓越した戦士だったからだ。

　私たちが住むエルフの里には、百人に少し及ばないほどの数のエルフが暮らしている。

　豊かな森の中の集落で日々穏やかに暮らしていた私たちだったが、最近異変が起こり始めた。

　オークである。

　集落の近隣でオークの姿を見かけることが多くなり、そしてついには実質的な被害が生じ始めた。

　里の外に出たエルフがオークの一団に襲われて命からがら逃げてきたり、あるいは別のエルフがオークの手にかかったと思しき死体で発見されたりといった具合だ。

　また同時期に里の外で行方不明になったエルフもいて、これもオークの仕業ではないかと目されている。

　それは女のエルフであり、他の種族を襲って孕はらませることによって繁殖するとされているオークの生態から想像すると、同じ女の身としてはおぞましさと怒りに身を震わせる想いだった。

　もっとも、オークは恐るべき膂りよ力りよくを持った脅威だが、同時に鈍重な愚ぐ物ぶつでもある。

　私たちエルフ戦士の俊敏さと魔法の力をもってすれば、いかに腕力と生命力が段違いだとは言え、総合力で凌りよう駕がするのはそう難しいことではない。

　だが、里のエルフの誰もが戦いの技術を持っているわけではない。私たち戦士にとっては必要以上に恐れるべき相手ではないとしても、戦いの素人にとっては恐るべき脅威以外の何物でもない。

　ゆえに里の長老たちは、戦士としての実力を持った私たちを集め、オークのねぐらを叩たたくことに決めたのだ。そして、そのリーダーとして私が指名され、この洞窟へとたどり着いた。

　入り口の見張りのオークを倒すところまでは、簡単な仕事だった。

　私を含め、数人で一斉に仕掛けた眠りスリープの呪文で首尾よく眠らせると、こっそり忍び寄って手にした細身剣レイピアで急所を一斉に貫いて殺した。

　急所を数ヶ所同時に貫かれたのにまだ暴れようとしたのには驚いたが、それでも大事はなく、見張りのオークはすぐに事切れた。

　いま考えると、これがうまく行き過ぎたのが良くなかったのかもしれない。

　味を占めた私たちは、このオーク討伐を簡単な仕事だと勘違いしてしまったのだ。

　長らくの穏やかな生活の中で平和ボケしていたのだと罵ののしられれば言い訳もできないぐらいに、私たちは油断してしまった。

　洞窟を進んでいくと、私たちは三体のオークが待ち構えている広間にたどり着いた。

　私たちは広間に躍り込み、先の見張りと同じように眠りスリープの呪文で一網打尽にしようと目論んだ。

　しかしこれで眠ったのは、三体のうちのわずか一体だけだった。

　残る二体に襲い掛かられ、私たちは浮き足立った。

　オークは鈍重だとは言え、その腕力と生命力はすさまじく、私たちが細身剣レイピアや弓矢で幾度も攻撃してもなお衰えることなく、そればかりか余計にいきり立って暴れてきた。

　一方でこちらは、オークの攻撃が一度でも直撃すれば致命傷になる。攻撃力、耐久力という面では、あまりにも不利な条件での戦いだった。

　また狭い洞窟内では、エルフの敏びん捷しよう性せいを最大限に活かせなかったことも大きい。洞窟という逃げ場の少ない空間は、オークたちのフィールドだった。

　そしてついには、暴れるオークの予想外の動きに対応しきれなかった一人の仲間が、頭部に棍棒の直撃を受けて即死した。

　その戦いでの犠牲は、その一人だけだった。

　幾度もの攻撃を積み重ねてどうにかオークたちを倒し終えたときには、私たちは全員息も絶え絶えの状態だった。

　それでもせめて、この段階で撤退していればよかったのだ。

　しかし頭に血が上った私は、このまま帰れば仲間の死が無駄になると、この洞窟のオークの掃討を決断した。

　仲間の戦士たちも概おおむねは私の決断に賛同し、異論を持つ者もいたものの、最終的にはしぶしぶながらも同意してくれた。

　──その結果が、いまの私たちの惨状だ。

　オークの中にも知恵の回る上位種が存在するという話は、聞いたことはあった。

　だけどここでそれに出会う可能性については、無意識的に切り捨てていたのかもしれない。頭に血が上っていたせいで愚かになっていたとしか言いようがない。

　結果、私たちは誘い込まれた部屋で、罠にかかった。

　いいように袋ふくろ小路こうじに追い立てられ、多数のオークに取り囲まれた。

　仲間のうちの二人は、追い込まれた部屋に仕掛けられていた落とし穴に落ちてしまった。いまは穴の底で、一人は苦痛に呻いており、もう一人は意識不明の重体だ。落とし穴の底には尖った岩がいくつも配置されていて、片やそれで背中を強打し、片や頭部を強く打ち付けた様子だった。

　一方、動ける仲間は私を含めて三人。

　袋小路となった部屋にその全員が追い詰められ、唯一の通路からはオークたちが私たちに向かって迫ってくる。

　その数、全部で五体。

　退くも敵わず、戦うよりほかはない。

　だが一対一でも容易くない相手に、この数の差。それに──

「──ぐああああーっ！」

「ラッド！　くっ……魔法の矢マジツクアローなんて使われたら、避けることも……！」

　オークのうちの一体、上位種であり一団のリーダーであると思しき錫しやく杖じようを持った個体が、呪文の詠唱とともに魔法の矢マジツクアローの呪文を放ってきたのだ。

　一条の光の矢が高速でラッドの腹部に突き刺さり、その部分の肉がはじけ飛ぶようにえぐられていた。

　重傷だ。彼はもう戦えないだろう。

「──うわああああっ！　く、来るなあっ！」

　悲鳴を耳にしてもう一人の仲間のほうを見ると、彼のもとには二体のオークが突進していた。

　とても彼一人でさばける相手ではない。

「カルフォス！　くぅっ……！」

　だが私にも、彼を助けに行く余裕はない。

　倒れたラッドに寄り添う私の前へも、別の二体のオークが向かってきていたからだ。

　そしてその後方で、リーダーと思しき呪文使いのオークが、次の呪文の詠唱を始めている。

「このっ……！」

　私は立ち上がり、手にした細身剣レイピアを構えた。

　オークの見上げるような巨体が二つ、威圧感をもった突進で私のほうへと迫ってくる。

　その二体だけなら、私の敏捷性と剣技をもってすれば互角に渡り合えるはずだ。

　でも問題は、その奥の呪文使いのオーク。

　何とかしてあれを仕留めなければ、魔法の矢マジツクアローで一人ずつ射抜かれて終わりだ。

　ならば、取るべき戦術は一つ。

「──そこを通らせてもらうわ！」

　私は、私に迫ってくる二体のオークの中間に向かって駆けだした。

　脚に命気オーラを宿らせ、強く地面を蹴ける。

　生物の体内には命気オーラと呼ばれる力が宿っていて、それを自在に引き出し使いこなすことができれば、超常的な身体能力を実現することも可能だと言われている。

　私はまだそこまでの領域にはないが、命気オーラを多少なりと使いこなせるというだけでも並みの戦士とは一線を画する。

　私がこのエルフの戦士団のリーダーを任されたのも、ひとえにその実力を見込まれてのことだ。

　だったら自分の失態は、その実力で取り返すしかない。

　多少リスクがあっても、二体のオークどもの間をかいくぐって、その奥の呪文使いをいち早く叩く。

　自分の敏捷性とオークの鈍重さを比べれば、出来ないことではないはず。そう思った。

　でも、それは甘い目算だった。

　私がジグザグな動きでフェイントをかけつつ、のろまなオークたちの間を駆け抜けようとした、そのとき──

「──か、はっ……！」

　私の腹部を、ハンマーでぶん殴られたような強烈な衝撃が襲った。

　急な出来事で、何が起こったのか分からなかった。

「げほっ、ごほっ……！　あっ、ぐぅっ……」

　私は二体のオークの前で、たまらず膝ひざをつき、細身剣レイピアを取り落としてしまう。

　それでもどうにか視線を上げると──

　私が間を通り抜けようとした二体のオークのうちの片方、左側の個体が、ゆっくりとその拳を引くのが見えた。

　それはどうやら、私の腹部を捉えた拳のようだ。

　私はこのとき初めて、自分がこいつに腹を殴られたのだと気付いた。

　それからそのオークは、私の胸倉をつかんで持ち上げ、私を宙づりにする。

「ぐ、ぅっ……う、そ……速すぎ、る……まさか、お前も、上位、種……!?」

　私のその言葉を肯定するように、私をつかみ上げたオークは、その醜い豚面をにぃと歪ゆがめた。

　そのオークは、もう片方の手に持っていた棍棒を無造作に投げ捨てると、その空いた方の手で私の衣服をつかんだ。

「な、何を……まさか……」

　──ビリッ、ビリリィッ！

　オークは私が着ていた衣服を、何のためらいもなく破り捨てた。

「なっ……やめ、なさい……！　私を、辱はずかしめるつもり……!?」

　そうして私がオークの餌え食じきになろうとしたとき、聞き覚えのない青年の声とともに、一条の稲いな妻ずまが奔はしった。

　一瞬の閃せん光こうと轟ごう音おんが過ぎ去ると、私を捕まえていたオークは倒れ、解放された私は地面に尻しり餅もちをつく。

　さらに驚いたことには、奥にいたあの呪文使いのオークまでもが、いまの稲妻で同時に焼かれたようで、地面に倒れ伏していた。

　見ればその先の通路には、杖つえを掲げた一人の男が立っていた。

　それはどうやら人間のようだった。やや長身で、人間の魔術師メイジがよく身につけている類の濃緑色のローブを纏まとっている。

　少年と青年の半ばといった年頃のようで、少し仏頂面にも見えるけれど、顔立ちは整っている。そのブラウンの髪や瞳は決して特徴的なものではないが、いまの私には、なぜかその姿がキラキラと輝いて見えた。

　そしてその人間の男の傍かたわらからは、三人の少女が駆けだしていた。

　見たところ、人間、人間、獣人のようだ。

　少女たちは浮き足立ったオークたちを攻撃し始めた。

　彼女らは的確に連携し、オークたちの生命力を次々と奪っていく。

　特に、奇妙な空色の衣装を着た少女の戦闘力はすさまじくて、魔術師メイジの男からの援護は受けたものの、ほぼ彼女単身で二体のオークをあっという間に始末してしまった。

　そしてもう二人の少女も協力して一体のオークを片付けると、それでもう、あれだけの脅威だったオークたちは一体残らず退治されてしまっていた。

　少女たちのうちの一人、白のローブを着た神官ホーリーオーダーらしき人物が、ラッドに駆け寄って治ち癒ゆの奇跡をかける。

　獣人らしき小柄な少女は、荷物からロープを取り出して、落とし穴の中へと降ろしていた。

　その一方で、魔術師メイジの男は私の前まで歩み寄ってくると、荷物袋から毛布を取り出して私にかけてくれた。

「大丈夫か？」

　そう心配してくれた男の顔は、お世辞にも表情が豊かとは言えないものだった。

　だというのに、私にはなぜだかそれが、安心できるものだと感じられてしまった。
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　間一髪、間に合ったと言って良いものか。

　洞窟を急いで進んだ俺たちは、その先にいたオークの一団を迅速に殲せん滅めつすることに成功していた。

　雷撃ライトニングボルトの呪文が生み出す稲妻は、術者を起点として特定の方向へ一直線上に発射される。そしてその稲妻は、軌道上に存在する者すべてを貫通し、まとめてダメージを与えることができるという特性を持つ。

　その特性を活かし、俺は二体の上位種オークをまとめて稲妻で貫くことで、それらを同時に撃破していた。

　また残った通常種のオークたちも、サツキを筆頭にして打倒した。

　この洞窟に分岐路はなかったため、オーク討伐はこれで完了といってよいだろう。

　エルフの救出のほうも、ひとまず彼らが全滅する前にはどうにかすることができたと評価できると思う。

　俺は、俺の前にしゃがみ込んだ半ば裸身のエルフの少女に毛布を掛けてやってから、彼女に声を掛ける。

「大丈夫か？」

「え、ええ……ありがとう。でも私よりも、仲間たちが……」

　エルフの少女は顔を赤らめつつそう言って、仲間の心配をする。彼女はどうやら、エルフの一団のリーダーのようだ。

　エルフらしく華きや奢しやで、美しい少女だ。見た目の年齢はサツキやシリルと同じぐらいかそれより幼くも見えるぐらいだが、エルフなので実際の年齢はどうだか分からない。ふわふわとした空色の髪は背に流されていて、同色の瞳はぽーっと熱に浮かされたように俺を見ていた。

「負傷者は仲間が治療しているところだ。彼女は優秀な神官ホーリーオーダーだ。任せておけば問題ない」

　俺が目の前のエルフ少女に向かってそう伝えると、近くで別のエルフに治癒の奇跡を行使していたシリルが口をはさんでくる。

「信頼されているのは嬉しいけど、できることには限界があるわ。あまり期待しすぎないで頂ちよう戴だい。あと重傷じゃないとはいえその人も負傷しているようだから、無理はさせないで。より重じゆう篤とくな状態の患者を治療してからそっちにも回るから」

「了解した。──だ、そうだ。しばらく無理をせず、じっとしていてくれ」

　俺が後半部をエルフの少女に向けると、彼女はこくんと首を縦に振る。

　それから彼女は、掛けられた毛布をきゅっと握りつつ、俺を見上げて質問をしてきた。

「あなたたちは何者？　どうしてここに……？」

「冒険者だ。近隣の村から、この洞窟に棲すみついたオークを退治するよう依頼されて来た。キミたちは？」

「この近くにあるエルフの集落の戦士よ。……もっとも、戦士と言ってもこのザマだけど。指揮官の私が無能だったせいで……。私はいっそあのまま、オークの慰み者になるべきだったのかも。そうなれば、いい罰だったわ」

　少女はうつむきつつ、自じ嘲ちようするように薄く笑う。

　その瞳は、いまにも泣きだしそうに揺れていた。

　言っていることがめちゃくちゃなので説教をしようかとも思ったが、さりとていまの彼女にそれが受け入れられるとも思えない。

　俺は少し考えた後、彼女の前で膝をつく。

「少し失敬するぞ。初対面の見ず知らずの人間にこんなことをされても、不快なだけかもしれんが──」

　俺はそう断って、自分の腕をエルフの少女の後ろへと回して、彼女の頭を抱き寄せた。

　少女の額が、俺の胸にあたる。

「えっ……？」

「キミはいま自暴自棄になっている。少し気持ちを落ち着かせたほうがいい。──俺が幼少の頃だが、母親からこうしてもらったら落ち着いたことがあるので真似てみた。不快だったら言ってくれ」

　俺がそう言うと、少女はぶんぶんと首を横に振った。どうやら不快ではないらしい。

　だが──

「……ん？　どうした？」

　近くに立っていたサツキ、それに治癒をしていたシリルとそれを手伝っていたミィまでもが、唖あ然ぜんとした様子で俺のほうを見ていた。

　サツキが口を開く。

「……なあ、ウィル」

「なんだ、サツキ」

「あたしもあとでそれやってほしい……」

「なぜだ。サツキは十分に落ち着いているだろう」

「落ち着いてない。胸がドキドキしてる」

「……そうか。それはまたの機会にしてくれ」

　サツキの要求は緊急性がなさそうなので、ひとまず無視することにした。
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「……見苦しいところを見せてごめんなさい。少し落ち着いたわ」

　しばらくして、エルフの少女は俺の元から離れた。

　少女は頰を染め、長く尖ったエルフ耳まで真っ赤になっていた。

「いや、構わない。誰しも心が弱っているときはあるものだ。俺も先日、彼女に慰めてもらったばかりだ」

　俺がそう言ってエルフ少女の治療を終えたシリルを指さすと、その神官衣の少女もまた恥ずかしそうに顔を赤らめ、

「ちょっと。事実だとしても言い方。勘違いされるでしょうに」

　などとやんわり俺を叱しかりつけてきた。

「む……すまない。そういうつもりはなかったのだが」

「でしょうね。ホントしょうがないんだから」

「……そこまで言われるほどのことでもないと思うのだが」

「あなたもサツキと同じで天然なところがあるの。少しは自覚なさい」

　シリルはそう言って俺の前に立つと、俺の額を指先で突いてきた。

　俺は少し釈然としないものを抱えながらも、特に反論もなかったので彼女の言い分を受け入れておいた。

　なお余談だが、ゴルダート伯爵付きの宮廷魔術師アリスと戦ったあの日以降、シリルの俺に対する態度が微妙に変わっている感じがある。

　上から目線というのも少し違うが、若干俺の保護者みたいな立ち位置から物を言ってくることがあるのだ。

　子供のようだと思われているのか……まあ否定しきれない部分もあるし、シリルにはどこか母性のようなものを感じるせいか不快でもないので構わないのだが。

　一方、その様子を見ていたエルフの少女は、何やら恍こう惚こつとしたような様子だった。

　だがすぐにぶんぶんと頭を振ると、毛布を羽織ったまま立ち上がり、頭を下げてきた。

「あらためて、どうもありがとう。あなたたちは命の恩人よ。あなたたちがいなければ、私たちは全員オークどもに殺され、なぶり者にされていたはずよ。なんてお礼を言っていいか」

「いや、行きがかり上ついでにやったことだ。オーク退治に関しては別途報酬をもらうことになっている。気にしなくていい」

「そうはいかないわ。エルフが恩知らずだと思われるわけにはいかないもの。できればお礼をさせてほしい。もしよければ、私たちの集落に来てもらえない？」

　エルフの少女がそう言って俺の手を取ってくるので、俺はどうしたものかと仲間たちのほうを見る。

　するとサツキ、ミィ、シリルの三人は、

「ん、いいんじゃね？　あたしエルフの集落って見たことないし、行ってみたいな」

「ミィも賛成です。もらえるお礼はもらうです」

「私も同意。先にオーク退治の終了報告は必要でしょうけど、そのあとで良ければお邪魔してみたいわ」

　と、三人とも乗り気の様子だった。

　そうであるなら俺も否やはない。

「分かった。では厚意に甘んずるとしよう」

「良かった。集落をあげて歓迎するわ」

　俺の返答に、そう儚はかなげな笑顔で答えるエルフの少女。

　俺はその様子を見て──まあここまでメンタルが回復したなら大丈夫だろうと判断し、先にやろうと思っていたことを実行に移すことにした。

「ところで、キミに一つ伝えたいことがあるのだが」

「え、あ、うん……何？」

　きょとんとした様子のエルフの少女に、俺は自分の考えを述べていく。

「先ほどキミは、自分がオークの慰み者になるべきだったというようなことを言ったが、あれは感心しない。責任感が強いのは結構なことだが、それを自虐に向けるべきではない。責任を感じるなら、後悔ではなく未来に向けた反省をするべきだ。具体的には、今回の失敗が何故発生したのかを分析して、次に同じ失敗をしないためにはどうするべきか──」

「あ、えっと……うん、はい、そうです……」

　俺のその説教を聞いて、エルフの少女はしゅんとして肩身を狭くしていた。
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　エルフの戦士団のリーダーである少女は、自身の名をレファニアと名乗った。

　レファニアは、自分は集落に戻って報告をしなければならないからと言って、エルフ戦士の一人を案内役として俺たちに同行させ、自身は残るエルフたちを連れて自らの集落へと帰還していった。

　俺たちはオーク退治の依頼をした村と、クエストを受注した都市アトラティアでクエスト達成の報告をして報酬を受け取ると、同行したエルフ戦士の案内でレファニアたちが住むエルフの集落へと向かった。

　一度オークの棲すみ処かである洞窟があった場所まで戻り、そこから森の中の道なき道を進むことしばらく。

　やがて俺たちは、その集落へとたどり着いた。

「待っていたわ、ウィリアム。それにサツキ、ミィ、シリルも。歓迎するわ」

　入り口で出迎えてくれたのはレファニアだった。

　俺たちは彼女に連れられ、集落の中へと踏み入っていく。

「へぇー、エルフの集落ってのは、木の上に家造ってんのか。すげぇな」

　サツキが物珍しそうに頭上を見上げながら、そんな感想を口にする。

　驚いている様子なのはミィとシリルも同様だし、俺も書物に描かれた絵画で見たことはあったものの、実物を見るのは初めてで少し興奮していた。

　サツキが言う通り、その集落は森林を切り拓くことなく、あちこちの大木の上に木造の家を造ることで成り立っていた。

　木の上の家までは梯子はしごがかかっており、それを上ることで住居の入り口にたどり着くことができる仕組みだ。

「ええ。人間たちは地べたに家を建てるようだけど、あれだと外敵から身を守るのが大変じゃない？　私たちにはあれって不思議でならないのよね」

　レファニアが俺たちを先導しつつ、振り向いて後ろ歩きをしながらそんな感想を述べてくる。

　なるほど、異文化とはそういうものかと感心させられる。

　なおこのエルフの集落は、それほど大きな規模のものではないようだ。歩きながら見渡す限りでは、住居の数は五十に満たないほどに見える。

　もっとも、エルフという種族自体があまり数の多い種族ではないから、これでもそこそこの規模の集落に該当するのかもしれない。

「……でも何か、私たち見られていない？」

「ですです。家の入り口からこっそりこっちを見ているエルフがたくさんいるです」

　シリルとミィが、周囲を見渡しながらそう指摘する。

　確かに、木の下に下りてきているエルフはほとんど見当たらず、エルフたちの多くは木の上の家からこそこそと、しかし俺たちのことを興味深そうに見ていた。

　その様子を見て、先導するレファニアが苦笑をする。

「まったくもう……。ごめんなさい。みんなエルフ以外の人族が物珍しいものだから、怖がっているのよ。いい人たちだから大丈夫だって、あれほど言ったのに」

「じゃあ別にあたしたち、嫌われてるってわけじゃないんだよな？」

　サツキがそう聞くと、レファニアは、

「とんでもない！　そんなやつがいたら私が絞めてやるわ。そのあと往復ビンタよ」

　と謎なぞの意気込みを見せていた。まあひとまず、歓迎されていないわけではないと受け取っていいのだろう。

　そうこう話をしながら集落の中を歩いていると、やがてレファニアは、集落でもとりわけ巨大な大樹の根元で立ち止まった。

　大樹の幹にはご多分に漏れず梯子が掛けられており、樹上の住居へと続いている。

　その住居は集落で見た中で最も立派なものだった。

「さ、着いたわ。ここがこの里の最長老の家よ。あとについて上がってきて」

　そう言ってレファニアは、大樹に掛けられた梯子をひょいひょいと上がっていく。

　俺もレファニアのあとに続いて梯子を登ろうとしたが──

「ウィリアム、ストップ」

　そこで俺は誰かから、ローブの背中の部分をぐいと引っ張られた。

　そして背後から抱きつかれるようにして、その何者かの手によって視界をふさがれる。

「な、何だ……!?　シリルか？」

　聞こえた声や背中に当たる胸の感触の立派さからして、俺の背後に立っているのはシリルだろう。

　彼女の手が、俺の視界をふさぐようにして俺の目を覆っているに違いなかった。

　しかしさすがに混乱する。一体何が起こっているのか。

「……まったく、エルフの貞操観念ってどうなっているのかしら。あれじゃあ下から丸見えじゃない」

　耳元からシリルの声が聞こえてくる。

　それで俺は、ああなるほどと合点した。

　レファニアが身につけている衣服は、下はスカート状の末広がりになるデザインだ。

　ゆえに梯子を上っているところを下から見ると、その内側が丸見えになってしまうだろう。

　それでシリルは、俺がそれを見ないように取り計らったわけだ。

　しかしそう考えると、シリルの疑問ももっともだ。

　このような構造の住居に住んでいてあのような衣装を身につけていては、必然的に他者に向けて露出するケースが多くなるはずだ。

　……が、それはそれとしてだ。

「……とは言えシリル、俺たちのこの姿勢もいささかまずい気はするのだが」

　ほとんど後ろから抱きつかれたような姿勢の密着状態での目隠し。

　ローブ越しにシリルの肢体の柔らかさが伝わってくるようなこの状態にありながら、なお平静でいなければならないというのは、曲がりなりに健全な男子の端くれである俺にとってはかなりの難業だ。

「うっ……。で、でも、大したことじゃないでしょう？　それともあなた、ひょっとしてこの程度の誘惑で私に興味を持ってくれたりするわけ？」

「この程度とは言うがな……というかいま、『誘惑』と言ったか？」

「え、ええ。まあ、あれね、ちょっとしたお遊びよ。あなただってサツキを弄もてあそんでいるのだから、このぐらいはお姉さんの好きにさせてくれてもいいでしょ？」

「…………」

　シリルなりの悪ノリなのだろうか。耳元で囁ささやきかけてくる彼女の悪魔性に支配され、俺は返す言葉を見つけられなかった。

　そして彼女の言葉の中には、考えさせられてしまう部分があった。

　そんなつもりはないにせよ、結果としてはそうなっているのかもしれないし、少なくともシリルからはそう見えるのだろう。

　だがそこに咎とがめるような響きがあまりないのは、どういった考えなのか……。

　俺がそんなことを考えていると、頭上からレファニアの声による、こんなつぶやきが降ってきた。

「……すごい、何あれ。人間の貞操観念ってどうなっているの……？」

　そのレファニアの感想が俺とシリルの状態を見てのものであろうことは、視界をふさがれていても容易に想像がつくことであった。
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　レファニアが梯子の上まで上り切ったところで、シリルは俺の視界と体を解放した。

　そして俺が最初に、続いてサツキ、ミィ、シリルの三人が梯子を上って、木の上の邸宅の前にたどり着いた。

　ちなみに上に着いたところで、先の下着が丸見えになるという話をすると、レファニアは、

「ええ、そうだけど……？　別に裸を見られているわけじゃないでしょうに。人間はそんなのを気にするものなの？」

　と、むしろ不思議がられてしまった。

　その上でサツキが、

「じゃあそのスカート的なのたくし上げるのも恥ずかしくねぇの？」

　などと聞くと、

「やる意味が分からないけど……こういうこと？」

　と無邪気に実演しそうになったので、サツキとミィが慌ててストップをかけて、シリルが再び俺の視界をふさぐというアクシデントが発生したりもした。

　まあそんなことはあったが、それはともあれエルフの集落の住居訪問だ。

　集落の中でもとりわけ大きな樹の、太い枝の上に造られた住居──この集落の最長老のエルフがいるという家に、レファニアのあとに続いて踏み込んでいった。

　木造の住居に入ってしばらく進み、大広間へと案内される。

　その広間に入ると、一番奥にいたエルフの老人が、歓迎の声をかけてきてくれた。

「おお、あなた方がレファニアたちを救ってくれたという人間の戦士たちか。話に聞いておった通り、猫人族ミヤールの者もおるようじゃの。いや、よく来てくださった」

　長い白しろ髭ひげを蓄えた人物で、ありていに言えばよぼよぼのお爺じいさんといった様子のエルフであった。

　この人物がこの集落の最長老エルフだろうか。

　その老人エルフのほかにも、広間には十数人ほどのエルフが集まり、大きな車くるま座ざを作っていた。

　中にはオークの洞窟で出会ったエルフの戦士たちの姿も見受けられる。

　テーブルや椅い子すらしきものはなく、いずれも草を編んで作られたと思しき敷物の上に座っていた。

　なおその車座は、広間の入り口から見て手前側の五席分ほどが空席になっていた。そこが俺たちのために用意された席ということだろう。

「みんな、紹介するわ。こっちからウィリアム、サツキ、ミィ、シリル。いずれ劣らぬ優秀な戦士たちよ。──ウィリアムたちにも紹介するわ。一番奥にいるのがこの里の最長老。ほかのみんなもこの里のリーダー格のエルフなの」

　レファニアが両者の仲介役になり、互いの人物紹介をする。

　それから俺たちは、着席の勧めを受け、空いた席へと座った。

　俺は椅子なしで地べたに座る習慣がこれまであまりなかったので、敷物があるとはいえ少し苦戦をする。体は硬い方であり、胡坐あぐらをかくのはあまり得意ではない。

　一方で隣を見ると、あのガサツさをトレードマークとするようなサツキが、見たことのない恐ろしく綺き麗れいな座り方をしていて驚いた。

　両足を平行にまっすぐ折りたたんでその上に座り、背筋をスッと伸ばしている。

「……驚いたな。それはサツキの故郷に伝わる座り方か？」

「ん？　……ああ。これ、『正座』っていうんだ。あたしの故郷では、侍サムライはみんなこの座り方を叩き込まれるんだ」

「なるほど。そうしていると、サツキがいつも以上に美しく見えるな」

　俺がそう評価すると、サツキは頰を赤らめ、

「えっ……？　……そ、そう？　なんか照れるな……。ウィルってひょっとして、おしとやかな女が好きだったりすんの？」

　などともじもじしながら聞いてきた。

「俺の好みか？　……どうだろうな。そこを基準に考えたことはない、というより自分はどんな異性が好みかというのを本気で考えたことがないが。ただサツキに関して言うなら、そうしているほうが綺麗だとは思う」

「あうぅ……そ、そっか。……マジかー、普段のあたしダメかぁ……」

「いや、普段のサツキがダメとは言っていない。明るくて元気で気持ちのいい性格のサツキは、十分に魅力的だと思う。ただ仕草としてはいまのような雰囲気のほうが綺麗だし魅力的……いや、これも俺の主観なのか。そうだな、俺の好みがそうなのかもしれん」

　俺がそう伝えると、サツキはもはや顔全体を真っ赤にして口をパクパクとさせていた。

「うあ……ま、またウィルがあたしを殺しに来るし……。分かってる、分かってるよもう。どうせそんな意識なんてしてなくて、他意はないんだろ？」

「……？　いや、俺としてはサツキの魅力的な部分に関して評価したつもりなのだが」

「ですよねー！　それでも嬉しいけどさぁ……あああもうっ、ウィルのバカぁっ！　天然スケコマシ！」

　サツキはそう言って、ぷいっとそっぽを向いてしまった。

「…………」

　俺は少し考えてしまう。

　サツキのいまの言い分から察するに、サツキには俺が彼女に恋愛的アプローチを仕掛けたように聞こえたのだろう。

　いままでずっと、同様のことがあっても意識しないようにと流してきたが──

　しかし俺はここにきて、先ほどシリルに言われたことを思い出していた。

『あなただってサツキを弄んでいるのだから』

　彼女は話の流れとはいえ、確かにそう言った。

　俺にはそんなつもりはないのだが、そう映ってしまうのも事実なら、何か考えなければならないと思った。

「サツキ」

「なんだよー」

　サツキはまだむくれていた。俺の隣で綺麗な姿勢で座った彼女は、半ば涙目のままでぷいっとそっぽを向いている。

「あとで話したいことがある。二人きりになりたい。時間を取ってもらえるか」

「……っ！」

　サツキの全身に緊張が走ったのが見てとれた。

　そして、たっぷりの時間沈黙した後、

「……分かった。あとでな」

　サツキはそっぽを向いたまま、そう答えてきたのだった。

　俺は一つ、安あん堵どの息をつく。

　彼女には一度、俺の考えをきちんと説明しておく必要があるだろう。そのための機会が得られたのは僥ぎよう倖こうだった。

　さてそうした一幕もあったが、俺たちはその後、エルフの宴にあずかることになった。

　車座の中央のスペースには色とりどりの料理が盛られたいくつもの大皿と果実酒が用意され、俺たちはそれに舌した鼓つづみを打った。

　エルフの料理は肉が少なめの菜食寄りで、癖くせのある独特の味わいを持つ料理も多かったが、これまでに食べたことのない味でありながらなかなかに美味なものも多く、酒もうまく食が進んだ。

　一方エルフたちは、俺たちの食事ぶりを見てかなり驚いているようだった。

　俺もエルフは小食であると知識として持ってはいたが、実際にこうして自分たちの半分ほどの量の食事で満腹になっているのを見ると、何とも感慨深いものがある。

　ちなみにサツキは、先ほどの傷心の様子はどこへやら、宴もたけなわになってきた頃にはレファニアの隣に座って肩に腕を回し、

「だからお前らそんなヒョロヒョロなんだよ。もっと肉食え肉」

　などと言って、困惑するレファニアの皿に肉ばかりを取り分けて押し付けていた。

　そのサツキの発言を聞いていると、肉を食べれば命気オーラの量も増すということだったが、俺の知る限りそんな研究や観測結果はないので、おそらくは口から出まかせだろう。レファニアが信じそうになっていたので、俺はサツキの頭にチョップを入れつつ、レファニアにはサツキの言には根拠がないことを伝えておいた。

　一方で、ミィやシリルも各々にエルフたちに話しかけられ、歓待ムードの中でそれぞれに楽しい時間を過ごしているようだった。

　そんな中、俺がエルフの最長老に挨あい拶さつに行くと、

「ウィリアムといったか。レファニアから相当な魔法の使い手だと聞いておる。どの程度までの呪文を使うのか、良ければ教えてくれぬか」

　と聞かれたので、自分が使える最も高位の呪文を一つ答えると、随分と驚かれた。

「なんと……！　それは誠か。名高きエルフの大英雄セフィロトが、ようやくそこにたどり着いたという領域じゃぞ……？　お主のような若さの人間で……とても信じられん」

「いえ、俺は英雄セフィロトのように剣や弓矢をうまく扱うことはできませんし、彼のような命気オーラを使った超人的な身体能力も持ち合わせていません。まだまだ比較にはなりませんよ」

「ほほっ……その口ぶり、まだ上を目指すつもりのようじゃな？」

「はい、当然です。まだ自分の限界を定めるような段階にはないと思っていますし、冒険者を始めてから、新たな成長の兆しも見えています。見込みは十分にあるかと」

「ほっほっほ、これはレファニアのやつ、とんでもない逸材と出会ったものじゃわい」

　などと、エルフの最長老は心底愉快そうに笑ったのだった。

　そうして俺たちは楽しい時間を過ごし、やがて宴はお開きとなる。

　俺たち四人はその日、最長老の家に泊めてもらうことになった。

　そして俺は、宴が終わったところで、サツキに声を掛ける。

「サツキ、先ほどの話だ。──外に出ないか？」

「……っ！　……あ、ああ、分かった」

　全身に緊張を走らせた様子のサツキを連れて、俺は長老宅を出た。
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　ホウホウと梟ふくろうの鳴き声が聞こえる静かな森の中。俺はサツキと二人で、集落の外れを歩いていた。

　暗闇の中、俺が持つ魔術師の杖の先が、光ライトの呪文の効果を受けて青白い明かりを灯している。

　その明かりで照らされた木の幹の一つに、立ち止まったサツキが寄りかかるようにして背中を預けた。

「……で、話って何？」

　敢あえて素そっ気けない声を出したという様子のサツキ。

　その瞳が真っすぐ俺を見ることはなく、彼女の視線は脇へと逸そらされていた。

　光ライトの明かりに照らされたその顔は、頰がほんのり赤く染まっているようにも見える。

「サツキ、酔っているか？」

「……まぁな。でも前後不覚とかじゃねぇよ。ウィルは？」

「俺もほどほどだ。少なくとも、発言に責任を持てないような状態ではない」

「そっか」

　そこで一度、会話が止まる。

　しかし話をすると言って呼びつけたのは俺のほうなので、俺が話を主導しなければならない。

　俺はサツキと互いに手を伸ばし合っても届かないほどの位置に立ち、彼女に向けて本題を切り出す。

「俺の自うぬ惚ぼれや勘違いの類もありうると思ってこれまで流してきたが、とある一件からそれも不誠実なように思ったので真剣に話をしようと思った。──サツキ、単刀直入に聞く。キミは俺に対して、恋愛的な意味で好意を持っているか？」

　努めて普段通りの調子で話したつもりだったが、内心ではさすがに平静ではいられなかった。

　決定的なことを聞いている。

　俺の勘違いだったら恥ずかしいというのもあるが、それよりも、これによって両者の関係がいままで通りにいかなくなるかもしれないという恐怖がある。

　そしてサツキは、その俺の質問に対し、肯定の返事をした。

「ああ。……っつぅか何だよその聞き方。ウィルらしいっちゃらしいけどさ。っていうかあんだけアプローチかけてて、そうじゃねぇわけねぇだろ」

「すまん。だが女子は、意中の相手でなくとも保険としてほどほどのアプローチをかけておくものだと聞いたこともある。勘違いをしたまま話を進めたくはなかったから、あらかじめ確認をしておきたかった」

「ああ……まあ、そういうヤツもいるみたいだな。でもあたしがそんな器用なタマに見えんのかよ。……いや、まあいいや、それはいい。……にしても色っぽくねぇ会話だな、折角こんな話をしてるってのに」

　サツキは苦笑する。これまでにあまり見たことのないサツキの表情だった。

「──で、そんで？　あたしはウィルのこと好きだ。大好きだ。いまこうして話してるだけでも胸がはちきれそうになるぐらい好きだ。だから──だから、何だよ」

　そう言ってサツキはついに、俺のほうを真っすぐに、つぶらな瞳で見上げてくる。

　サツキの頰は、もはや光ライト程度の明かりでも十分に認識できるほどに、はっきりと真っ赤になっていた。

　俺はそのサツキの目を見て、ドキリと胸に去来する何かを感じた。

　サツキのことを魅力的な女性だと思ったことは幾度かあっても、こんな風に見えたことはこれまでになかった。

　俺は心を落ち着けるために一つ呼吸をする。

　それから努めて冷静に、サツキに語り掛けた。

「俺の考えを、サツキに話しておきたい」

「……『気持ち』じゃなくて『考え』ね……。いいよ、聞く──」

　と、そこまで言いかけたところで、サツキがその手の平を俺に向かって出してきた。

「──いや、待った。その前に、あたしの話していいか？」

「…………」

　予想外の返答が来た。

　頭の中で話の進め方の軌道修正を考える。

　しかし話の流れがどう転がるか読めず、今後の話の展開の予想がつかなかった。

　だが俺が一方的に話をするというのも良くないように思う。

　サツキにも何か俺に伝えておきたいことがあるなら、それは聞いておくべきだろう。

「……ああ、分かった」

「よし。……さぁて、何から話そうか……」

　サツキが憂うれうような表情を見せつつ、うつむく。

　それから少し間を空けて、彼女は話し始めた。

「正直に言って、ほとんど一目惚れに近いんだよな。自分でも何だかよく分かんねぇ。でもきっかけはやっぱあんとき、ゴブリン退治のときの最初。あたしが無抵抗の敵は殺せねぇってわがまま言ったとき、それでもあたしを受うけ容いれてくれただろ？　あたしあれすっげぇ嬉しくてさ。あとウィルのこと、こいつかっけぇなーって思って。そっからもう何か坂道転げ落ちるみたいにさ、あっという間に落っこちてた」

「…………」

「それからウィルと一緒の時間を過ごすたびに、どんどん好きになってってさ。……ほら、あたしバカじゃん？　バカなことばっか言うじゃん？　でもウィルはそんなあたしも受け容れてくれて、あたしをあたしとして受け容れてくれて、話せば話すほど嬉しくなってって……やべぇな、何話してんだか分かんなくなってきた。えっと、だからさ──」

　そこでサツキは再び、意を決したように俺の目を見てきた。

　そして──

「あたし、ウィルのことが大好きだ！　だから──あたしと付き合ってください！」

　そう言ってサツキは、最敬礼の姿勢をとり、その右手を俺に向かって差し出してきた。

「あたしなんかじゃウィルには釣り合わないかもしれない。正直姫さんとかのほうがあたしよりもよっぽど可愛いし、気立てもいいし、お姫様だし、ウィルにはお似合いだと思う。だけど、でも──でもやっぱり、何もしないでハイ終わりって、それだけは嫌なんだ！　だから──お願いします！」

　サツキの必死の叫び。

　──正直に言って、俺は戸惑っていた。

　そして後悔もしていた。

　聞くのではなかったと思った。

　こんなのを聞いてしまっては、どうしたらいいのか分からない。

　しかしすぐに思い直す。

　聞かなかったとしても、真実が変わったわけではない。

　そこにある想いは変わらず、ただそのほうが俺の気が楽だったというだけにすぎない。

　むしろ、聞けて良かったと考えるべきだ。知らずにサツキの想いを踏みにじるよりも、知って自らの意志で傷付けるほうがまだマシだ。

　ただ、なぜここでアイリーンの話が出てくるのかなど、不思議に思う部分もあった。彼女とは親密な友人関係にはあるが、恋愛関係にあるわけではない。サツキはそのあたりを勘違いしているように感じたが、しかし、それもいまは本題ではない。

　俺は一つ深呼吸をする。

　サツキの想いを踏みにじる覚悟をする。

　彼女を傷つける、そのための心の準備をする。

　いや、傷つくとは限らないだろう。彼女そのものを否定するわけではない。

　ただ、いまは俺の都合でその好意は受け取れないと、そういった話をするだけだ。

　だが正しく伝わるか？　どういった切り出し方をすればいい？

「キミのその想いは受け取れない」とそう切り出してしまえば、その先の言葉が聞いてもらえるとは思えない。

　俺の考えを、彼女に正しく伝える方法を考えなければならない。

　どうすれば正しく伝わるか。

　考えろ、考えろ、考えろ──

「──俺は『冒険』というものに、恋をしているのかもしれん」

「へっ……？」

　出てきたのは、そんな言葉だった。

　ずっと最敬礼状態だったサツキが、顔だけを上げて呆ほうけた様子で俺を見上げてくる。

　俺はそんなサツキに向け、続く言葉を重ねていく。

「俺は冒険者になるために、これまでずっと努力を重ねてきた。そしてこれからも、冒険者として冒険を続けていきたいと思っている」

「あ、ああ」

「だが同じパーティの仲間と男女関係になれば、パーティ内の人間関係が崩れてパーティ崩壊の原因になりかねない。さらにもしそれ以上に深い仲、すなわち性的な関係を持って女性が子を孕むようなことになれば、もはやその男女ともに冒険者として活動を続けていくことは困難になるだろう」

「え、えっと……」

　サツキは戸惑っているようだった。

　無理もない。

　だがこの先を言わなければ、この話をした意味がない。

　俺は意を決して、その言葉を放つ。

「ゆえにサツキ。気持ちは大変嬉しいし、俺はサツキのことは魅力的な女性だと思っているが、申し訳ないがキミのその好意は、いまの俺には受け取れない。すまん」

　俺はサツキにそう言って、小さく頭を下げた。

「…………。……そ、それってつまり──」

　サツキがおそるおそる、窺うかがうように俺の顔色を見てくる。

　そして彼女はこう言った。

「あたし、姫さんでも、ほかの誰にでもなく──『冒険』に負けたってこと？」

「……まあ、そうか。そうだな。そういうことになるか」

　サツキの表現はなかなかに的を射ており、妙味があると感じた。

「なっ……なっ……なんじゃそりゃあああああっ！」

　サツキのその叫びは、夜のエルフ集落に高々と響き渡ったのだった。
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　そして、エルフの長老の家で一泊を過ごした、その翌朝。

　俺が朝起きて出立の準備をし、サツキたちに与えられた別室へと向かうと、その途中の廊下でサツキ、シリル、ミィの三人と遭遇した。

「……っ！」

　サツキはびくっと跳ね上がり、それから隠れるようにしてシリルの後ろに逃げた。

　そしてシリルの背後から、半身だけを覗のぞかせながら俺のほうを見てくる。

「お、おはよ、ウィル」

「……ああ、おはよう」

　ひとまずサツキと挨拶を交わす。どう接したものだか、少し戸惑った。

　するとサツキの隠かくれ蓑みのにされたシリルが、ふっと苦笑する。

「聞いたわよ、ウィリアム。あなたらしいっていうか何ていうか」

　シリルのその言葉に、俺は事態を把握する。

　あの話をしたあとサツキは部屋に戻って、シリルと、おそらくミィにも昨日の件について話をしたのだろう。

「そうか。どう伝わっているか分からんが、俺が昨日サツキに話したことは偽らざる俺の考えであり、本心だ」

「でしょうね。そこは誰も疑ってないわ。──ほら、サツキ、言いたいことあるんでしょ？」

「お、おう」

　シリルが促すと、彼女の後ろに隠れていたサツキが、おずおずと前に出てくる。

　そして、

「あ、あのさ、ウィル」

「ああ」

　簡単な受け答え。

　サツキは口を真一文字に結び、真っすぐに俺を見上げて、こう言ってきた。

「あたし、諦めねぇから！　いまは無理でも、いつかウィルのこと振り向かせてやるから。覚悟しとけよ」

「あ、ああ……」

　俺はその勢いに気け圧おされていた。

　正直、予想外の言葉だ。

　そう言われても、こちらとしてはどうしたものか……。

　だがそのサツキの後ろから、さらなる伏兵が襲い掛かってきた。

　ミィがサツキの後ろについて、その空色の着物をくいくいと引っ張る。

「んあ？　何だよミィ。ウィルに迷惑だからやめろってか？」

　振り向いたサツキにそう言われて、ミィはぶんぶんと首を横に振る。

「違います、そうじゃないです。ただ、ミィが言いたいのは──その戦い、サツキだけの戦いじゃないのです。ミィもウィリアムに宣戦布告するです。──ミィもウィリアムのことが、大好きです」

「「「はぁ？」」」

　俺、サツキ、シリルの視線が一斉にミィに集まった。

　ミィは一世一代、言ってやったという顔でふんすと鼻息を荒くしながら、その頰を赤く染めていた。

　更には──

「えっ、ちょっと待って、それじゃあ私も……！」

「「「はあぁ？」」」

　今度はシリルに視線が集まった。

　さっきまで余裕たっぷりだったシリルが、おずおずと挙手をしつつ、恥ずかしそうに頰を染めていた。

「……ちょっと待て、頭が混乱してきた。──何だ、これは。俺の夢か何かか……？　だが俺にこんな願望は……いや、ないとも言い切れんのか……？」

「わ、私もつい勢いで言ってしまったけど、ちょっとこれ、どうしたらいいのか分からないわ。ひとまずアレじゃない？　一度解散して、全員外の空気を吸ってくるっていうのは」

「さ、賛成！」

「賛成です！」

　そんなわけで、俺たち四人は一度その場を解散し、思い思いに散ったのだった。

　俺の脳内は、いまだに見事に混乱中であった。

　……何なんだこれは。
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　俺は仲間たちと一旦別れ、長老の家を出てエルフの集落の中を歩いていた。

　時刻は早朝。

　静せい謐ひつで清涼な森の空気と、麗らかに落ちる木漏れ日が気持ちの良い朝だったが、いまの俺にはそれを楽しむ余裕があまりなかった。

　状況を整理してみよう。

　サツキは俺のことが好き。

　ミィは俺のことが好き。

　シリルは俺のことが好き。

　……自分で考えていて恥ずかしくなってきた。

　何だこの桃色お花畑の桃源郷は。まるで男が求める酒池肉林を具現化した類の冒険物語のようではないか。

　いや、確かに冒険物語では、そういった作品群も人気がないわけではない。

　だが俺が好きなのはそういった類の作品群ではなく、もっとストイックで厳しい現実の中に妙味を見出す類の物語である。

　いや、待て待て、それ以前の問題だ。そもそもこれは物語ではない。俺が直面している現実だ。

　混乱している。

　俺が認識している正常な現実はこうだという観念と、直面している実際の現実との乖かい離りを受け入れられずにいる。

　こんなことがあろうわけがないという俺の中の常識が、現実を容認することを拒んでいた。

「……とは言え、受け入れるよりほかはないのか……」

　考えた末、そう結論付けるしかなかった。

　何事も、現実を受け入れるところから始めなければ、その先の思考が正常に機能しなくなる。

　まずはいまある現実をありのままに受け止め、その上で自分がどうしていくかを考えることこそが、現実をより良く生きるための秘ひ訣けつである。

　……いや、通常こういった思考法は、厳しい現実に直面したときにこそ必要になるものなのだが。異常なまでに甘ったるい現実に直面しているいまも、おそらくはこの考え方が妥当するのではないか。

　──だが、受け入れた上でどうする？　俺はどうすればいい。

「……分からん」

　頭を抱えるしかなかった。

　俺の希望と未来。誠実と不誠実。彼女らの気持ちとどう付き合っていけばいいのか。

　少し考えたぐらいでは、皆目見当もつかない。今後時間をかけて、少しずつ考えていかなければならないことなのかもしれない。

　──と、そんなことを考えていたときだった。

　ガサッと草葉の鳴る音が聞こえたかと思うと、前方の茂みから、一人の女性がよろよろと歩み出てきた。

　それはエルフの女性のようだった。

　見た顔ではない、と思う。

　集落のエルフすべてを確認したわけではないし、エルフの顔は人間の俺には見分けをつけづらいので確実ではないが、おそらくは部外者だろうと思う。

　だが一方で、どこか見覚えのあるような顔つきでもある。これまでに遭遇したエルフの誰かに似ているのかもしれない。

　しかし、そんなことよりもよほど重要なことがあった。

　そのエルフ女性は、腹部に大きな手傷を負っているようなのだ。

　彼女は血に染まった衣服の上から、苦しげに患部を押さえていた。

「おい、大丈夫か！」

「はぁっ、はぁっ……人、間……？　……どうして、ここに人間が……うっ！」

　手負いのエルフ女性は、よろめいて倒れそうになる。

　俺は慌てて駆け寄り、その体を抱きとめた。

「しっかりしろ。仲間に神官ホーリーオーダーがいる。呼ぶぞ」

「本当か……それは、助かる……礼はする……頼む……」

「そんなことはあとでいい。近くに敵はいるのか？」

「いや……それはない、と思う……」

「分かった。安静にしていろ」

　俺はそのエルフ女性を地面に寝かせると、魔術師の杖を掲げ、呪文を唱える。

　使うのは拡声ラウドヴオイスの呪文だ。

　これは初級の呪文の一つで、対象の声を拡大し、より遠くまで聞こえるようにするものだ。

　俺は自身を対象としてこの呪文を行使すると、周囲に向かって大きく声を発した。

『シリル、こちらはウィリアムだ。エルフの重傷者を発見した。治癒を頼みたい。長老宅向かって左手側にしばらく進んだ場所にいる。来てもらえないか』

　通常の数倍に拡大された俺の声が、森の木々の間を渡り、集落全体に響き渡っていく。

　これでシリルが集落内にいれば、伝わるはずだ。

　そうして、待つことしばらく。

「──いた、ウィリアム！　その人ね」

　ほどなくして、シリルが駆けてきた。

　彼女は横たわっている患者の隣で片膝になり、患部に両手をあてて治癒の奇跡を行使する。

「──軽傷治癒キユアライトウーンズ！」

　温かみのある光がシリルの両手から生まれる。

　そしてしばらくして、その光が収まった。

「大丈夫？　少し楽になった？」

「ああ、随分と楽に──うっ……！」

「傷が深いし、生命力もだいぶ失ってる。一度じゃ足りないか。もう一回使うわ。じっとしていて」

　シリルは重ねて、治癒の奇跡を行使した。

　それで重傷を負っていたエルフの顔色は、随分と良くなった。

「これでどう？　起き上がれる？」

　シリルがそう聞くと、横たわっていたエルフはゆっくりと上半身を起こし、それからシリルと俺に笑顔を向けてきた。

「ああ、助かった、恩に着る。そちらのキミもだ。……それにしてもキミたちは、どうしてここに？　ここはエルフの集落のはずだが……」

「それは──」

　と、俺が説明しようとしたとき、サツキとミィ、それにレファニアが現場に到着した。

　俺の拡声ラウドヴオイスによる声を聞いて、何事かと来てみたのだろう。

　そしてこの場の光景を見たレファニアが、驚きの声を上げた。

「お母さん……!?　どうしてここに……」

「レファニア……！　──大変なことが起きたの、すぐにみんなに伝えて。私たちの里にオークが、オークの群れが襲ってきたのよ」

　エルフ女性とレファニアとが互いに駆け寄って抱ほう擁ようを交わし、そうやり取りをする。

　そこに横から口をはさむのは、あまり場の空気を読む気のないサツキだった。

「へぇ、別のエルフ集落でもオークか。最近随分とまたオークの大安売りしてるもんだな。──でも、オーク程度が相手なら、ここに心強い用心棒が四人いるぜ？　なあ？」

　そう言ってサツキがシリル、ミィ、そして俺を見渡して──俺と目が合ったところで頰を赤らめもじもじとした。

　が、そんなサツキを気にすることもなく、レファニアの母親と思しきエルフ女性は首を横に振る。

「そんな規模の話ではないのだ！　率いるのはオークの最上位種、オークエンペラー！　ただでさえ厄介なオークが、百を超える大軍勢で襲ってきたのだ！」

「は……？　ひゃ、百体……？」

　その言葉を聞いて、さしものサツキも顔を青ざめさせたのだった。
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　俺たちは長老の家に集まり、昨日の宴を催した広間で車座になっていた。

　その場にいるのは俺たち四人と、レファニア、その母親であるフィノーラ、その他長老を含めた里のエルフの代表者十人ほどだ。

　その場の全員で、フィノーラが持ってきたオーク軍団による襲撃話に関して会議をしていた。

　ちなみにレファニアの母親であるフィノーラが滞在していた集落は、この近隣のエルフ集落の中でも最も規模の大きなものの一つで、人口規模は現在俺たちがいるこのエルフ集落の四倍ほど──すなわち三百人を超えるという。

　そしてフィノーラは、その集落のエルフ戦士の中でも最も優秀な戦士であり、剣の腕、魔法の技量ともにレファニアを遙はるかに凌しのぐ腕前であるという。

　なおこの件に関して俺たちは当事者という立場にはなく、一歩引いた立ち位置になる。話に混ざっているのは、先方の要望と十分な報酬の提示があれば、傭よう兵へいとして戦いに加わるのもやぶさかではないと考えてのことだ。

　だがそれを分かっているのかいないのか、サツキはエルフたちの話し合いに積極的に参加していた。

「でもさ、オーク百体ぐらいだったらウィルなら何とかできるんじゃねぇ？　火球フアイアボールとか雷撃ライトニングボルトだっけ？　あの辺の魔法でどかーんってまとめてぶっ飛ばしちまえば」

　サツキのその発言で、エルフたちの視線が俺に集まった。

　さてどう答えたものか。

　自分たちを傭兵として高く売るためには必要以上の謙けん遜そんをするべきではないが、かと言って過大な期待を相手に与えるべきでもない。

　……まあ、俺自身の見解を素直に示すのがベストか。

　そう考えた俺は、本件に関して自身が持っている見解を、エルフたちに向けて説明していくことにした。

「俺の魔法で百体を超えるオークを一網打尽にできるか、という話だが──相手の出方次第の部分はあるが、相手がオークエンペラー率いる統率された軍団であることを考えれば、まずそう簡単にはいかないと見ておくべきだろうな。敵はバカではないと想定して行動すべきと考える」

　俺がそう答えると、その場がどよめいた。

　レファニアが驚きの表情とともに俺に質問してくる。

「……っていうことは、逆に言えば、相手の出方によってはあなた一人で一網打尽にすることも可能だっていうことよね？」

「そうだな。日数をかけての分断及び各個撃破戦術に対し相手が対抗戦術を打ってこなければ、実現は不可能ではないかもしれん。だがあまり現実的な話ではないし、その場合は敵の『数』よりも『質』のほうが問題になってくる可能性が高い」

　俺はレファニアにそう答えつつ、傍らの荷物から紙とペン、それにインクを取り出す。

　そして取り出した紙を板張りの床の上に置くと、そこに大きくピラミッド状の正三角形を描いて、車座の全員に見えるように提示した。

「まずオークエンペラー率いる軍勢の一般的構成を説明しておく。これはとある信頼性の高いモンスター研究論文に記述されている内容だが、エンペラー級に率いられた亜人種デミヒユーマン型モンスターの軍勢は、通常ピラミッド状の軍団構成になると言われている。今回のオークの軍勢だと、まず一番上に位置するのがオークエンペラー。これが一体だ」

　俺はそう言って、正三角形の最上部に小さくスペースを取り、オークエンペラー、一体、と記述する。

　それからその下のスペースに、オークロード、三体、と記述を加える。

「エンペラー級の下には、通常三体程度のロード級が付き従っている。そしてその下にはジェネラル級が九体程度、その下にチーフ級やメイジ級が合わせて二十七体程度、そして最下部に通常種のオークが八十一体程度存在するというのが一般的な軍団構成だとされている。要するに、下に行くにつれて三倍、三倍の倍々ゲームで数が増えていくわけだ」

　俺はピラミッド構造を横線で区切りながら、残りの部分を記入していく。

　そして最下部の一般オークの横に、「Ｆ」というランクを記入する。

「モンスターランクで言うと、通常種のオークがＦランクだ。そしてここから階層が一つ上がるごとに、モンスターランクが一段階上がると考えてもらえばいい。すなわち、オークメイジやオークチーフがＥランク、オークジェネラルがＤランク、オークロードがＣランク、そしてオークエンペラーが──Ｂランクだ」

　俺は順繰りモンスターランクを記入していって、最後にオークエンペラーのランクを「Ｂ」と記入した。

　そしてペンを一段階分だけ下に下げ、オークロードの横の「Ｃ」に丸を付け、サツキやレファニアへと視線を向ける。

「レファニアにはサツキの実力を見る機会があったかと思うが、現在のサツキの実力がおそらく、このオークロードとほぼ互角という位置になる。つまり、敵にはサツキ級が三体程度いて──」

　俺はそこからペンを一段階上へと動かし、再びオークエンペラーを指し示す。

　そしてオークエンペラーの強さについて、サツキ、ミィ、シリルの三人にしか伝わらない表現をしてみせる。

「このオークエンペラーが、おそらくはアイリーンと互角程度の強さになる。そして当然ながら魔法に対する耐性も生命力も高いから、俺の魔法で一撃必殺というわけには到底いかないだろう」

「うそ……だろ……？　オークって、そんなに強いのかよ……。──じゃ、じゃあ、この間ウィルが雷撃ライトニングボルト、だっけ？　あの呪文で倒したのはどれ？　あれ確か上位種だったって話だろ」

　サツキにそう聞かれて、俺はピラミッドの下から二番目の階層をペンで指す。

「あれはオークメイジとオークチーフだと思われる。ちなみにあれを雷撃ライトニングボルトの一撃でともに撃破できたのは、運が良かったと言うべきだろうな。おそらく俺のいまの魔力だと、三回に一回は討ち漏らす。そしてあの手の攻撃呪文が届くほどの距離で討ち漏らしをすれば、次の呪文を準備するまでの間に俺のほうが物言わぬ肉塊に変えられている可能性は十分にある」

「マジかよ……」

　サツキが苦渋の言葉を漏らす。

　もちろん、物言わぬ肉塊云うん々ぬんは俺一人だったらの話で、サツキなどが間に立ちふさがってくれれば、もう幾ばくかの呪文行使の猶ゆう予よは得られるだろう。

　だがそのサツキですら互角、あるいはそれ以上の敵の存在がほぼ確定で見えている以上、その点に関しても楽観視はできない。

　場の空気が、重苦しい雰囲気に包まれる。

　その沈黙を破ったのは、シリルの発言だった。

「でも、そうなってくるともう、私たち個人の手には負えないんじゃないかしら。ほとんど軍隊の規模の話でしょう？　──エルフには、そういった軍隊のようなものって存在しないんですか？」

　そうシリルが話を振った先は、レファニアの母、フィノーラだ。

　そのレファニアの姉ぐらいにしか見えない若々しい姿のエルフは、しかし苦い表情で首を横に振る。

「この近隣のエルフ集落で、最も多くの戦士を擁していたのが私の滞在していた集落だ。その規模はエルフの戦士二十三人……いや、いまはもっと減っている。何人もの戦士が奴らに殺され、あるいは捕らえられた」

　そう言ってフィノーラは悔しげに歯を食いしばるが、いまはそのときではないと思ったのか、首を横に振ってから話を続ける。

「いま私を含め、数人の戦士が近隣のエルフ集落にこうして助力を求めに走っているが、かき集めても戦士の数が百人を超えることはあるまい。遙か遠く、『大だい妖よう精せいの森』に助力を乞こえば数百人規模のエルフ戦士がいるはずだが、あそこからは人間の設もうけた国境をいくつも越えて来ねばならず、片道でひと月以上の時間がかかる」

　そこでフィノーラは一度言葉を切った。

　そして彼女はその目を据わらせると、次の言葉を放つ。

「そしてそれだけの時間があれば、捕らえられた多くの同胞たちが、オークの残ざん虐ぎやくな繁殖行為によって命を落とすのに十分だろう」

　フィノーラのその話を聞いて、サツキが不愉快そうに舌打ちをした。

　ミィとシリルも、同様に怒りの感情を湧わき上がらせているように見えた。

　俺はそれを見て、まずいな、と思った。

　三人とも気持ちが前のめりになりすぎている。

　気持ちは分かるが、冷静さを欠いては判断を誤る。まずこの件は、俺たちが踏み入るべき案件なのかをジャッジしなければならない。

　だが現状、状況に対して最も冷静なのは俺のようだ。

　俺は頭の中で本案件に適切な報酬額を計算しつつ、フィノーラに向かって切り出した。

「フィノーラ、一つ聞きたい。この件に俺たちが傭兵として助力するとして、その場合の報酬はいくら出せる？」

「──ウィル！　いまそんな話……！」

　サツキが横から食ってかかってくるが、俺は彼女に視線を向け、首を横に振る。

「ダメだ、サツキ。この件には関わるにしても、仕事と割り切って関わるべきだ。何が何でも、命を懸けてでも敵を撃滅し捕らわれたエルフを救出してやろうなどと考えていたら、本当に死ぬぞ。退ひき際ぎわを誤らないためにも、そして俺たちがどこまで踏み入るのかをフィノーラたちに明確にしておく意味でも、きちんと契約の態を整えて関わるべきだ」

「……っ！　……んん～、うああああっ……！」

　サツキがバリバリと頭をかく。感情の向けどころがなくて苛立っている様子だった。

　だがしばらくしてピタリと動きを止めると、

「……分かったよ。ウィルに任せる。多分それが一番いいんだ」

　そう言って、彼女は方針決定を俺に預けてきた。

　さらにシリル、ミィを見渡すと、彼女らも首を縦に振る。

「いまの自分が冷静じゃないことぐらい分かっているわ。ウィリアム、あなたに任せる」

「ミィもです。ウィリアム、お願いしますです」

　俺は彼女らのその言葉を聞いてうなずきつつ、フィノーラへの交渉を再開する。

「こちらが要求する報酬額は、まず四人分の日当として一日当たり金貨二十枚、加えて目的達成時の報酬として別途金貨二百枚だ。これは俺たちの実力と敵対勢力の大きさから考えて、相応と思う額を提示したものだ。また俺たちは、自分たちの身に及ぶ危険が極めて大きいと判断した場合、そこでこの話からは降りさせてもらう。この場合でも、すでに働いた日数分の日当は要求する。──この条件で良ければ協力しようと思うが、どうだろう？」

　俺の話を聞いたフィノーラは、少しの間黙考する。

　それから彼女は自分の娘に対して質問する。

「レファニア、この人たちの実力と人柄は、信頼に値するのだったわね？」

「うん、お母さん。人柄は私が保証する。実力も、彼の話は噓うそではないと思えるわ」

「そう……分かった。──ウィリアムだったな？　ではその条件で是非、キミたちにも協力をお願いしたい。よろしく頼む」

　そう言ってフィノーラは立ち上がり、俺の前に来ると握手を求めてきた。

　俺も立ち上がり、握手を受ける。

「良い結果を導けるよう最大限の尽力をするつもりだ。こちらこそよろしく頼む」

　こうして俺たちは、エルフとオークの戦いへと足を踏み入れることになった。





　　　　＊＊＊






　一方その頃。

　王都グレイスバーグの王城、城壁に囲われた中庭の訓練場で、王女アイリーンは一人の兵士から報告を受けていた。

「えぇー、またオークぅ？」

　アイリーンはその報告を受けて、うんざりだという声をあげる。これでもう、ここ最近だけで三件目のオーク退治の要請だった。

　銀髪ショートカットの男装の美少女といった姿の王女は、自分と対たい峙じしていた四人の騎士見習いに休憩を言い渡すと、手て拭ぬぐいで汗を拭きながら兵士の報告に耳を傾ける。

　その傍らでは、ようやく休憩の許しを得た騎士見習いの少年たちが、一斉に崩れ落ちるようにしてその場に倒れて大の字になっていた。

　彼らはアイリーンと同年代の少年たちだが、四人がかりでも一人の少女に軽くあしらわれていた。

　だがこれは少年たちが弱いのではない。彼らとて騎士になるために日夜訓練に励んでいるのであり、現段階でも一般兵士と同程度かそれ以上の実力は持っている。

　アイリーンという王女が、あまりにも強すぎるのだ。

　天才剣士の名をほしいままにする彼女は、しかしいまだ発展途上で、その実力にはまだまだ天井が見えてきていない。

　その天才にして美麗な男装の王女に対し、兵士は緊張の面持ちで報告を続ける。

「はっ、またオークです。それで此こ度たびは、姫様に討伐に向かってほしいとのことで……」

「なるほどね、分かったよ。お父さんのことだから、何事も経験だって言うんでしょ？　了解了解、僕に任せておいて。それに──オークぐらいの相手なら、騎士見習いの育成にもちょうどいいし」

　アイリーンはそう言って、地べたで伸びている四人の騎士見習いたちを眺める。

　訓練だけでは人は育たず、実力のステージを上げるにはやはり実戦経験はどうしても必要になってくる。こういった機会は積極的に活用していかなければならないのだ。

「はっ。──それで申し上げにくいのですが、国王からもう一つ、言づてを仰せつかっておりまして」

「ん、お父さんから？　何？」

「それが……『どうも不穏な気配を感じる。くれぐれも油断はするなよ。お前が油断して死んでも俺は知らん』だそうで」

「あはは、お父さんらしいね。どうせその『不穏な気配』っていうのも、ただの勘なんだろうなぁ。でも了解。騎士アイリーン、しかと拝命いたしましたって伝えておいて」

「はっ、かしこまりました！」

　アイリーンへの連絡を終えた兵士は、敬礼をしてからその場を立ち去って行った。

　それを確認しつつ、アイリーンはぐったりとした四人の騎士見習いたちに向けて、パンパンと手を叩く。

「はい、それじゃ休憩終了。これからオーク退治のピクニックに行くよ。準備して」

「「「──は、はい！」」」

　騎士見習いの少年たちは、一斉に飛び起きるようにして起き上がり、元気よく返事をする。

　彼らにとって、王女アイリーンは憧あこがれの的であると同時に、逆らってはならない鬼教官なのであった。














　俺たちは方針を固めるとすぐに、レファニアたちの集落から出立した。

　フィノーラの案内で森の中を歩いていくのは、レファニアをはじめとしたエルフの戦士たちに、俺とサツキ、シリル、ミィを加えた総勢十名ほどだ。

　そして森の中の道なき道を半日ほど歩いた夕刻頃、周囲の木々の姿が朱の色合いを帯び始めた時分に、俺たちは崖がけ下したに穿うがたれた一つの洞どう窟くつを目にすることとなった。

　洞窟の入り口前には、一人のエルフの男が弓を持って立っていた。

　そして彼は、こちらの姿を認めると駆け寄ってきて、フィノーラに声を掛けた。

「フィノーラ、よく戻ってきてくれた！　──そっちが娘さんと、その集落の戦士たちだな。一緒にいるのは……人間、それに猫人族ミヤールか？　どういうことだ？」

「そのあたりはあとで皆を集めて説明する。──オークどもにはここはまだ見つかっていないな？」

「ああ、それは大丈夫だ」

　フィノーラは見張りのエルフの返事に満足した様子を見せると、俺たちを連れて洞窟へと向かっていく。俺たちも彼女のあとについて行った。

　洞窟前へとたどり着く。

　その洞窟は赤土の壁をくり抜いてできたようなトンネル状になっていた。

　天井の高さは俺が手を伸ばしてもわずかに届かない程度で、道幅も同じぐらい。レファニアたちと出会った洞窟よりは、幾分か窮きゆう屈くつな印象だ。

　そこへフィノーラに連れられ、踏み込んでいく。

　トンネルは少し前方に進んだ後、一度大きく右にカーブしてから、真っすぐに二十メートルほど直進し、それから左へ折れつつ先へと進んでいく。

（この地形は使えるな……）

　俺はそんなことを考えつつ、フィノーラの後をついていく。

　なおトンネルには、ある程度奥まったところから先では光ライトの呪じゆ文もんによるものと思おぼしき明かりが一定間隔で設置されていて、こちらで別途明かりを用意する必要はなかった。

　エルフの戦士は、その多くが剣や弓ばかりでなく魔法も使いこなすと聞くから、こういった芸当も可能ということだろう。

　俺は感心をしつつ、前を歩くフィノーラに向けて確認をする。

「フィノーラの集落に住んでいたエルフたちの生き残りが、この洞窟に集まっているわけか」

「ああ。だが私が誘導できた者たちだけだ。オークどもに襲われたとき、多くの同胞が散り散りになって逃げた。ここに集まっているのは、生き残った者たちのうちの一部にすぎない」

「ほかの生き残りたちとの合流の手て筈はずは？」

「ない。どこか別の場所に拠点を構えた者たちもいるかもしれないし、路頭に迷っている者も多いだろう。近隣のエルフの集落を頼んで保護を受けているといいが……」

　そう話しながら、フィノーラはトンネルの先の広間へと踏み込んでいった。

　その広間には二十人程度のエルフがいて、彼らは暗い中にほのかな希望を覗のぞかせたような表情で、フィノーラの帰還を喜んでいた。

　フィノーラはその部屋のリーダーらしき人物に一言二言伝えると、それからさらに奥へと進んでいく。

　広間からはさらに奥に通路が続いていて、俺たちはその先へと誘導される。

　俺は続けて、フィノーラに質問をぶつける。

「フィノーラたちは何故この洞窟を拠点に選んだんだ？」

　俺のこの質問に、フィノーラは怪け訝げんそうな顔を向けてきた。

「……それはどういう意味だ」

「言葉通りの意味だ。ここを選んだ理由が聞きたい。あらかじめ避難のための拠点として確保してあった、というわけではないのだろう？」

　俺がそう聞くと、先を歩くフィノーラはしばし黙考し、それから返答してきた。

「ああ。ここは皆を誘導して逃げている最中に偶然見つけたものだ。拠点としては雨ざらしになる場所は避けたかったし、距離的にも襲われた私たちの集落から適度に遠い。広さもまあまあだ。ひとまずの拠点として望ましいと判断した」

　そのフィノーラの判断を、俺はある程度合理的なものであると評価した。

　だがその上で、一つ気になっていることについて言及する。

「俺もそのフィノーラの判断は支持する。だが先の入り口以外に、この洞窟への出入りができる経路はあるか？」

「いや、少なくとも私が知る限りでは、ないが」

「だとするならば、ここは防衛拠点としてはいささか危険が大きい」

「……どういうことだ？」

　フィノーラが足を止めて振り向いた。

　俺は仕草でそのまま進むよう促し、彼女がそれに従って再び歩き始めたのを確認して、話を続ける。

「一番まずいのはここが袋ふくろ小路こうじだということだ。この洞窟がオークたちに見つかり大軍勢で攻めてこられれば、ここにいるエルフは逃げ場もなく全員叩たたき潰つぶされ、最後の一人に至るまで殺されるか、あるいは捕虜にされやつらの玩がん具ぐにされることだろう」

「…………」

「それ以外は一長一短だな。例えばこの通路の狭さは、エルフにとっては敏びん捷しよう性せいを活かせないという点でマイナスになるが、このぐらいまで狭ければオークどももあの体格が災いしてさぞかし窮屈なことだろう。それに地形的にはこちらに有利と思える部分もある。そういった意味では迎撃に適していると言えなくもないが──しかしやはり退路がないのはまずい。敵に知恵の回るものがいれば何をされるか分からん」

「……むぅ」
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　俺の指摘に、フィノーラはむくれたような顔をしてしまった。

　人間で例えるなら二十代前半ぐらいにも見える若々しい容姿と相まって、その様が随分と可愛かわいらしく見えてしまう。

　だがエルフという種族は人間よりも遙はるかに長命であり、彼女は俺よりも何倍も年上の、人生の大先輩である可能性が高い。

　最初の出会いがあのような形だったから、その流れで気安い話し方をしてしまっているが、本来は失礼に当たるのかもしれない。

　ただ戦略や戦術に関して話をする際には上下がない方がやりやすいので、このままの形で行かせてもらおうと思っているのだが──

　そのようなことを考えていると、フィノーラがぽつりと、きまりが悪そうにつぶやく。

「……恥ずかしながら、キミの言うとおりのようだ。いまの話を皆に伝えて、拠点の移動を検討しよう」

　彼女は自分の中の葛かつ藤とうに折り合いをつけたようで、その言葉は建設的なものだった。俺のような若造の意見をも分わけ隔へだてなく取とり容いれる彼女の器の広さは、感心に値するものだと思った。

　さてその後、俺たちはフィノーラから洞窟内を案内された。

　洞窟にはいくつかの広間があり、それが通路で繋つながっているという形状で、全部で百人近い数のエルフが洞窟内に滞在していた。

　ただそれでも、フィノーラのエルフ集落には元々三百人以上のエルフがいたという話だから、これでもその四分の一ほどの数しかおらず、残る四分の三ほどのエルフは行方不明か、別の拠点に逃げ込んだか、あるいは殺されたか、オークに捕らえられたということになるだろう。

　洞窟内のエルフたちは、全体として表情に明るさはなく、憔しよう悴すいした様子だった。

　無理もない。彼らにとっては友人や家族が殺され、あるいは捕らえられて悲惨な目に遭わされている公算が大きいのだから。

　なお洞窟内には負傷したエルフの戦士が何人もいて、彼らにはシリルが治癒の奇跡を施して回っていた。

　エルフには神を信仰する思想的土壌がなく、エルフ集落には神官ホーリーオーダーが皆無であると聞く。ゆえにエルフの集落には治癒の奇跡を使える者がおらず、シリルはエルフ戦士たちから例外なく感謝されていた。

　そして彼女に治療されたエルフ戦士たちの中には、彼女の熱烈なファンになったと思しき者も現れ、感激とともに詰め寄られたシリル自身は大層当惑しているようだった。……その際に彼女が俺のほうへと探るような視線を送ってきたのには、一体何の意味があったのか分からなかったが。

　一方フィノーラは、俺たちに一通り洞窟内を見せ終えると、リーダー格や戦士と思しきエルフたちを集め、先に俺が話したことを説明して拠点を移すべきではないかと提案した。

　集まったエルフたちの中からは、この場以上の拠点として適切な場所が見つかるかどうか、風雨にさらされる場を拠点とすることによる健康被害への懸念なども意見として出たが、メリットとデメリットを天てん秤びんにかければそれもやむを得ないとの方向に議論は徐々に傾いていった。

　そうして議論が進み、やがて具体的な移転計画に関して話が詰められていった──そんな矢先だった。

　洞窟の入り口で見張りをしていたエルフが、議論の場となっていた広間に駆け込んできた。

　彼は息を切らせながら、フィノーラに向かって慌てて報告をする。

「フィノーラ！　オークと思しき存在を感知した！　その数は十三！　こっちに向かってきている！」

「──何だって!?」

　フィノーラが立ちあがり、その場にいた全員の顔に緊張が走った。
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　オーク襲来の情報は速やかに伝達された。

　戦闘能力のない一般エルフたちを洞窟の後方へ避難させるのと同時に、戦士たちが前線の広間に集められる。

　洞窟の入り口に立っていた見張りのエルフは、警戒アラートの呪文でオークたちの存在を感知したという。

　その後肉眼での目視確認の結果、遠くの木々の合間にオークらしき姿を確認したため、すぐさま洞窟の中に飛び込んで報告に来たという話だった。

　警戒アラートの感知膜は術者から五十メートルの位置に張られる。そのラインを突破されているのだから、オークたちが洞窟に侵入してくるまでの時間的猶ゆう予よはほとんどなく、作戦会議などをしている暇はなかった。

「オーク十三体……分隊クラスの戦力か。こちらの戦力のほうがやや数が多いとはいえ、侮あなどれる数ではないな。この段階で総力戦を強しいられるのは苦しいが……」

　そう苦渋の表情で言うフィノーラ。

　どうやら彼女は、最初の広間でオークたちを迎撃する考えのようだった。

　攻めてくるオークの数は十三体。それに対するこちらの戦力は、俺たち四人の傭よう兵へいを含めて二十人ほど。数だけで簡単に圧殺できるような戦力差ではない。

　また兵力の質の面でも、おそらく十三体というのは一個の部隊であろうから、指揮官クラスとして上位種のオークも混ざっているだろう。

　これは当然ながら、戦術の良し悪しが結果を大きく左右する局面だ。

　フィノーラの考えは、おそらくこうだ。

　狭い通路をくぐって攻めてくるオークに対し、広間に姿を現した瞬間に弓や魔法で蜂はちの巣すにする。

　それで討ち漏らした分は白兵戦でどうにかするという方針で、確かにうまく嵌はまれば悪い戦術ではないとは思えた。

　だが悪い戦術ではないにせよ、俺にしてみれば、あの地形を活かさない手はないと考えるところだ。

　俺は雇い主であるフィノーラに一つの提案をする。

「フィノーラ、俺とサツキの二人を先行させてほしい」

「……何か考えがあるということだな。分かった、任せる」

　フィノーラは二つ返事でオーケーを出した。彼女の娘であるレファニアが、俺たちを信の置ける相手だと評価したことも助けとなっているのだろう。

　俺はフィノーラに向かってうなずくと、近くにいたサツキの手を取った。

「サツキ、力を貸してほしい」

「うひゃっ!?　……お、おう」

　サツキは頰ほおを赤らめて、俺に引っ張られるようにしてついてきた。

　ううむ……何というか、少しやりづらい。

　ともあれ俺は、サツキを連れて広間の先の通路へと進む。

　この先は洞窟の入り口へと繋がっていて、オークがそちらから攻めてくる予定の方角になる。

　俺はサツキに、俺が考えている作戦の概要を説明する。

「サツキには前衛でオークたちをせき止める役を頼みたい。無理をして撃破をする必要はなく、敵の進軍を押し留めてもらえればそれでいい。そして俺が合図をしたらすぐにしゃがんでほしい。やれるか？」

「ああ、そんくらいなら任せてくれ。壁役ってのはあんまりあたし向きの仕事じゃないけど、オークぐらい相手ならどうってことないし。それにこの狭い通路なら、オークどもの図体じゃ、二体同時に攻めて来ようとしたらぎゅうぎゅう詰めになるしな。一対一なら楽勝だろ」

「よし、頼む。俺はサツキのすぐ後ろに着く」

「オーライ」

　サツキの合意が得られたところで、俺はサツキに通路の先に立ってもらい、自分は彼女の後方すぐ後ろで杖つえを構えた。

　すると後姿のサツキが顔だけを俺のほうへと向けて来て、妙なことを口走る。

「けど、ウィルが後ろに立ってると思うとゾクゾクするな」

「……何故だ。別に何もせんぞ」

「そりゃそうだろうけどさ、妄想はしちゃうよな。──あ、言っとくけどあたし、いま何かされたら正気でいられる自信ないからな」

「何だか分からんが、そうか」

　……サツキは大丈夫だろうか。

　彼女が言う「何か」とは何なのか、俺が時と場合を考えない非常識な人間であることを前提にしなければ成立しない何かなのではなかろうか。

　サツキの腕は信頼しているのだが、この娘の言動はどうにもときどき不安になるものがあるな。

　ともあれ俺は、気を取り直して次の行動に移る。

　呪文詠唱をして透視シースルーを行使する。念のため敵の姿と行動は目視で確認しておきたい。

　そして魔法を発動させると、視界から壁──洞窟の入り口方向にある壁を取り払った。

　するとその先に、ターゲットが見えた。

　見張りのエルフの話の通り、洞窟に攻め入ろうとするオークの数は十三体であった。

　その豚面の巨体の集団は、いまは洞窟の入り口付近にいる。

　見たところ、通常種が九体、チーフ級が二体、メイジ級が一体、ジェネラル級が一体という構成のようだ。

　当然ながら最上位であるジェネラル級が指揮官を務めているようで、洞窟の入り口で指揮下のオークたちに何やら指示を出している様子だった。

　やがてジェネラル級が指示を終える。

　そしてオークたちは、周囲を警戒しながらゆっくりと洞窟の中に侵入してきた。

　通常種のオークが先行し、その後ろにチーフ級とメイジ級、最後尾にジェネラル級がついて洞窟探索を開始した模様だ。

「──来るぞ、サツキ」

「うし、任せろ」

　俺の警告に応じて、サツキが腰から刀カタナを抜いて構える。

　俺も呪文の詠唱を開始、オークたちが洞窟を進んでくるのを待ち──

　──やがて先頭のオークが、俺の通常視界の先、二十メートルほど前方の横合いから姿を現した。
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　行く手の先の横合いから、一体のオークがのしのしと姿を現す。

　その緑色の肥満体は、俺たちを見つけるとその豚ぶた面づらをにやりと歪ゆがませた。

　そして後続に向かって何やら声掛けをしたかと思うと、揚々とした様子で俺たちのほうへどしどしと駆け寄ってきた。

「ちっ……こっちを獲物としか見てねぇってか。舐なめやがって」

　駆け寄ってくるオークを迎え撃つべく、サツキが改めて構えを整える。

　その背筋の伸びた美しい着物姿は、相も変わらず一個の生きた芸術のようだ。

　一方、最初のオークの後ろからは、一体、また一体とオークがぞろぞろと姿を現していた。

　真っすぐに続く狭いトンネルに、向こう側の奥からオークの巨体が次々あふれだしてくるような印象だ。

　まさにおあつらえ向きの構図。

　だがあの呪文が最大限の効果をあげるには、敵をもっと引き付ける必要がある。

　俺は発動を遅延させていた呪文の最後の一節を唱え、その呪文を完成させた。

「──魔法の矢マジツクアロー！」

　俺が唱えたのは最初級の攻撃呪文だ。

　まずはこちらに遠隔攻撃手段があることを認識させ、攻め手を焦らせる考えだ。

　俺はサツキの肩越しに、魔力で形成された「矢」の投射をイメージする。

　対象は、巨体を揺らしてこちらに駆け寄ってきている最初のオーク。

　俺の魔力ならば、三本の矢を同時に生み出し射出することが可能だ。

　そのすべてを一体のオークへと向ければ、その一射で撃破することは十分にありうる範囲──

「──何？」

　そのとき、俺の予想外のことが起こった。

　もっともそれは、まずい類のアクシデントではなく、喜ぶべき種類のものだった。

　俺が生み出した「矢」の数が、「三本」ではなく「四本」だったのだ。

　──俺の魔力が、一つの閾いき値ちを超えたということか。

　魔素容量マナキヤパシテイの向上は日々観測していたから、こういうこともありうるだろうとは思っていた。

　だが実際に起これば、嬉うれしくないわけがない。

　自身の成長が新たな軌道に乗っていると感じる。思わず口元がほころんでしまう。

　だがそれはそれだ。

　何よりもいまは、作戦を予定通りに進めることが肝心だ。

「──行け！」

　俺は眼前の空間に生み出された四本の魔力の矢を、目標のオークに向かって一斉に発射した。

　それらの「矢」は、弩クロスボウから放たれた太矢クオレルのごとき速度で目標のオークへと突き刺さり、四弾それぞれ命中した部位を爆散させる。

　その衝撃で、突進してきていたオークの巨体が後方に弾き飛ばされ、そのまま地面に沈んで動かなくなった。

　一瞬で死体となった仲間の姿を見て、後続のオークたちが動揺の仕草を見せる。

「ひゅう。さすがウィル、相変わらずすっげぇ魔法の威力だな」

「ほんの挨あい拶さつ程度だ。ここからが本番だぞ」

「わーってるって。あたしまだ何にもやってねぇしな」

　俺は次の呪文の詠唱を開始する。

　後続のオークたちは慌てて後退しようとしたようだったが、退こうにも後ろが詰まっていて、にわかには逃げられない様子だった。

　俺はそこに、次弾の魔法の矢マジツクアローを撃ち込み、二体目のオークを撃破。

　さらに次なる呪文の詠唱を開始する。

　するとそこで──

「──グォォォオオオオオオッ！」

　オークたちの後方から怒ど号ごうのような声が鳴り響いた。

　ビリビリと震えるようなくぐもった大声が、洞窟の通路全体に響き渡る。

「──な、何だ!?　バカでっけぇ声出しやがって！」

　サツキが対抗するように叫ぶが、それも掻かき消けされるような大声だ。

　おそらくはオークジェネラルの怒りの声だろう。逃げ出そうとした配下のオークたちに向けたものかもしれない。

　そして実際にそれが、オークたちの反撃の狼煙のろしとなった。

　怯ひるんで撤てつ退たいしようとしていたオークたちが、一転して踵きびすを返し、死に物狂いの様子で一斉に俺たちに向かって襲い掛かってきたのだ。

「はっ、ようやく来やがったか」

　サツキが静かに迎撃の構えを見せる。

　ドスドスと駆け寄ってきた先頭のオークが、サツキのすぐ前までたどり着き、その手に持った棍こん棒ぼうを振り上げた。

　だがオークが振り上げた棍棒は、洞窟のトンネルの低い天井に強くぶつかった。

　オークはその衝撃で、棍棒を取り落としてしまう。

「間抜け！」

　サツキは正眼に構えていた刀カタナを、気合の声とともに突いた。

　刀カタナがオークの首を貫き、後ろまで抜ける。

　サツキが刀カタナを引き抜くと、そのオークの首から血が勢いよく噴き出した。

　だが──

「──っとぉ!?」

　そのオークは、首の前後から血を噴出しながらも、なおも倒れずにサツキに襲い掛かった。

　その両手でがむしゃらにサツキを捕まえようとし、サツキがそれを辛くもかわす。

「このっ──とっとと終われ！」

　サツキは命気オーラを乗せた前まえ蹴げりを、前のめりになったオークの胸を目掛けて放つ。

　オークの巨体がそれで軽く後ろへ吹き飛び、後方に迫っていた次のオークにぶつかった。

　首を貫かれたオークは、その頃にようやく血が足りなくなってきたのか、白目を剝むいてずるりと崩れ落ちた。

　だがその後ろのオークが、仲間の骸むくろを横に押しのけ前に進み出てくる。

　そして先のオークの失態で学んだのか、はなから棍棒を捨てて素手でサツキにつかみかかってきた。

「──うぉっ、くそっ……！　こう逃げ場がねぇと、思ったよりキツイ……！」

　迫りくるオークの手をかわしつつ、隙すきを見てサツキが刀カタナを振るう。その一刀で、オークの右の二の腕から先が切断されて飛んだ。

　だがそのオークは、苦く悶もんの叫び声を上げながらも、なおも左手一本でサツキにつかみかかろうとする。

　いや、手というよりも体全体を使ってサツキを押しつぶそうとする勢いで、さしものサツキも対応に苦労をしているようだった。

「ちっ、死に物狂いってやつはタチ悪りぃなおい！」

　一方、そうやってサツキが奮闘する向こう側では、後続のオークが前に出る隙を窺うかがうようにして行列を作っていた。

　その最後尾には、満を持して目視できる場所に姿を現したオークジェネラルがいた。

　俺はそれを見て、機は熟したと判断。

　呪文詠唱を最後の一節を残して保留状態にし、サツキに号令を送る。

「サツキ、伏せろ！」

「よっし、待ってた！」

　俺の合図で、サツキがその場に身を沈めた。

　それを確認するや否や、俺は詠唱していた呪文の最後の一節を完成させる。

「──雷撃ライトニングボルト！」

　俺が掲げた杖の先から、轟ごう音おんを上げて一条の稲いな妻ずまが発射された。

　一瞬の閃せん光こうがパッと周囲の壁を照らし、まばゆさが視界を黄金色に染め上げる。

　──雷撃ライトニングボルト。

　この呪文が生み出す稲妻は直線状に貫通し、その射線上にいる者すべてを焼き溶かす。

　中級の呪文だが、状況さえ合えば火球フアイアボールの呪文をも上回るほどの威力を発揮することもある。

　そしていま、この「真っすぐに伸びたトンネル」には、六体の通常種のオークと三体の上位種のオーク、それに指揮官であるオークジェネラルに至るまで、この場に残存するオーク戦力のすべてが行列を作って並んでいた。

　俺が放った稲妻はそのすべてのオークを一斉に貫き、それぞれの肉体を、貫通した部分を中心として焼き溶かしていた。

　それによって致命傷を負ったオークたちは、一体、また一体と倒れていく。

「すっげぇ……。やっぱウィルの魔法はすっげぇ……！」

　身を伏せた状態だったサツキが、ゆっくりと立ち上がりながらそう感想を述べる。

　だが──

「──グァルァアアアアアアアッ！」

　最後尾にいたオークジェネラルが雄お叫たけびを上げた。

　それに呼応するようにして、からくも生き延びたという様子の数体のオークたちも、同様に雄叫びをあげる。

　それはそうだろう。

　いくら何でも、生命力自慢のオークの群れ──それも上位種も混ざった集団が、一発の呪文で全滅はあり得ない。

　稲妻の当たり所次第では、通常種のオークでも生き残りは当然ありうる。

　俺は倒れずに残ったオークの数を、静かにカウントする。

　通常種のオークが一体、チーフ級が一体、メイジ級が一体、それにジェネラルを加えた合計四体。

　つまり俺が放った雷撃ライトニングボルトの呪文は、十体のオークのうちの六体までをその一撃で沈め、残りのオーク戦力にも重傷を負わせるという結果を引き起こしたことになる。

　一発の呪文による戦果としては、十分に満足していい結果と言えるだろう。

「残りは四体──攻めるぞ、サツキ」

「オッケー、それなら任せろ！」

　小柄なサツキが、トンネルの地面に倒れたオークの死体を身軽に飛び越えながら駆けていき、先頭の通常種のオークと接敵。

　俺はその後ろから、魔法による援護を行う。

　ほどなくしてサツキは、通常種、チーフ級、そしてメイジ級のオークをそれぞれ一刀のもとに斬きり伏せていく。

　元より個の戦力としてはサツキのほうが敵よりも格段に上であり、さらには敵がいずれもすでに重傷を負っているのだから、ほとんど蹴散らしたというのに近い様子だった。

　そして──

「──グルァアアアアアッ！」

　部下を全滅させられて怒り狂ったオークジェネラルが、武器を捨ててサツキに襲い掛かる。

　ジェネラルはその大きな両手で、少女の体につかみかかろうとした。

「うぉっ、速ぇっ……！」

　ジェネラル級ともなると、オークとは言え動きは十分に俊敏だ。

　小回りの利くサツキの動きを拘束しようと、その剛腕を振り回す。

「けど、対応できない、動きじゃ……！」

　だがサツキの動きはそれを超えて鋭く、オークジェネラルの攻撃は次々と空を切る。

　オークジェネラルが雷撃ライトニングボルトによってすでに重傷を負っているせいで、その動きにやや精彩を欠くというのも大きいようだ。

　そして──

「──はっ！」

　敵の隙を突いて放たれた、サツキの刀カタナによる突き。

　それがついに、オークジェネラルの左の眼球を捉とらえた。

　刀カタナはそのまま脳を貫き、後頭部へと抜ける。

　どう見ても即死だ。

　サツキが刀カタナを引き抜くと、オークジェネラルはずるりと崩れ落ちた。

　……よし。これですべてのオークが撃破された。

　俺はサツキにねぎらいの言葉をかけようと、彼女のもとに向かう。

　しかし──

「はぁっ、はぁっ……オークの上位種ってのは、こんなに速ぇのかよ……。クソッ、こんなのに苦戦しているようじゃ、いつまでたっても姫さんに追いつけやしねぇ……！」

　サツキはいまの結果に満足していないようで、その言葉には焦りのようなものが見受けられた。

　俺はそれを、あまり好ましい傾向ではないように思った。

　なので、俺は肩で息をするサツキのすぐ後ろまで歩いていって、その綺き麗れいな黒髪の上に自分の手を置いて、くしゃくしゃとなでてみせた。

「わふっ！　な、何だよウィル……！」

　サツキは怯おびえた仔こ犬いぬのような目で俺を見上げてくる。

「サツキ」

「だから、何だよ」

「キミがいてくれて助かった。ありがとう」

「……っ！」

　サツキが瞳ひとみに涙をためた。

　俺は再び、彼女の頭をなでる。

　サツキはそれを受け入れるように、気持ちよさそうにされるがままにしていた。

　俺はサツキに、自分の考えを伝える。

「サツキ、上を目指すのは好ましいことだと思う。だが焦らないでほしい。サツキが戦場で焦って命を落とすようなことになるのは、俺は嫌だ。俺はキミを失いたくない」

「……っ！　……あのさぁ、ウィル」

　だが俺の言葉を聞いたサツキは、表情をころころと変えた後、瞳に涙をためたまま今度はむすっとした表情で俺を見上げてきた。

　そして俺が、「何だ」と聞くと、

「バーカ！　……でも、ありがと」

　そう言って、俺が彼女の頭に乗せた手を除けてから、腕を組んでぷいっとそっぽを向いてしまった。

　困った俺は、サツキに退けられたその手で自分の頭をかくばかりだった。
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　俺はサツキを連れ、エルフの戦士たちが集まっている広間へと戻った。

　そこでは臨戦態勢を整えた戦士たちが、戻ってきた俺とサツキを見て驚きの表情を浮かべていた。

　俺は雇い主であるフィノーラに、端的に結果報告をする。

「片付いたぞ」

「いやー、楽勝だったな。やっぱウィルの魔法は最強だ」

　俺の簡単な報告に、サツキが主観的な感想を付け加える。

　だがそれは、俺の感覚的には妥当とは言いい難がたい内容だった。

「待てサツキ、不正確な情報を伝えるな。どこが楽勝だ」

「ん？　だってあたしがあんなに不ふ甲が斐いなくても無傷で勝ててんじゃん。楽勝だし、全部ウィルの力だろ？」

「キミは人の言ったことを聞いていないのか。サツキがいて助かったと言っただろう。俺一人でどうこうできる相手ではない。それにたまたま最大限に事がうまく運んだだけだ。あれを楽勝などと言っていると足元をすくわれるぞ」

「あぁんもうウィルうっさい！　あたしのウィルは最強なのー！　いいじゃんそれで～」

「……キミは子供か。まったく……遊びじゃないんだぞ、分かっているのか」

「えへへ～」

　サツキはにへっと締まりのない笑顔を見せてくる。

　俺はそれで、どうにも毒気が抜かれてしまった。

　最近思ったのだが、サツキの本質は「甘えん坊」なのかもしれない。

　ストイックな部分はひどくストイックなのだが、そうでない部分に関してはべたべたに甘えてくる。

　さて、それはともかく。

　戻ってくるなり言い争いを始めた俺たちを見て、エルフ戦士たちは唖あ然ぜんとしている様子だった。

　ちなみにミィとシリルは嘆たん息そくしている。

　エルフ戦士たちの筆頭であるフィノーラが、恐る恐るといった様子で俺に聞いてくる。

「ウィリアム、『片付いた』とはどういうことだ？　オークどもはどうなった、撤退したのか？」

「いや、十三体すべて撃破した。ひとまず後続の心配はないと思われる」

「は……？　──な、なんだと!?　十三体すべてを、キミたち二人だけで倒したというのか？　敵に上位種はいなかったのか？」

「いや、一体のジェネラル級を指揮官として、加えてチーフ級が二体、メイジ級が一体いた。分隊レベルの戦力としては標準的な構成だろうな」

「そんなバカな……」

　呆気にとられたという様子のフィノーラは、はたと気付いたように、俺とサツキの横を通り過ぎて現場確認に向かった。

　ほかのエルフの戦士たちも、フィノーラに続いて現場を見にいく。

　彼女たちはいま、そのトンネルの床に連なるように倒れた合計十三体のオークの姿を目の当たりにしているだろう。

　その一方で、俺とサツキのもとにはシリルとミィが寄ってくる。

「お疲れ様。相変わらず派手にやるわね」

「それはそうとサツキはウィリアムとじゃれすぎです。そこをミィと代わるといいです」

　シリルはねぎらいの言葉だったが、ミィが発したのはサツキに対するよく分からない苦言だった。

　そしてそのミィの発言を皮切りに、サツキとミィが謎なぞのいがみ合いを始めてしまう。

「へへーん、嫌だよーだ。ウィルはあたしに『キミにそばにいてほしい』って言ってくれたもん」

「いや、そういった発言をした記憶はないのだが……」

「ほら！　言ってないって言ってるです。分かったらそこをミィに譲るです」

「はぁ？　だからって何でミィに譲らなきゃいけないんだよ。べろべろばー」

「こ、のっ……！　──ウィリアムはサツキを甘やかしすぎです！　もっとミィも甘やかしてくれないと不公平です！」

「ちょっとちょっと！　そっちじゃないでしょうが。ミィまでウィリアムを困らせてどうするのよ」

「うぅー……ミィは大人じゃなきゃいけないのに、サツキは子供でいいってずるいです。ミィも子供扱いがいいです」

「ミィあなた、本性を見せたら無茶苦茶なこと言うようになったわね……」

「っていうか待って。そもそもあたし子供じゃねーし」

「「は、どこが？」」

「えっ」

　シリルが終始ツッコミ役に回ってくれているので助かっているが、全体として会話が混こん沌とんとしている上に、ミィの発言がどうにもおかしい。

　ミィらしくない、というのはおそらく違って、これも彼女の一面なのだろうが……。

　俺たちがそんなコメディを演じていると、検分を終えたフィノーラが広間に戻ってきた。

　彼女はいまだ困惑を隠しきれないといった様子で俺に話しかけてくる。

「正直に言って驚いた。まさかキミたちがあれほどの力を持っているとは……。しかしオークの分隊規模を掃討できるほどの力を持っているなら、拠点をここから動かす必要もないのではないか？」

　フィノーラが率直な疑問をぶつけてきた。

　この彼女の言い分もある程度妥当な物言いであるし、必ずしも間違った見方ではないと思う。

　だが俺は改めて、自身の見解を雇い主に向かって述べる。

「確かにあの地形はオークの群れを迎撃する環境としてかなり望ましい。その点だけを見るならば、この洞窟を防衛拠点とするのは悪くはない選択であるようにも思う。──だが一度うまく事が運んだからといって、次も必ず同じようにうまくいくと考えるのは危険だ。先にも言った通りここは袋小路で逃げ場がない。一つ歯車がズレたら破滅的な事態になる。その状態を維持することは極めて大きなリスクであると俺は考える」

「お母さん、私もウィリアムに賛成よ。一度うまくいったからといって調子に乗れば……その先に待っているのは破滅だもの」

　近くにいたレファニアが、俺の見解に賛同の意を示す。

　彼女はいま、自分が以前のオーク退治で犯した失態を思い浮かべているのだろう。

「それにいまの迎撃の流れで、俺は魔マ素ナの三分の一を失っている。より大規模の軍団に攻められ、戦力を小出しにされれば、俺の魔マ素ナは早々に枯こ渇かつする。俺の魔法による迎撃力を過信するべきではない」

「そうか……」

「あ、そうそう、それだよウィル」

　と、そこにサツキが横から口をはさんできた。

「何でオークのやつら、百体以上いるはずなのに一気に攻めてこないんだ？　まとめて攻めてきたほうが向こうにとっちゃ有利じゃん。やっぱオークだからバカなの？」

　それはサツキらしい、率直な疑問だった。

　しかしそこに理があるわけではない。

　俺はサツキに説明する。

「サツキ、羊飼いの兄弟が飼っていた羊を逃がしてしまったとする。逃げた羊は十匹。羊飼いの兄弟は三人。彼らは逃げた羊を探すために、三人でまとまって動くか？」

「あー……そりゃあ手分けして探すか。ってことは、あたしらは連中から、羊だと思われてるってこと？」

「ああ。そもそも連中の勘定に含まれているのはエルフたちだけで、俺たちの存在は想定外のはずだ。──もっとも、分隊規模の戦力が帰還しないとなれば、自分たちが追いかけているものが獰どう猛もうな狼おおかみの群れである可能性を疑うだろうがな。俺が敵の指揮官なら、次は最低でも小隊規模で部隊を編成するか、さもなくば敵を発見し次第、撤退及び本部への連絡をするよう徹底させるだろう」

「はあ……。えっと、その小隊規模？　ってのはどのぐらいなんだ？」

「三個程度の分隊がまとまって一個小隊になるというのが一つの目安だ。今回のケースなら、一個小隊は三十体から五十体程度と見込んでおくべきだろう」

「げっ、マジか……」

「さらに言えば、小隊規模の軍を指揮するのはジェネラル級よりもさらに格上──ロード級のオークになると考えておいたほうがいい。場合によっては、移動拠点扱いでエンペラーそのものが一個の部隊を指揮することもありうるだろう」

「…………」

　誰かがごくりと唾つばをのんだ。

　それはサツキへの説明だったが、周囲のエルフ戦士たちも聞き入っていたようだ。

　フィノーラも、俺の話を聞いて何かを考えているようだった。

　彼女ならば俺がいま言った理屈と展開ぐらいは考えていたかもしれないが、他人の言葉で聞くことで改めて見方が固まるというのもよくあることだ。

　ちなみに俺自身も、オークの一個分隊ぐらいなら個人レベルでどうにかできる目め途ども立つが、小隊規模とぶつかるのにはさすがに無理を感じる。

　正面衝突をすれば、この場にいるエルフ戦士たち全員と協力して総力戦を挑んでも、全滅を覚悟しなければならない戦いになるだろう。

「……なるほど、状況は整理できた。確かにこの場からは離れたほうが良さそうだ。予定通り、拠点移動の手筈を進めることにしよう」

　俺の発言からしばらく。やがてフィノーラがそう宣言し、改めてエルフたちは拠点移動の準備を始めたのだった。
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　エルフたちの準備が整い次第、拠点の移動を開始した。

　と言っても、ほぼ全員が着のみ着のままなので、準備といっても移動の必要性と実行タイミングを周知するぐらいのことではあったのだが。

　ただ百人近い人数の移動となると、それなりに厄介なものだ。

　闇やみ夜よの森の中、光ライトの明かりを持ったフィノーラやリーダー格のエルフたちがどうにか統率して誘導しているが、この場をオークたちに発見されて襲撃されれば大変なことになるだろう。

　そう思った俺は、一つ行動を起こすことにした。

「フィノーラ、俺は少し抜ける」

「ん……？　ああ、構わないが、どこへ行くつもりだ？」

「少し空を散歩してくる」

「は……？」

　俺はフィノーラに自身の行動予定を伝えると、近くの木の陰に隠れ、着ているものを脱いでから二つの呪文を唱えた。

　一つは暗視ナイトヴイジヨン。これは暗闇の中でも、明るい日中と同じようにものを見ることができるようになる呪文だ。

　そしてもう一つは変身メタモルフオーゼ。術者自身が任意の動物に変身することのできる呪文で、変身後はその動物の能力で活動できるようになる。変身できる動物の種類に制限はあるが、よほど巨大なものや魔獣といった類のものでなければたいてい大丈夫だ。

　俺は暗視ナイトヴイジヨンの呪文で暗視能力を得た後、変身メタモルフオーゼの呪文で大おお鷲わしへと姿を変えた。

　そして翼をはためかせて飛び上がり、やがて大空に舞った。

（こうして空を飛ぶのも久々か……）

　森の木々を俯ふ瞰かんできる高さまで舞い上がると、風に乗って夜の空を悠然と飛び回る。

　上空を見上げれば星々が煌きらめいており、それを見ると、下界での出来事など小さいことのように思えてしまう。

　だがいまは、そんな感傷に身を任せるために空を飛んだわけではない。

（周囲にオークがいないかどうかだ）

　大鷲となった俺は、暗視ナイトヴイジヨンによる暗視能力を活用しながら、大空を飛び回りつつ近隣を偵察して回った。

　空中を遊泳し、旋回し、滑かつ空くうし、あちこちを飛び回る。

　その結果、移動するエルフの集団の近くには、オークの群れらしきものは発見できなかった。一安心といったところか。

（あとは……あれか）

　一通り周囲の偵察を終えた俺は、夜空をゆっくりと滑空しながら、一つの方角を見据える。

　周囲の風景はかなり遠くまで森林が広がっているのだが、その森林地帯のある一ヶ所に灯りが集まっている場所があった。

　それはフィノーラから聞いていた、彼女たちの集落が存在するはずの一帯だ。

　そこまでの距離は、徒歩ならおそらく一時間ほど。いまの姿なら、全速で飛べば数分もかからずにたどり着けるだろうといった具合だ。

　そして、そこに灯りがあるということは、いま現在そこに何者かがいると考えるのが自然だろう。

　オークか、エルフか──

（見てくるべきだろうな）

　俺は意を決して、偵察の足を延ばすことを決めた。

　二度ほど軽く羽ばたいて翼を傾け、目的地となる方角へと向かう。

　夜空の下を、びゅうびゅうと吹きすさぶ風を切り裂きながら飛ぶ。

　ぐんぐんと目的地が近付いてくる中、行く手の先の夜空に暗雲が立ち込めていることに気付いた。

（あの雨雲、こちらに向かっているか……しばらくすると雨になるな）

　偵察中に降られることはあるまいが、そのあとが少々問題だ。

　とは言え、それもいま考えるべきことではないだろう。余計なことを考えていて敵地で下手を踏むような間抜けになるべきではない。

　そんな思考をしながら百を数えるほどの時間を目的地に向かってまっすぐに飛び続けた頃、俺はついに、その集落の上空にたどり着いた。

　そこはレファニアたちが住んでいたエルフ集落を、そのまま数倍の規模に拡大したような、ツリーハウス集合型の大集落だった。

　いまはその地面のところどころで篝かがり火びが焚たかれている。

　そしてそこには、吐き気のするほど胸糞の悪くなる光景が、これでもかというほどに広がっていた。

　集落の地面のあちこちに、無惨に殺されたエルフの死体が転がっていた。

　それらの死体は、エルフの中でも男が多いように見える。

　その一方で、あちこちにある篝火の周囲では、見るも禍まが々まがしい饗きよう宴えんが催されていた。

　多数のオークが品の悪い豚声を発しながら、その行為に夢中になっている。

　贄にえとなっているのはエルフの女たちだった。

　それを見た俺は、自らの内側から強い怒りの感情が湧わき出してくるのを感じていた。

　だが──

（……駄目だ。落ち着け。いま俺一人が降りていって何ができる）

　いますぐ地上に降りていって変身メタモルフオーゼを解き、火球フアイアボールの呪文でオークどもを焼き尽くしてやりたい衝動に駆られる。

　だが駄目だ。それでは足りない。

　戦術的可能性を検討しても、俺一人で奴らを全滅に追い込む算段はまったく立たないし、ロード級やエンペラー級の動き方次第では、俺が撤退する間もなく肉塊に変えられる可能性だって低くはない。

　サツキたちに向け、この案件に踏み込み過ぎるべきではないと言ったのは、誰あろう俺自身だ。

　しかしこうして事態を目の当たりにすると、意志が揺らぐ。

　理性が鳴りを潜め、正義感と直情に己が支配されそうになる。

　そんなものは理性的な人間のあるべき姿でないと訴える俺が、小さくなって隅っこに追いやられる。

　支配するのは、暴力的なまでの感情。

　だが幸いだったのは、俺の中の直観が、正常に機能してくれていたことだ。

　……無理だ。

　俺一人では無理だ。

　こいつら全員を俺一人の力で皆殺しにすることなど不可能で、最終的に殺されるのは俺のほうだ。

　その直観的認識が歯止めとなって、俺の直情的行動を押し留めた。

（しかしせめて、敵の総大将の姿ぐらいは拝ませてもらう）

　俺は上空で大きく旋回をしながら下界を見下ろし、目標となる対象を探す。

　上空から木々の隙間を縫ぬって見える場所は限られていて、集落内の全貌を見渡すことはできない。

　だが──

（──あれか）

　集落内で焚かれた篝火の中に、ひときわ大きなものを見つけた。

　そこには多数のオークと捕虜のエルフがいて、その輪の中心に一体、とりわけ尊大な存在が鎮座していた。

　そして、一般のオークよりも二回りは大きいその存在に向け、周囲のオークたちが跪ひざまずき、己が手にしたエルフの女を献上する仕草を見せていた。

　降下して近付いて見てみようかとも思ったが──

　そのとき、中心にいる尊大なオークが上を向いた。

　まるで上空にいる俺を見ているかのようで、さらには周囲のオークたちに、こちらを指さして何事かを伝えているようだった。

　──あれは勘が鋭いなんてレベルじゃない。

　この時間に鷲が渡りでもなく上空を旋回していることに違和感を覚えたのかもしれないし、普通に動物としての鷲を多少の脅威として警戒しただけかもしれないが、俺の中の警戒心が、あまり近付くべきではないと警けい鐘しようを鳴らしていた。

（……いまだけだ、いまだけその立場に浸っていろ。──貴様は必ず叩き潰す）

　そう決意した俺は、感情的に深入りしている己を自覚して心の中で苦笑をしつつ、何はともあれとその場から飛び去ったのだった。
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　俺が仲間たちの元に戻ろうと飛び始めてから、すぐのことだった。

（ん……？　あれは……）

　眼下の森の中に、ちらと人影が見えた。

　オークではない。

　その人物は、俺がいま見てきたエルフ集落からわずかに離れた場所で、木の陰に隠れて集落の様子を覗き見ていた。

　最初は逃げ延びたエルフだろうかと思ったが、その人物は遠目にも、どこか見たことのあるシルエットのように思えた。

　そう、あれはまるで──

（──アイリーン？　だが、彼女がこんな場所にいるわけが）

　このグレイスロード王国の王女にして騎士であるアイリーンは、俺の幼おさな馴な染じみでもあり、そうそう見み紛まがうことはないと思う。

　だが彼女は王都グレイスバーグにて、王女として、あるいは騎士としての活動をしているはずだ。

　それがこのような場所にいる道理がないのだが……。

（……いずれにせよ、近付いて働きかける必要があるか）

　俺はそう考え、その人影のもとまで降りていくことにした。

　それがエルフの生き残りであれ何であれ、あそこにいてはまずい。回収してフィノーラたちと合流させるべきだろう。

　だがそう思って近付いてみると──

（やはりアイリーンだ。なぜこのような場所に……？）

　そのショートカットの銀髪と、男装ながらわずかに少女らしい愛らしさのあるシルエットは、間違いなく俺の幼馴染みのそれだった。

　俺はいよいよ彼女の近くまで降りていく。

「──っ!?　って、鷲……？」

　アイリーンがこちらに気付き、腰の剣に手をかける。

　誤って斬られてはかなわないので、俺は彼女から多少距離を取って、地面に着地した。

　それから変身メタモルフオーゼを解いて、彼女の前に姿を現した。

「アイリーン、なぜキミがここにいる」

「へっ……？」

　アイリーンが俺のほうを見て、腰の剣に手をかけたまま呆ぼう然ぜんとした顔をする。

　それから俺を指さして、口をぱくぱくとさせた。

「なっ……あっ……う、ウィル……？　なんで……？」

　アイリーンの視線が俺の顔から、すすすっと下に動く。

　そして彼女は、ボンッと湯気を噴くようにして顔を真っ赤に染めた。

　……ん？　どうも様子がおかしい。

　だがそのような瑣さ事じを気にしている場合でもない。

　俺はアイリーンに近付き、彼女の手を取ってこの場から離れるよう誘導する。

「ふぇっ……!?　う、ウィル、何で手を摑つかむの？　この暗がりの中、僕をどこに連れていく気なの？」

「アイリーン、なぜキミがここにいるのかなど疑問は尽きないが、ひとまずこの場を離れるぞ。あの集落の近くにいるのは危険だ」

「ちょっ、ちょちょっ、ちょっと待ってウィル！　え、待ってちょっと、僕もう何が何だか……え、なんで？　なんで？」

「細かい話はあとだ。ついてこい」

「あうぅっ。わ、分かったけど……えええぇぇっ……」

　大人しくついてくるアイリーンだったが、やはりどこか様子がおかしい。

　何やらもじもじしている様子で、たまにちらっと俺の下半身のほうに視線を投げては、また顔を赤くしてぐいっと顔の向きを逸らしたりしている。謎の動作だ。

　俺は彼女の視線が気になって、自身の下半身に目を向けてみた。

　そして、そこでようやくアイリーンの様子がおかしい原因に気付いた。

　変身メタモルフオーゼを解いた俺は、まったくの全裸だったのだ。

　鷲の姿で、服を着ない状態でずっと全身を外気にさらしていたものだから、違和感に気付けなかった。

「すまん、アイリーン。自分の格好について失念していた。変身メタモルフオーゼの呪文を使った都合上こうなっているのだが、いくら気安いとはいえキミも女子だったな。見苦しいものを見せてすまなかった。だがいまは手元に服がないので勘弁してくれ」

「いやその見苦しいっていうことはないっていうか、むしろ貴重なものを拝見させていただいてしまったというか……いやいやいやそうじゃなくて……えっとえっと……う、うん、分かった。勘弁する……」

　俺に手を引かれるアイリーンは、普段の彼女の快活さあふれる姿とは異なり、きゅうっと大人しくなってしまっていた。

　だが彼女は、次には思い出したかのようにぶんぶんと頭を振り、真ま面じ目めな顔になって俺に聞いてくる。

「それより、どうしてウィルがここに？」

「それはこちらの台詞せりふだ。なぜアイリーンがこのような場所にいる」

「僕はオーク退治の任務で近くの村まで来てみたら、討伐を頼まれた洞窟にはオークがいなくて。で、それとは別で近くのエルフ集落にオークの大軍勢が向かっていったのを見たって話を聞いて、それでここまで偵察しに来たんだけど……」

「なるほどな。俺たちはオーク退治のクエストを受けた流れで、別の集落のエルフたちと知り合ってな。いまはエルフに雇われて、その流れでここにいる」

「えっと、『俺たち』っていうことは、サツキちゃんたちもいるの？」

「ああ。この場にはいないが、近くにエルフたちの集団とともにいる」

「そっか。ちなみに僕も、近くの村に騎士見習いたちを待機させてる。……話に聞いただけでも、あの規模のオークの群れの近くには、ちょっと見習いたちを連れて見にいく気にはなれなかったから。戦うにしても逃げるにしても、僕一人のほうが身軽だし」

　そう言ったところで、アイリーンは黙りこくる。

　後をついてくる彼女の様子を見てみると、その顔は悔しそうに思いつめたような表情を浮かべていた。

　それから彼女はうつむきながら、ぽつりとつぶやく。

「……あのオークたちは、許せない。……でも、僕一人じゃあの数は相手にできない。だけど見習いたちは命を落とさせない前提だったら足手まといでしかないし、そうでなくても彼我の戦力差を覆せるほどの戦力には到底ならない……」

　そう言ってアイリーンは、彼女を連れて歩いていた俺の手を引いて引き止めた。

　そして彼女は、強い意志を宿した瞳で俺を見上げてくる。

「ねぇウィル、お願いがあるんだ。僕はオークどもを倒して、あのエルフたちを救出したい。でも僕一人じゃ足りない。──だからウィル、キミに手伝ってほしいんだ」

　そこまで言ってから彼女はまた気まずそうに視線を伏せる。

「でもこれは僕の勝手な想いで、国からの依頼じゃない。報酬は僕がキミに個人的にあげられるものしか用意できない。──だけどお願いだ！　僕は彼女たちを、いまからでも、あの地獄から救いたいんだ！」

　それはアイリーンの、真しん摯しな想いだった。

　俺はそれを聞いて──しかし、彼女の願いを聞き入れようという気にはなれなかった。

　俺は幼馴染みの少女に向かい、自身の考えを伝える。

「アイリーン、キミのその願いは聞けない。──敵は強大だ。キミの想いは純粋で美しいと思うが、強い想いは状況判断を捻じ曲げる。キミのその想いに乗せて、俺は自身の命を賭かけようとは思えない」

「えっ……？」

　アイリーンの瞳が、いまにも割れそうなガラスのような脆もろさを映し出した。

　彼女はおそらく、俺が彼女の願いを受け入れる前提で、その願いを口にしたのだろう。

　そしてアイリーンは、何かを取とり繕つくろうように、続く言葉をつらつらと紡ぎだす。

「あっ……そ、そうだよね……ごめん、なんか僕、勘違いしてたみたいで……。そうだよね……ウィルは冒険者で、気持ちで戦ってたら、命がいくつあっても足りないもんね。あはははっ、ごめんごめん。いまの聞かなかったことにして。僕が間違ってた。あははは……」

　アイリーンはなおも割れて砕ける直前といった儚はかなさを全身から放ち、視線を泳がせていた。

　……うむ、明らかに言い方を失敗したようだ。

　俺の真意が誤って伝わってしまった様子だ。

「アイリーン」

「え、えっと、その……ごめん、僕それ以上聞いたら、壊れそう。またにしてくれないかな」

　アイリーンがそう言って、俺の手を振り切り逃げ出そうとする。

　俺は構わずに、走り去ろうとする彼女の背中に語り掛ける。

「違うんだ、アイリーン。協力しよう」

「いやあああああっ……って、はい？」

　耳をふさぐ姿勢になったアイリーンが、俺のほうへと振り向いてきた。

「え……いま、何て？　だってさっき、僕の願いは聞けないって言ったよね？　命を賭けてまで、オーク退治には協力できないって」

「違う。キミの想いそのものには乗れないと言ったんだ。俺は俺の判断で、あのオークどもと敵対し、エルフたちを救い出す算段を立てる。キミはキミの想いで動いてくれ。俺はどこかで一線を引いて退くかもしれないが、それまではお互いに協力できるはずだ」

　アイリーンは、目をぱちくりとさせて、俺のほうを見ていた。

「あー……そう言えばキミ、そういう誤解されやすいこと言う人だったね。忘れてたよ」

「思い出してもらえたようで何よりだ。──では、共闘ということで構わないか？」

「──うん」

　アイリーンはそう答えて、心底嬉しそうに微笑ほほえんだ。
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　アイリーンとは合流方法を話して一いつ旦たん別れることにした。

　俺は再び変身メタモルフオーゼの呪文を唱えて大鷲へと姿を変えると、空を飛んでフィノーラたちエルフの集団のもとへと向かった。

　その道すがら、俺は翼をはためかせ、風に乗りながら考える。

　課題は「どうやってあのオークどもを撃滅するか」だ。

　まず前提として認識しておくべきなのは、彼ひ我がの戦力差だろう。

　そしてこの点に関しては、こちら──エルフ陣営のほうが圧倒的に不利だ。

　オークの総数は、実際に偵察で見てきた感触から言っても、おそらくは百体を少し超える程度だと思われる。

　そしてそのうちの二十体から三十体ほどは上位種であろう。

　対するエルフ陣営の戦力総数は、今のところは俺たちを含めても二十人にも満たない。

　現在フィノーラの仲間の戦士たちが周辺のエルフ集落まで応援要請に行っているが、それが最大限うまく機能しても、五十人から六十人ほどというのがエルフ戦士の総数となる。

　つまりエルフ陣営の戦力数は、最大でもオーク陣営の半分程度だ。

　また質の面でも、一般的なエルフ戦士の戦力は、通常種のオークと同格のＦランクと見るのが順当だろう。

　指揮官クラスの実力者もいるだろうが、これはオークにも上位種がいるので相殺されると考えると、単純にぶつかり合った場合にはほぼ純粋に数の勝負になると予想される。

　もっとも、当のエルフ戦士たちは自分たちの戦力についてもう少し希望的観測を持っている者も多いようで、不意を打たれさえしなければ、愚鈍なオークなどは魔法と敏捷性で攪かく乱らんすればどうとでもなると認識している者たちもいるようだった。

　まあ、実際にも用兵の仕方次第で敵軍を翻ほん弄ろうできる可能性はなきにしもあらずだが、それで大きなアドバンテージを取れずに乱戦になれば、そこからはオークによる虐殺劇が始まってしまうであろうことは想像に難かたくない。

　戦術的小回りが利くエルフに対して、直接衝突に強いのがオーク、総合力で見れば互角といった印象だ。

　だがいずれにせよ、二倍という戦力差は易くはない。

　今回のイレギュラーに当たる俺たち四人とアイリーンで、どれだけこの盤面を崩せるかが勝敗の鍵かぎになってくるだろう。

（ならば、指揮官クラスをどう潰すかが焦点になるな……）

　俺は自身の目標を、そこに設定する。

　知恵の回る指揮官クラスを潰すことで敵軍を愚者の群れにしてしまえば、エルフ側の戦術に対応できなくなり、オークの大軍も恐れるに足らない烏う合ごうの衆しゆうになるだろう。

　ゆえにそれを実現することこそが、戦力差を覆すための重要な鍵となる。

　そしてそのためのミッションは、少数精鋭の俺たちにこそ相応しいものだ。

（面白くなってきた、と捉えるのは不謹慎なのだろうが……）

　俺は口元が緩ゆるむのを抑えきれない自分を感じていた。鷲の姿でなければ、口の端がつり上がっていたであろうことは間違いない。

　究極的なことを言ってしまえば、オークとエルフの戦いなど、生物の生存競争でしかないのだ。

　ならば俺のこの感情も、一個の人間が本能的に感じる愉ゆ悦えつにすぎないとも言える。

（命の奪い合いというステージにおいては、大義も名分も、倫理も道徳も、すべてお飾りにすぎないのかもしれないな……）

　そんな益やく体たいもない哲学を頭の中でぐるぐると巡らせながら、俺は夜空を滑空する。

　その俺の視界には、星空の下の一面の森林風景と、その中にあるエルフたちの灯りが小さく映されていた。














「それじゃ、会議を始める」

　サツキはそう口火を切ると、ミィとシリルの前で特に意味もなく胸を張った。

　それはエルフたちの大移動が終わり、一息ついてのことだった。

　森の中の一角に腰を落ち着けたエルフたちは、いまはいくつかの焚たき火びを作ってその周囲に集まっている。

　サツキたちがいるのは、エルフたちの輪から少し離れた場所だ。

　少女たちは円陣を組むように向かい合い、互いを牽けん制せいし合っていた。

　ウィリアムの姿はない。

　彼は偵察に飛び立ったまま戻ってきておらず、また、それゆえの少女たちの集まりだった。

　サツキは先の発言に続き、二の句を継ぐ。

「で、えーっと、どうしてこうなったんだっけか」

　サツキが問うているのは、なぜこのような会議を持つ必要が生まれたのか。

　転じて、なぜ三人は対立することになってしまったのか、であった。

　つまりこの「会議」と称された話し合いは、少女たちのウィリアム争奪戦を穏当に進めるためのものであった。

　そしてそれは、ミィやシリルも承知しているところである。

「別にどうしてってこともないと思うです。ミィもシリルも、いつの間にかあの朴ぼく念ねん仁じんに心をつかまれていただけです。あの天然、相当タチが悪いです。……もっともシリルまでやられていたのは、ミィには想定外でしたけど」

　そう言って小柄な獣人の少女は、神官ホーリーオーダーの少女のほうをジト目で見る。

　それを受けたシリルは、ばつが悪そうに視線を逸らす。

「正直私も、自分のこの感情の動きは想定外だわ。でもなんかいつの間にか……ううん、いつの間にかっていうこともないか。心当たりはある。──でもそれを言うなら、私はミィの告白にこそ度肝を抜かれたわよ。あなたはもっとクールでクレバーな子だと思っていたわ」

「お互い様です。シリルとウィリアム、いつの間にか距離が近くなったとは思っていたですけど、シリルが好きって言うとは思わなかったです」

「だって仕方ないでしょ。サツキとミィに宣言されちゃったら、何も言わないでいたら私だけ除のけ者ものじゃない。そんなの嫌よ」

「じゃあシリルのあれは、ミィのせいですか？」

「ええ。ミィが言い出さなければ私は黙っていたわ」

「黙っていただけで、内心では好きだったですか？」

「…………まあ、それは」

「じゃあ一緒です」

　ミィとシリル、二人の話し合いは片が付いた。ミィの勝利であった。

　ただ別に色事の勝敗が付いたわけでもなく、だから何だというものであるが。

「でもさ、ミィのあれも酷くね？」

　そこで話に割り込んだのはサツキだ。

「あたしが部屋で相談したときは黙って聞いてたくせに、あの場でいきなり言うなんてさ。不意打ちで横取りしようって魂胆だったのかよ」

　サツキにしては、本気で根に持ったトーンの不満だった。彼女はミィを信用していたからこそショックだったのだ。

　だがそれを聞いたミィの側は、別に堪えたという風でもなかった。

「事前に言ってどうなるですかそんなもの。それに色恋事は戦争です。正々堂々なんてバカげてます。そもそもミィは盗賊シーフですよ？　不意打ちがモットーです。むしろ裏で隠密ステルスに事を運ばなかっただけミィもバカです。……ただ、あれは敵が強すぎるです。ミィ一人じゃあの牙が城じようは崩せる気がしないです。共闘の必要があるです」

「敵……っていうとあれか。ウィリアムは『冒険』が恋人っていう」

　サツキが問うと、ミィは真剣な顔でこくんとうなずいた。

　そしてその発言に、シリルも同意を示す。

「確かにね。しかもあれ、意外と筋が通っているのよね。冒険と恋人とは両立できない。現に私たち、こうして仲違いしているわけだし。特に致命傷なのはそっちじゃないとはいえね」

「あー、仲違いっていうのかこれ？」

「ミィとサツキはいま仲違いしたばっかりです」

「いや、あたしなんかミィのさっきの話聞いて許せちゃったんだけど」

「……なんでですか。サツキは本当、バカでお人よしです」

「それ褒めてんの？　貶けなしてんの？」

「褒めてるです。あとちょびっとだけ貶してるです」

「いつも通りじゃん」

「いつも通りです」

　そう言い合って、にらみ合うサツキとミィ。

　だがどちらが先か、ぷっと噴ふき出だして一緒に笑いだしてしまった。

　その二人を見て優しげな微笑ほほえみを浮かべるシリルだったが、すぐに思い出したかのように話を戻す。

「でもミィが言っている共闘というのには私も賛成。いまのウィリアムに『私と冒険、どっちが大事なの？』とか聞いてみたところで、『冒険だ』って答えるに決まってるもの。一人じゃとても太刀打ちできないわ。それは私じゃなくてサツキやミィが聞いても結果は同じでしょ。っていうかサツキは実際に聞いたのよね」

　そのシリルの言葉に、サツキは神妙な顔でうなずく。

「ああ。あたしその場で大号泣しようかと思った。真ま面じ目めに」

「よく泣かなかったわね」

「なんかアホらしくなって。それにそこで泣いたら卑ひ怯きようだって思って」

「相変わらずサツキのプライドのありかは分からないわね。……それはさて置いて、共闘の話よ。三人がかりで誘惑すれば、あの牙城は崩せると思う？」

　シリルはそう言ってサツキとミィを見渡すが、二人とも難しい顔をしていた。

　敵は強大。三人で力を合わせても、打ち破れる目は見当たらない。そういった表情だった。

　シリルはその二人の様子に、良い感性をしていると感心する。彼女自身もまた、ほぼ同様の認識を持っていたからだ。

　しかし一方で、シリルには幾分かの勝算も見えていた。

「でもあれは異性にまったく興味がないっていうわけではないと思うの。わずかだけどほころびは見えるわ。そこを突けば、あの鉄壁の守りも破れるかも……」

「そうなのですか？　ミィにはそんな風には見えないです」

「あたしもミィに同感。いくら攻めてもびくともしないぜ？」

「そう思うでしょ？　でも、こんなことがあったのよね……」

　そう言ってシリルは、ゴルダート伯爵付きの宮廷魔術師アリスと戦った日の酒場での出来事を二人に話した。

　女に溺おぼれる者の気持ちが分かったと言ったときの、ウィリアムの様子。

　それは情報の共有だった。強大な敵を相手にするのだから手段は選んでいられないという、シリルの気迫が窺うかがえた。

　そしてそれを聞いたミィが、愕がく然ぜんとした表情を見せる。

「……まさかのシリルが一歩リードだったです」

「まさかで悪かったわね。ところで最近違和感が凄すごいのだけど、ミィのウィリアムに対するあのあざといまでの態度って、ひょっとして演技なわけ？」

「……？　演技って、何がです？」

　つぶらな瞳ひとみをぱちくりとさせて、きょとんとした様子で小首を傾げるミィ。

　それを見たシリルが思ったのは、演技なのかそうでないのか分からないが、仮に演技だとしても明かすつもりがないのだから、聞いても意味がないということだった。

　ミィが女子トークでも本性を現さないような猛も者さであるなら、そちらの経験や機微に疎うとい自分が見極めをつけるのは不可能だろう。

　シリルがそんなことを考えていると、サツキが新たな見解を述べる。

「でもさ、そもそもの話だよ。ウィルが色いろ恋こい沙ざ汰たを望んでねぇのにあたしらが無理に押し込むってのも、どうなんだろうなって。あたし諦あきらめないとは言ったけどさ。将来的にはともかく、いまはいまのまんまでもいいんじゃねぇかって、そんな気もしててさ。その辺どう思うよ？」

「サツキにしては本質的なところ突いてきたわね……」

「確かにそれはあるです。いまの関係が崩れたら怖いはあるです。そのあたり、ミィもウィリアムと同じかもしれないです」

　三人は、うーんと悩み込む。それはシリルの言った通り、本質的な問題であった。

　そこでシリルはふと思いついて、サツキに問う。

「サツキはどうなの？　ウィリアムと恋人関係になって何がしたい？　肉体的に繋つながりたいっていう風にも見えないけど」

「なっ……し、シリルぅ、もうちっとこうさぁ、オブラートに包んでくれよ。うーん、何がしたい、何がしたい……いやぁ、そこまで深く考えてなかったけどさ。強いていうなら、手ぇ繋いだり？　キスしたり？　いちゃいちゃしたり？」

「やっぱり肉体的接触なの？」

「うぅっ……その言い方やめてよ。別なもの想像するよぉ」

「別なものって？」

「……あのさぁシリル、あたしのこと弄いじって遊んでない？」

「あらバレた、残念。サツキってころころ表情が変わって可愛かわいいわよね」

「そういうシリルはどうなんだよ？」

「んー、私はさっきも言った通り、一人だけ除け者にされるのが嫌だったから動いただけだもの。──ミィはどうなの？」

　シリルがそう振ると、獣人の少女はその小さな体で仁王立ちして、鼻息を荒くしてこう言った。
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「ミィはウィリアムにぎゅーって抱きしめてもらって、ミィのほうからもぎゅーって抱きついて、そのまま一時間ぐらいずーっとなでなでしてもらいたいです。もっと言えば耳元でたくさん甘い言葉をささやいてほしいです」

「……あ、そ。清すが々すがしいぐらい欲望まみれな返事がきて驚いているわ」

「シリルはそういうの、全然ないです？」

　ミィにそうつぶらな瞳で問われて、シリルは少し考え込む。

　するとトントン拍子で妄想が進んで、裸で肌を重ねたベッドインの姿まで想像してしまって、ぶんぶんと首を横に振った。

　その様子を見た獣人の少女が、にやにやとした表情でシリルを見上げてくる。

「おやぁ？　シリルはいま何を想像したですかぁ？　ミィはすごく聞きたいです」

「……意外と意地悪いわねあなた。別に普通の想像よ。男と女が行きつく先の」

「アダルトな感じですか？」

「アダルトな感じよ」

「ねぇ何なの？　あたしたちいまなんでこんな話してんの？」

　三人が三人とも、ほんのり頰ほおを赤らめていた。壮絶な自爆合戦であった。

　シリルがコホンと咳せき払ばらいをして、話を元に戻す。

「まあ、だいたい全員の目的地は見えた感じね。要は肉体的接触と、彼の愛が欲しいと」

「また身みも蓋ふたもねぇ言い方だな……」

「いいのよ。そのぐらいまで分解すれば見えてくるものもあるわ。例えばそう──誰も独占なんて望んでいない、とかね」

「あー……」

「なるほどです」

「となればあとは──彼に私たち全員を愛させること。そこが私たちの目指す終着点よ」

　そう言ってシリルは、自らの手をサツキとミィの前に差し出した。

　残る二人の少女も、そこに自らの手を重ねていく。

「よっしゃ、やってやる！」

「燃えてきたです！」

　そうして、えいえいおーと気合を入れる三人の少女たち。

　それを近くにいたエルフたちが、胡う乱ろんげな様子で見つめていた。
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　アイリーンと別れて空を飛んだ俺は、エルフたちが灯ともす火を目指して飛んだ。

　そして近くまで来てその場所を把握すると、自分の服を脱ぎ捨てた場所まで一度戻り、そこで変身メタモルフオーゼを解いて、徒歩でエルフたちの集まる場所まで向かった。

「あ、お帰りウィル！」

　俺の姿を認めたサツキが、パタパタと駆け寄ってきた。

　そして俺の前に立つと、もじもじと照れた様子で手を後ろで組み、上目遣いでこんなことを言ってきた。

「なぁ、疲れただろ。ご飯にする？　お風ふ呂ろにする？　それとも……あ、た、し？」

「……帰るなりいきなり何を言っているんだキミは」

　普段からおかしなところのあるサツキだが、この行動はとりわけ意味不明に映った。

　そもそも現段階でこのような場所に風呂の用意があるとも思えないし、どう考えても新婚夫婦の定型句だ。

　……いや、そうか。

　これはサツキなりの、偵察で疲れて戻った俺を和ませようというジョークなのか。

　ならばこちらもジョークで返すのが小こ粋いきというものだろう。

　俺は少し考え、彼女にこう返した。

「いや、サツキ、気が変わった。──キミをいただくことにしよう。構わないか？」

「ぴぎゃ？」

　ある種の冒険物語で見る類たぐいのキザな男主人公の真ま似ねをしつつサツキの両肩に手を置くと、着物姿の少女はバジリスクに睨にらまれて石化したかのように硬直した。

「えっ、いやっ、ちょっ、待っ……！　いまのは、その、冗談で、心の準備が……」

　そう言いながら、サツキはぎゅっと目をつむる。

　ジョークはどうやら成功のようだ。

　俺は心の中で小さくガッツポーズをしつつ、種明かしをする。

「ああ、こちらも冗談だ。なかなかに楽しかった。ジョークというのは人の心を柔らかくするものだな。勉強になる」

「は……？　──ふにゅっ」

　サツキの肩から手を離して、それから少女の頭をなでる。

　どういうわけか最近、ミィばかりでなくサツキにも、頭をなでたくなるような可愛らしさを感じる。小動物的な魅力とでも言えばいいのか。

　そうしていると、その俺たちの様子を後ろで見ていたミィとシリルが、ぼそぼそとつぶやき始めた。

「サツキはどうしてあんなのを信じるですか……。ウィリアムのいつもの天然だって気付きそうなものですけど」

「そう？　当事者になると意外と動転して気付かないかもしれないわよ」

「あー……それはあるかもです。そうなってくると、あのウィリアムがジョークと言い張る天然も意外と厄介です」

「そうね。様子見レベルとは言え、用意した刺客がああも簡単に返り討ちではね」

「ていうかあれ、サツキだけ役得な気がするです」

　漏れ聞こえてくるのは、何ともよく分からない話だった。

　まあ、本当に俺が聞く必要のあることならば、彼女らのほうから伝えてくるだろう。

　俺はそう考え、ひとまず話を仕事方面へと戻すことにした。

「それはそうと、偵察の結果だ。この近隣にオークの姿は見当たらなかった。オークの大軍はいま、フィノーラたちのいたエルフ集落に滞在している。そのエルフ集落も偵察してきたが……はっきり言って、キミたちにあの場は見せたくないな。それほどの惨状だった。オークの種族的性質の醜さは、知識で知っているのと実物を見るのとでは印象が大違いだと痛感した」

　俺がそう伝えると、三人の少女はその表情に真剣味を纏まとう。

　そして、次に口を開いたのはシリルだった。

「ねぇウィリアム──あなたはこの戦い、勝てると思う？」

　三人の視線が、俺のほうへと集まった。

　俺は慎重に言葉を選び、彼女の質問に答える。

「何とも言えないな。だが勝算は十分にあるし、朗報もある。偵察の帰りに、アイリーンに出会って協力を取り付けた。国の騎士団ではなく彼女個人の助力になるが、それでもあの怪物の助力を得られるのは大きい」

「は……？　姫さんが、何で？」

　サツキが驚いた顔をする。

　当然ながら、シリルとミィも目を丸くしていた。

　まあ、それはそうだろう。

「俺も驚いた。向こうの準備ができ次第合流する手はずになっているから、しばらくすれば姿を現すだろう」

　俺たちがそんな話をしていると、近くの焚き火のそばから二人のエルフが歩み寄ってきた。

　フィノーラとレファニアの母娘おやこだ。

「ウィリアム、帰っていたか」

「お帰りなさい。どうだった？」

「報告が遅れてすまない。偵察の結果を話そう」

　そうして俺は、サツキたちに話したのと同じ内容を、フィノーラたちにも説明した。

　周囲にオークの姿は見当たらなかったこと、フィノーラの集落に多数のオークたちがいたこと。

　集落で見てきた惨状についてはある程度表現をぼかしたが、それを聞いたフィノーラは悲しそうに首を横に振り、レファニアは「許せない……」とつぶやいて拳こぶしをにぎりしめた。

　だが怒りだけで戦いに勝てるなら苦労はしない。

　フィノーラはそれをよく分かっているようで、憤いきどおる娘を抱きしめ、なだめていた。

　フィノーラ自身こそ本当の隣人を失い、あるいは虐待されているというのに、それでも感情に流されないのは大したものだと思う。

　あるいはレファニアを抱きしめなだめることによって、自身を制御しているのかもしれないが。

　そしてフィノーラは、この場の指揮官として別の懸け念ねんを漏らしてくる。

「オークどもの状況は分かった。だが問題はほかにもいくつかある。一つはあれだ」

　そう言ってフィノーラがまっすぐに指さしたのは、夜空をこちらに向かってゆっくりと流れてきている暗雲だった。

　俺が鷲わしの姿で偵察していたときにも見たものだが、いまはそのときよりもだいぶ近付いてきている。

「あの雲行きだと、やがてここも大雨になるだろう。だが洞どう窟くつから拠点を移したはいいが、この場にはまだ風雨を凌しのげるだけの準備ができていない。夜中じゅう雨に打たれれば、皆の体力が奪われ、風か邪ぜをひく者も少なからず出てくる。大樹に寄り添っていれば幾分かは凌げるだろうが、それでもな……」

　フィノーラの懸念はもっともなものだった。

　普段当たり前に屋根の下で暮らしていると忘れがちだが、住居が持つ「風雨を防ぐ」という機能は、人が暮らしていくにあたって極めて重要な役割を果たす。

　命懸けの戦いに身を投じていると、「風邪をひく」といったような日常的な病苦を軽んじがちだが、当然ながらこれは軽視してよい問題ではない。

　健康はすべての資本であり、それは戦いにおいても同様である。

　サツキやアイリーンのような優すぐれた戦士でも、風邪をひいて熱に浮かされた状態で戦いに挑めば、オークに後れを取ることすらあるだろう。

　それに戦闘員でなくとも無視はできず、風邪をひいたまま体力を回復できなければ、最悪のケースそれによって命を落とすことも考えられる。

　人の生命力は、武器を持った戦いによってのみ奪われるものではない。

　ゆえに、あの洞窟を拠点と定めたフィノーラの決断は、それなりの妥当性を持ったものではあったのだ。

　だが俺も、その点に関してまったくの無策で拠点移動を提案したわけでもなかった。

　俺はフィノーラに対応策を伝えることにする。

「それは俺に任せてもらって構わない。休憩所コテージの呪じゆ文もんを使おうと思う」
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「ああもう、遅くなっちゃったよ～！」

　アイリーンは、夜の森の中を走っていた。

　脚力に命気オーラを乗せ力強く地面を蹴る彼女は、常人では考えられないスピードで疾駆している。

　しかもその速度で木々の間を走っていても、木に衝突することは的確に回避しているのだから、動体視力と反射神経も凄すさまじいものと言えた。

「ウィル、待ってるかなぁ……」

　疾走する少女は、ぼそりとつぶやく。

　そうすると、アイリーンの脳裏には先の全裸で現れたウィリアムの姿が浮かんでしまい、顔を赤くした少女はぶんぶんと首を振った。

「あ痛っ！」

　──ズドン！

　さすがに木にぶつかった。

　大イノシシに衝突されたような勢いで木が揺れ、少女が立ち止まる。

　直前で命気オーラを防御に回したので大事はなかったが、ひりひりとした鼻をさすって涙目になるアイリーン。

　ぶつかられた木のほうが被害甚大で、傾いたその木は根っこが半ばまで抜けかかっていた。

「いたたたた……もうーっ！　ウィルがあんな格好見せるからだ！」

　夜空に向かって叫ぶ男装の少女。明らかな責せき任にん転てん嫁かであった。

　ちなみに、幼い頃に一緒に水浴びをしたことはあっても、いまの歳となっては刺激が強かったアイリーンである。

「あとあいつら、いつにもなく張り切るんだから。そうじゃなきゃもっと早く動けたのに……」

　そう口を尖とがらせるアイリーンが思い浮かべている「あいつら」というのは、彼女が指導を担当している見習いの騎士たちだ。

　これから赴おもむく危険な戦地に、見習いたちは連れていけない──そう判断したアイリーンが見習い騎士たちに「帰って」と命じると、見習いたちは口を揃そろえて「嫌です」と断った。

　男の子たちの矜きよう持じが、上官で凄腕とはいえ同年代の少女を一人危険な戦地に赴かせ、自分たちだけ逃げるという行動を許さなかったのだ。

　とは言えアイリーンからしてみれば、彼らの存在が足手まといであることに変わりはない。

　しかも「足手まといだから帰って」とストレートに言っても納得しないものだから、「じゃあ全員で掛かってきて僕に勝てたら、足手まといじゃないと認めて同行を許可してあげる」という話になった。

　これにはさすがに、見習い騎士たちもうなずくしかなかった。

　しかしアイリーンにとって計算違いだったのは、見習い騎士たちがなりふり構わず「勝ちに来た」ことだ。

　普段お行儀のいい騎士剣術しか使おうとしない少年たちが、体当たりやつかみ掛かりをはじめとしたがむしゃらな戦い方でとにかく何でもいいからアイリーンを組み伏せようとしてきて、さしもの天才少女も手を焼かされることになった。

　それでも実力差は歴然で、最終的にアイリーンは四人の騎士見習いたちを完かん膚ぷなきまでに叩きのめすのだが、その頃にはアイリーンのほうも息も絶え絶えで、見習いたちとともにばったりと地面に大の字に倒れてしまった。

　その状態から、ある程度回復しての出立である。ウィリアムと別れてからは、だいぶ時間がたってしまっていた。

　そしてそのとき、ぽつりと、アイリーンの頰に雫しずくが落ちた。

「うわっ、雨まで降ってきたし！」

　ぽつ、ぽつと降ってきた雨は、すぐに勢いを増し、大量の雨粒がアイリーンの体を叩たたき始めた。

「あああもう～、何なんだよ～！」

　アイリーンは近くの木陰に身を隠すと、背負っていた荷物袋の中からフード付きの外套マントを取り出し、それを羽は織おる。

　その外套マントは少女の全身を包み込むほどの丈があり、外側には水を弾く加工が施されている。騎士たちが遠征に出るときには必ず持ち歩く雨具だ。

「ううっ、冷た。雨は嫌だよ本当～」

　アイリーンは一度ぶるりと震えながらも、再び走り始めた。

　だが森の中を走り、大雨に打たれ続ければ、外套マントの内側も徐々に濡ぬれてきてしまう。

　このぐらいの雨だったら外套マントを身につけていようがいまいがどうせずぶ濡れだし変わらなかったかもと思えるぐらいに激しい雨で、数分も走った頃には案の定、服の内側にまで雨水が浸透してきていた。

「でもウィル、エルフたちが集まってるところは野ざらしだって言ってたけど、この雨とかヤバいんじゃないかなぁ。夜中じゅう雨に打たれたらみんな風邪ひいちゃうだろうに、大丈夫かな」

　そんなことを心配しながら、走ることさらに数分。

　アイリーンの視界にやがて、木々の合間から見える焚き火の明かりが映り始める。

　ウィリアムから聞いていたエルフたちの集合場所と一致していた。

「……って、焚き火？　この雨の中で？」

　アイリーンは首を傾げる。

　そうしてさらに走っていくと、「その光景」が少女の視界に広がった。

「な、何だこれ……？」

　外套マントの上から大雨に打たれるアイリーンが見たものは、まるでこちらと向こうとが別世界であるかのような光景だった。

　アイリーンは確かに、大雨の真っただ中にいる。

　もういい加減、外套マントの内側の服までぐしょぐしょに濡れていて、当然ながらショートカットの銀髪もしんなりと額に垂れかかっていた。

　だが彼女の視線の先では、たくさんのエルフたちが焚き火にあたって暖をとっている。

　そこは雨などとはまったく関係のない空間のようだった。

　アイリーンのいる場所とエルフたちの居場所とを隔てているのは、透明の「壁」のような何かだった。

　降り注ぐ大雨が、その「壁」を境に一斉に弾かれている。

　いや、「壁」と表現するのは適切ではないかもしれない。

　それはよく見れば緩やかにカーブしていて、巨大なお椀わんを伏せたような形状をしていた。

　そのお椀の大きさは、アイリーンが住んでいる王都グレイスバーグの王城を、すっぽり包み込めるぐらいの巨大さである。

「すごい……見えないお城みたい」

　アイリーンはその透明の「壁」の目の前まで行って、それを触ってみようとした。

　すると──

「うわっ……っとっと」

　伸ばしたアイリーンの手が、スッと「壁」に吸い込まれた。

　いや、吸い込まれたというより、手ごたえがなかったのだ。

　そこに何もないかのようで、アイリーンは前のめりに転びそうになった。

「えっ……？　どゆこと？」

　アイリーンは「壁」に手を出し入れしてみる。手触りがまったくない。

　アイリーンはおそるおそる、「壁」の向こう側に踏み込んでみる。

　少女の体は何の抵抗もなく、その透明な「壁」をすり抜けた。

「壁」の内側に入り込んでみると、外から見た通り、雨とは無縁の空間だった。

　それどころか、風すらも一切ない無風の状態である。

「？？？」

　しきりに首を傾げるアイリーン。

　と、そこへ──

「お、姫さん来たか。うっす」

「あ、サツキちゃん？　やっほー」

　アイリーンの見知った顔が、向こうから現れた。

　空色の着物を身につけて腰に刀カタナを差した、黒髪ポニーテイルの少女だ。

　その姿はやはり外の大雨とは無縁のようで、衣服も体もまったく濡らした様子はなかった。

「おーい、ウィル、姫さん来たぞー！　……って何だよ姫さん、ずぶ濡れじゃん」

「そりゃそうだよ、この雨の中走ってきたんだから。っていうかこれ、どうなってるの？」

「あー、何だか分かんねぇけど、こてーじ？　とか何とか。ウィルの魔法みたい。すごくね？」

「へぇー、魔法なんだこれ。うん、すごい。……すごい」

　語ご彙いが残念なことになっている二人の少女である。

　とそこに、当の魔法を使った本人──濃緑色のローブを纏った青年が奥から現れた。

「よく来てくれた、アイリーン。見たところかなり降られたようだな」

「ホントだよもう。それにウィルがあんな格好見せてくれたもんだから、木にだってぶつかったんだから」

「……何だそれは」

　怪け訝げんそうな顔をするウィリアムに、アイリーンは詳細を答えることなくあははと笑う。

　だがそこにサツキが食いついた。

「あんな格好って？」

「んーとね、さっきウィルの裸、見せてもらっちゃったんだ。それで手を取られてエスコートされてぇ」

「な、なぬっ!?」

　それはアイリーンの悪戯いたずら心ごころが生み出した発言だったが、サツキへの効果は覿てき面めんだった。

「ちょっ、えっ……ウィル、それ本当？」

「……ああ、残念ながら噓うそは言っていないな。アイリーンの悪意は感じるが」

「あははっ、ごめんごめん。ちょっとサツキちゃんをからかいたくなっただけだよ」

「えっ……？　なに？　何なんだよ……ふにゅっ」

　サツキがアイリーンとウィリアムを交互に見て泣きそうになっているのを見て、ウィリアムが眼下のサツキの頭に手を置いてなでる。

　それを見たアイリーンが少しだけ嫉しつ妬とするように口を尖らせたが、それに気付いた者はいなかった。

「それはそうとアイリーン、濡れたままだと風邪をひくぞ。服を脱いで乾かしたほうがいい。替えの服は……あっても駄目そうだな」

　アイリーンが背負った荷物袋がやはりずぶ濡れになっているのだから、その中に着替えが入っていても同様に水浸しだろう。

「あー、うん、まあ大丈……はーっくちゅん！」

　大丈夫だよ、と答えようとしたアイリーンだったが、それは叶かなわなかった。

　ずずっと鼻をすすり、ぶるぶると震える。

「あー……大丈夫と思ったけど、ひょっとしたらちょっとまずいかも。どうしよう。さすがに裸ってわけにもいかないし……」

「当たり前だ。この場にいるのが俺だけならまだいいが、人前だぞ。俺の替えで良ければ貸そう。いずれにせよ着替えないとまずい」

「まだいいんだ……って、ウィルの服を僕が着るの!?　ウィルの匂においが染みついたのを!?」

　がびーん、という擬ぎ音おんが聞こえるかのようなアイリーンの反応である。

「妙な表現の仕方をするな。洗濯はしてあるから問題はないはずだ。それでも気になるならシリルに替えがないか聞いてみるが」

「えー、どうしよどうしよどうしよ……ねぇサツキちゃん、僕どうしたらいいと思う？」

　困ったアイリーンは、その場にいた唯一の第三者に話を振った。

　だが適任者とは言い難く、ウィリアムに頭をなでられたまま少女は、むすっとした様子で答える。

「……なんであたしに振った。羨うらやましい以外に言うことねぇぞ」

「いや、僕もいまのサツキちゃんの立場羨ましいんだけど……。まあいいや、じゃあ僕も羨まれる立場になろう。お言葉に甘えて、ウィルの服借りちゃおっかな」

「よく分からんが、まあいい、分かった。着替えは持ってくる。風呂にも先に入れるよう手配するから、ひとまず体を温めてこい」

「うん、お風呂ね、助かるな。…………って、お風呂？」

　ウィリアムの口から出てきたその言葉に、アイリーンはまた首を傾げたのだった。
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「ふわあぁぁぁぁっ、気持ちいいぃぃぃぃ……」

　アイリーンは湯船にとっぷりと肩まで浸かり、浴槽のへりに後頭部をもたれかからせつつ気の抜けた声を上げた。

　もちろん雨で濡れた衣服は脱ぎ捨て、素すっ裸ぱだかの姿である。

　それはまったく男子のようとまでは言わないものの、凹おう凸とつの緩ゆるやかな裸身であった。

　少女が頭上を見上げれば、木々の枝と葉が交差している様が見え、その隙すき間まからは星々の輝く夜空がわずかに窺える。

　夜中ながら彼女の視界が真っ暗でないのは、近くの焚き火の炎に照らされているからだ。

「はあぁぁ……それにしてもこうしていると、王女とか騎士とか全部忘れて、一人の僕って感じがするよねぇ……」

　雨で冷やされた体を温め、今日の疲れを湯の中に溶かしながら、アイリーンはそんなことをつぶやく。

　するとそこに、もう一人の少女が姿を現した。

「いやほんと、姫さんって話してるとお姫様だってこと忘れるよな」

「──あれ、サツキちゃん？」

　聞いた声がするので視線を動かし浴槽の外を見ると、普段はポニーテイルにしている黒髪をほどいた少女が、湯船のほうに向かって歩み寄ってくるのが見えた。

　その少女──サツキはそのまま、湯船の中へと踏み込んでくる。

「おっほ、いいお湯だな。これって温度とかどうやって調節してんだろ」

　サツキはゆっくりと湯の中に身を沈めていく。

　すぐ隣に入ってきたその戦友に向けて、銀髪の少女は手だけを動かして指し示す。

「さっき聞いた話だと、温度を上げたいときにはあそこの焼いた石を放り込むらしいよ」

　アイリーンがそう言って指さした先にあるのは、あたりを照らしている焚き火だ。

　そこではいくつもの手ごろな石が、火の中に置かれて焼かれていた。

　──ウィリアムは休憩所コテージの呪文で雨除け風除けがされた場を作り出すと、次にはエルフの魔術師たちにも協力させて、複数の呪文を組み合わせて風呂を作った。

　土変化シエイプアースと防水ウオータープルーフの呪文を使って作られた浴槽の大きさは十人以上がゆうに入れるほどのゆったりとしたもので、その中に水作成クリエイトウオーターと加熱ヒートの呪文を使用して湯が張られた。

　焼き石はあくまで温度調節用のものである。

「へぇー。よく考えるもんだな」

「ウィルの話だと、ある程度以上のレベルの魔術師メイジの間ではよく知られてる、旅先での入浴法らしいけどね」

「え、そうなの？　でもあたしら一緒に旅してても、ウィルがお風呂作ってくれたことないんだけど」

「ふぅん。さてはサツキちゃんたち、愛されてないんじゃないの～？」

　そう牽制の言葉を送りつつ、ニヤリと笑って見せるアイリーン。

　一瞬ぐぬぬ顔になったサツキだったが、ふと視線を下に動かして、そこにあったものを見て、プッと笑った。

　それを見たアイリーンは、腕で体を抱くようにして、サツキの視線から自身の胸を逃がす。

「な、なんだよ」

「べっつにぃ？　ただ姫さんにも弱点あんだなぁって思って」

「じゃ、弱点って何だよ！　いいだろ別に、こんなの希少価値だしステータスだよ！」
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　そう言いながらも、アイリーンの視線は湯の中のサツキの胸や、それ以外の体つきへと注がれてしまう。

　黒髪の少女の裸身は少女らしい発展途上の側面こそあるものの、全体として出るべきところは出て、引っ込むべきところは引っ込んでいるという概おおむね理想的なプロポーションであった。

「ぐうぅっ……さ、サツキちゃんのくせにぃ」

「見下し発言いただきましたぁ～。でもそのうち剣の腕でも追い抜いてやるから、そしたら姫さんの見どころって、お姫様って地位ぐらいしかなくなっちゃうんじゃねぇ？」

「なにおう!?　追い抜けるもんなら追い抜いてみなよ！　こんな乳ばっかり育っちゃってさ！」

「ふひゃんっ!?　な、何してんだこの、ば、バカ姫っ……！」

「うわっ、やわらかっ、重たっ、何これ……」

　二人の少女は湯の中でじゃれる。

　その様子を、向かいで一緒に湯船に入っていたエルフたちが失笑しながら眺めていた。

　十人以上がゆうに入れる広い湯船にはいま、アイリーンとサツキのほか、数人のエルフ女性が浸かっている。

　そしてその中には、レファニア、フィノーラの母娘の姿もあった。

「……ねぇお母さん、あの銀髪の人は人間の王族なのだと聞いたけど、随分と気安いものなのね」

「いいえ、あれはあの王女が特別なだけね」

「それに人間というのは、同性でああも肌を触れ合うものなのね。人間ってすごい……」

「それもあの二人が特別よ、レファニア」

　人間文化への誤った認識を獲得しようとするレファニアに、フィノーラが懸命に突っ込みを入れていた。

　そして、そうとは知らない人間代表二名は──

「ほらほらサツキちゃん、謝るならいまのうちだよ？」

「わっ、バカッ、脇腹揉もむなっ、くすぐるなっ──あはっ、あっははははっ！」

「このおっぱい半分僕にくれたらやめてあげるよ」

「で、出来るかバカッ！　にゃああああっ、バカ姫に殺されっ、ひぃっ、ひいいいっ！」

　入浴マナーも何もなくじゃれ合って──否、サツキのプロポーションに嫉妬したアイリーンが、一方的にサツキを弄り倒していた。

　だがそこに、新たなる刺客が現れる。

「……何をやっているんですかアイリーン様。それにサツキも」

「サツキとアイリーンは仲がいいのか悪いのか、いまいち分からないのです」

　同じく入浴に来た、シリルとミィであった。

　しかし──

「なん……だと……？」

　アイリーンの視線は、湯船のほうに向かってくるシリルの胸部へと釘くぎ付づけになった。

　現在自分の手の内にあるサツキの、十分に立派な胸。

　それすらも児じ戯ぎと思えるほどの凶悪な大きさのものが、そこにはあった。

　普段純白のローブを押し上げて見えるあの大きさすらも、衣服によって抑えられたものなのだと気付かされる。

　少女らしい発展途上などというのは、その神官ホーリーオーダーの少女のそれの前では言い訳にもならない。本物は、あらゆる弁明を無へと帰すのである。

「……な、何ですかアイリーン様。さすがにそうじろじろと見られると、恥ずかしいのですけど」

　シリルは身を隠すように、湯へと自分の体を沈めていく。

「あ、ごめんね。……いやその、一体何を食べたらそんなに育つんだろうなぁって」

「胸ですか？　こんなもの生まれつきだと思いますけど」

「……それはつまり僕に絶望しろってことだね」

　アイリーンはとほほと思いながら──今度はシリルの隣を見る。

　するとそこには、小柄な獣人の少女の真っ平な姿があった。

　アイリーンはホッとする。

　良かった、仲間がいた。そういう心境であった。

　だがそんな同類と思しき獣人の少女からは、悟りを開いているとも思えるような言葉が飛んできた。

「アイリーンは胸の大きさを気にしてるですか？　悪いですけど、それってバカなんじゃないかと思うです」

「えっ……？」

「自分なりの魅力を活かさないでどうするですか。胸が大きいばかりが女の子の魅力じゃないです」

「自分なりの……魅力……」

　そのときアイリーンには、ミィの姿が神こう々ごうしく輝いて見えていた。

　師匠、と心の中でつぶやいた瞬間であった。

　それからは、アイリーンもサツキを解放し、大人しく湯船に浸かっていた。

　少女四人横並びになり、森の木々の下で湯に身をゆだねる。

　サツキがふと、言葉を漏らした。

「でもさ……思うんだよな。あたしたちこんないい思いしてていいのかなって。不謹慎じゃねぇのかなって。だってこうしてる間にも……」

　そこから先は、言わずとも誰もが分かっていることだった。

　先程はしゃいでいたアイリーンも、その表情に憂いの色を宿らせる。

　そんな中、次の言葉を継いだのはシリルだった。

「ウィリアムは、休めるときに体も心もしっかり休めておけって言っていたわね。どの道エルフたちの戦力が整わないことには動けないし、根を詰めなければいけない局面になったら嫌でも緊張しっぱなしになるのだからって。それは正論だと思うし──」

　シリルはそこで言葉を切った。

　そのあとを継いだのはミィだ。

「それにミィたちは、どっちかっていうとおまけです。ウィリアムはこのお風呂を作ることで、心に傷を負ったエルフたちを慰安したかったのです。まったくもってサービスのいい、お買い得な傭よう兵へいです。フィノーラたちはいい買い物をしたです。……ミィたちも色いろ惚ぼけばっかりしてないで、しっかり働かなきゃですね」

「ああ、そうだな」

　サツキがミィの言葉にうなずいて、それからエルフたちのほうを見る。

　その視線の先では、レファニアに寄りかかられたフィノーラが、すっかりと肩の力を抜いて湯に浸かる気持ちよさに身を任せていた。
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　翌朝。木々の隙間から降り注ぐ朝日のまぶしさを受け、俺は目を覚ました。

　包くるまっていた毛布から這はい出ると、周囲を見渡す。

　近くではミィが毛布に包まり、すぅすぅと寝息を立てていた。

　また、もう一人。

　神官衣で地面にひざまずき、胸の前で両手を組んで祈りを捧ささげている金髪の少女の姿があった。

　サツキとアイリーンの姿はない。早朝のトレーニングに出ているのだろうか。

　木に干してあったアイリーンの衣服は見当たらず、昨夜に俺が貸したローブは綺き麗れいに折りたたまれて俺の荷袋の上に置かれていた。

「さて……」

　俺はひとまず、自らの包まっていた毛布をたたんで、荷袋にしまいにかかる。

　あたりは静かだ。

　夜の間に猛威を振るったと思しき雨もいまはすっかり止んで、あたりには清々しい朝日による木漏れ日が、幾筋もの光の帯となって気持ちよく降り注いでいた。

「……あら、おはようウィリアム。よく眠れた？」

　祈りを捧げていた神官衣の少女──シリルが、俺の活動の気配に気付いてか、立ち上がって声を掛けてきた。

　俺はそれに応じつつ、いまだ眠りについている獣人の少女を指し示す。

「おはようシリル。彼女のおかげでしっかり睡眠をとれた。──サツキやアイリーンは早朝トレーニングか？」

「みたいね。私が起きたときには二人ともいなかったわ。サツキもそうだけど、アイリーン様も相当な努力家みたいね」

　シリルはそう言って、苦笑を見せてくる。

　なぜ苦笑するのかは疑問だが、彼女にもいろいろと思うところがあるのかもしれない。

「まあ、努力というべきなのかどうか……好きでやっているだけなのかは知れないがな。いずれにせよ、先天的な素そ質しつだけであそこまでの実力を得ることは、さすがのアイリーンでもないだろう。日々の地道なトレーニングが実を結んでいるのは間違いない」

「だとするなら、サツキも厄介な人をライバル視してしまったものね。努力する天才ほど手に負えないものはないもの。相手も日々成長していくんじゃ追いつけやしないでしょうに」

「かもしれないな。だがそれでも心折れずに立ち向かっていくのはサツキの凄いところだ。アイリーンを追い抜けるかどうかはともかく、彼女に引っ張られれば相当なところまで引き上げられるだろう。──そして人は、どこで化けないとも限らん。二人の力関係がいつまでも現状のままとは断言できない」

　俺がそう答えると、シリルは今度は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑い、同時に肩をすくめた。

「……はぁ。それにしてもこう周りが怪物ばっかりだと、ちょっと嫌になるわね。私だって神殿では有能で鳴らしていたのに、自分が凡人であることを思い知らされるもの。才能でも、努力をする才能でも」

「そうか？　シリルも、それにミィも十分に優秀だし立派だと思うが。それに何より、人の価値は能力の高低だけで決まるものでもない。人と比べて劣る劣らないなどと、あまり気にするべきものでもないだろう。そもそも人は、ただそこにいるだけでかけがえのないものだしな」

　俺がそう持論を述べると、シリルは少し考え込むような仕草をした。

　そして──

「──ねぇウィリアム、ちょっと突っ込んだことを聞いてもいい？」

　そんな風に前置きをしてきた。

「ああ、構わないが。何だ？」

「それって……そのあなたの考え方って、あなたがお父さんと仲違いをしている原因だったりするの？」

　不意を打たれて、少し驚いた。

　突っ込んだことを聞くとは言われたが、その話がここで出てくるとは思わなかった。

　だが聞いていいと許可をしたのは俺だし、特段拒絶をする理由もない。

　なので俺は、彼女の問いに肯定の言葉を返す。

「……まあ、そうだな」

　──人の価値は能力の高低だけで決まるものではない。

　──人はただそこにいるだけでかけがえのないもの。

　これは俺の信念の一つであり、おそらくは俺の父親と大きく見解が食い違っている部分だ。

　したがって、シリルの問いに対する答えは「肯定」になる。

「そう……。でも私ね、あなたのお父さんの考えも分かるの。悪いけど、ウィリアムが言っているそれって、私には中身のない空虚な綺麗事に聞こえてしまうの」

　シリルの綺麗な、しかし思慮深い声が、静かな森の中に響き渡った。

「…………」

　その場では二人、俺とシリルだけが向かい合い、傍かたわらではミィが毛布に包まってすやすやと眠っている。

　そういえば、と思い出す。

　シリルはあのとき──王都の城で俺の父親に出会って、俺とあの男とが衝突したとき、何も私見を述べていなかったように思う。

　シリルはさらに、自身の考えを連ねてくる。

「世の中は結局、一部のエリートたちが動かしているわけでしょう？　物事の道理が分からない人たちは、ただ資源を食いつぶすか、ひどければ世界のために尽力している人たちの足を引っ張りもする。……無能を肯定することに正義はあるのかって、そう考えてしまうのよ」

「…………」

　そのシリルの考えは、俺の父親のそれにほど近いものだった。

　俺が嫌悪する、あるいは唾だ棄きするほどの考え方。

　しかしその後に続いたシリルの言葉は、俺がまったく予想だにしていなかったものだった。

「……だから私は、私が、私たちがウィリアムの足を引っ張っているんじゃないかって、それがいつも心配になるの。……私たちは、ウィリアムのそばにいたらいけないんじゃないかって。私たちよりももっと相応しい相棒が、あなたにはいるんじゃないかって」

　シリルが発したのは、自虐の言葉だった。

　どこまでも有能な俺の父とは違う、葛かつ藤とうする一人の少女の言葉。

　いや、自虐だけではないのだろう。

　責任だとかプライドだとか願望だとか、色々なものが混然となって、シリルの中で葛藤を引き起こしているように思えた。

　憂うれうような悲しむような、そんな響きの声。

　俺はそれに対して、どう言葉をかければいいのかを、にわかには見出せなかった。

　世界がどうとか相応しい相手がどうとか、そんなのは馬鹿げていると一笑に付することはできる。

　だが俺がそう断じたとして、シリルの心には届かないだろう。

　しかしここで何も言わなければ、彼女の考えを半ば肯定することになってしまう。

　それは、嫌だ。断じて嫌だ。

　何故なら──

（そうか……）

　なぜ嫌なのか。それを真剣に考えてみたら、自分の中から、意外とスッと答えが出てきた。

（俺はもう、シリルともサツキともミィとも別れたくはないのか……）

　それがいまの俺の、偽らざる本音だった。

　彼女らとともにもっと冒険の旅をしたい。

　思っていた冒険者と違うだのなんだの言いながらも、いまの環境を手放したくない自分がいるのを否定できない。

　それを相応しいとか相応しくないとか、そんなものに邪魔されて失いたくない。

　シリルもサツキもミィも、俺にとってはもはや替えのきかない、オリジナルの仲間なのだ。

　そして、それがもう答えになっている。

　一般解ではないかもしれないが、俺とシリルたちとの間柄における個別解としては、間違いなく正解だと確信できる。

　だがそれを、言葉だけで伝えられるか。

　それをただ口にしても、シリルには空虚に聞こえてしまうのではないか。態度で示さなければ、伝わらないのではないか。

　態度で示すというのは、例えば──

　いや、しかしそれは卑ひ怯きようだ。俺自身が先日サツキに伝えた考えと矛盾する。

　だが、それでも──

（心配だというシリルを、そのまま心配させておくよりはマシだ）

　それは俺の、俺による、俺のための言い訳だったのかもしれない。

　だけどこのときの俺は、その行動を起こしていた。

「──シリル」

「えっ……？」

　おもむろにシリルに近付いた俺は──彼女を抱きしめた。

　両腕を神官衣の少女の背へと回し、彼女のすべてを抱擁しようと強く抱いていた。

「な、何を……！」

「これが俺の答えだ。俺はもう、キミたちを手放したくない」

「え……」

「卑怯なのは分かっている。矛盾しているのも分かっている。最低なのも分かっている。だがどうやら、これがいまの俺の偽らざる本心らしい。……これでもまだ、自分たちが俺に相応しくないと思うか？」

　卑怯。最低。下げ衆す。驕おごり。傲ごう慢まん。人間の屑くず。

　自分自身を侮ぶ蔑べつする言葉が脳裏に湧わき上あがっては、己を正当化しようとする心理と理屈がそれを打ち消していく。

　同時に恐怖も湧き上がってくる。

　シリルに拒絶されるのではないかという恐怖。

　だがもう後戻りはできない。
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　そして、耳元にほど近い場所から、シリルの声が聞こえてくる。

「……私を安心させてくれるために、こんなことまでするの？　それとも本当に本心？」

　恐怖は消し飛んだ。

　すぐさま答える。

「本心だ。自分でも少し混乱している」

「……それを聞いて安心したわ。……もうちょっと、甘えてもいい？」

「甘えているのがどちらかは知れないがな」

　シリルも俺の背に腕を回してくる。

　朝の木漏れ日の下、俺はしばらくの間シリルと抱き合っていたのだった。
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　抱き合っている時間は、長かったのか、短かったのか。

　こんな緊急時にほど近い状況で何をやっているのかという理性。

　複数の女性を同時に手中に収めておきたいという自身の醜みにくい欲望。

　そのうちの一人をいままさに抱きしめているという後ろめたさと、心地よさ。

　サツキには理由をつけて断っておきながら、シリルには理由をつけてこうして前向きなアプローチをしているという矛盾。

　いくつもの罪悪感と、そのすべてを圧おし潰つぶすほどの圧倒的な幸福感。

　少女のぬくもりと柔らかさ、そして官能的な匂いを感じているうちに、当初自分のために用意した言い訳などはどこかに吹き飛んでいた。

　もっとずっとこうしていたい。

　理屈抜きに、このままシリルとともに堕おちてしまいたい──

　そんな誘惑に抗あらがえずにいた俺を現実へと引き戻したのは、外界からの干渉だった。

「んぅ……ウィリアムと……シリル……？」

　ミィの声が聞こえてきた。心臓が跳ねるとはこのことだ。

　そうだ。

　すぐ傍らでは、ミィがずっと眠っていたのだ。

　我ながら正気の沙汰ではない。いつ目を覚ますとも分からないミィのそばで、密事に浸るなどと。

　いや、そもそも密事なのか？　最初にそのつもりはなかったが──

　いずれにせよ、どうしたらいいものか。

　俺とシリルは視線を通わせると、どちらからともなく離れた。

　そうしてから、二人でミィのほうへと向き直る。

　まるで何かの共犯者のようだ。

　毛布から抜け出し立ち上がった獣人の少女は、早々に寝ぼけ眼の状態からは覚めたようで、ジト目で俺たちを──いや、シリルを睨にらみつけていた。

「シリル、どういうことですか？」

　ミィのそれは、シリルに向けて詰きつ問もんをするそれだった。

　対するシリルはうつむいて答える。

「……ごめんなさい」

「ごめんなさいじゃ分からないです。ミィたちに相談もなく、抜け駆けですか？」

「……ごめんなさい。そんなつもりは、なかったのだけど……」

　シリルは終始心苦しそうに答えていた。

　なぜそういう構図になっているのかは分からない。彼女たちの間で何らかの密約でもあったのかもしれない。

　だがいずれにせよ、シリルが責められるのはお門違いだ。

　積極的な行動を起こしたのは俺で、シリルは確かに受け入れたが、彼女の行動はあくまでも受動的なものに過ぎない。

「ミィ、待ってくれ。事情は分からないが、悪いとすれば俺であってシリルじゃない」

　我ながら間抜けな台詞せりふだと思った。

　そもそも俺には、シリルがなぜ非難されているのかも分かっていない。

「……そうですか。でもミィはシリルから話を聞きたいです。向こうで二人で話をしてきたいのですが、いいですか？」

　ミィにそう聞かれ、シリルのほうを見ると、彼女はこくんと首を縦に振った。

　そしてシリルはミィに連行されるようにして、森の向こうへと消えていった。

　残されたのは、俺一人。

「……どうしてこうなった」

　俺は一人つぶやく。

　いまの状況はまずいのか、まずいとしたら何がまずいのか、それすらも分かっていなかった。

　俺が教本として読んできた冒険物語にも、魔術学院の教科書にも、このような事態への対処法は記載されていなかった。

　こと色恋事となると、俺はまったくのド素人しろうとだ。

「あ、ウィル、おはよ～」

　そんなことを考えていると、アイリーンとサツキが二人で戻ってきた。

　アイリーンはにこやかに挨あい拶さつしてきたが、サツキはむすっとしている。

　おそらくは二人で手合わせをして、サツキがボロボロに負けたのだろう。

「ああ、おはようアイリーン、それにサツキも」

「……ああ、おはよ」

　サツキはやはり憮ぶ然ぜんとした様子で、形だけの挨拶を返してくる。不機嫌を隠そうともしないあたり、何ともサツキらしくて可愛らしい。

　そう思っていると、すすすっと俺のすぐ横にアイリーンが寄ってきて、

「あのね、サツキちゃん、僕と手合わせして負けまくったから機嫌が悪いんだよ」

　と、言わずもがなのことを俺に耳打ちしてきた。

　だが俺は──

　そんなアイリーンの仕草にも、何故かドキッとしてしまっていた。

（バカな……アイリーンにまで、異性を感じるなどと……）

　耳元に吹きかけられた吐息に、妙な艶なまめかしさを感じてしまった。

　まずい。

　何かのスイッチが入ったかのように、俺の中の何かの回路がおかしくなってしまった。

「……ん？　どしたのウィル。なんか顔が赤いよ？」

　アイリーンがきょろきょろと、俺の周囲を動き回りつつ様子を窺って来る。

「……ははーん、さてはようやく僕の魅力に気付いて、メロメロになってるな？」

　あはーんと、いつぞやもやったようなセクシーなポーズをとってくるアイリーン。

　男装姿なのでドレスを着ていたときのような女らしさはないが、それでも──

「……バカを言うな。あっちへ行っていろ」

「はにゃっ」

　俺はアイリーンの首根っこを引っつかんで、サツキのほうへと押し返した。

　おっとっととたたらを踏んで、サツキの目の前で立ち止まるアイリーン。

「んん……？　なーんかおかしいなぁ。──ねぇサツキちゃん、ウィルのやつ、何かおかしいよね？」

「しらねぇよ。つか、話しかけてくんな」

「えー、まだむくれてんの？　いい加減に機嫌直してよ」

「うっせぇ。気持ちの整理する時間ぐらい寄越せバカ姫！」

「あー！　またバカ姫って言った！　そんなのサツキちゃんだってバカじゃん！」

　やいのやいのと、アイリーンとサツキで揉み合いを始めた。

　俺はそれに、ホッと安あん堵どする。これで内心の動揺を悟られずに済むと思ったからだ。

　──俺は一体どうしてしまったのか。

　シリルとの密事を超えたことで、俺の中の何かが変わってしまったように感じる。

　これまで何事もなく接してきた少女たちに、「異性」を感じるようになってしまった。

　この調子では、サツキのアプローチにもドギマギとしてしまうことだろう。

（……まずい）

　何がまずいのかよく分からないが、とにかくまずい気がする。

　この内心の動揺を隠しきれるのか。

　いやそもそも、それは隠す必要があるものなのか。

（……いや、いまはそれよりも、ミッションに専念することだ）

　そうだ。いまはそんなことを考えている場合ではない。

　フィノーラの話だと、おそらくは昨晩から今日の昼ぐらいにかけて、応援要請に向かったエルフたちが戻ってくるだろうとのことだった。

　したがって、攻撃の決行は遅くとも今日の昼頃になるだろう。

　ちなみにだが、エルフたちの集合予定の場所はフィノーラたちが元いた洞窟になっている。

　応援要請に向かった者たちと連絡を取る手段がなく、元々取り決めていた場所から動かせないからだ。

　このため昨夜から連絡役が洞窟の近くで見張っていて、エルフが来たらここの場所まで誘導し、オークが来たら隠れたままやり過ごすなり逃走するなりする手はずになっている。

　なお俺は昨夜、認識阻害インセンサブルの呪文を使って連絡役を務めようと思ったが、それはミィに止められた。

　そのミィ曰いわく、

「ウィリアムは一人で仕事をしすぎなのです。タダ飯喰ぐらいは心苦しいので、ミィにも何か仕事をさせてほしいのです。あとウィリアムはその分さっさと寝るといいのです」

　ということで、隠密行動力に優れたミィならば能力的にも適任だと思い、お言葉に甘えて彼女に任せて早くに就寝することにした。

　なおミィの交代要員には、エルフの中で隠密行動に優れた者が選出され、任命されていたはずだ。

（それで交代要員と代わって一人疲れて帰ってきて、起きてみれば俺たちがあんなことをしていれば、余計に腹も立つか……）

　いまさら言うまでもないことだが、ミィは見た目通りの可愛らしいばかりの幼子ではなく、一人前の大人の女性レデイーだ。

　あの愛らしさと子供のような容姿に引きずられて、侮あなどってはならない。

　──と、そんなことを考えていると、ちょうどミィとシリルが戻ってきた。

「あ、ミィちゃんとシリルさんも起きてたんだ。おはよー」

「おはようですアイリーン。……サツキはアイリーンに押し倒されてるですか？　二人はいつの間にかそういう関係ですか？」

「気持ちわりぃこと言ってねぇで助けろよ！　このバカ姫、命気オーラ強すぎてバカ力すぎんだよ！」

「サツキが力で勝てないものをミィたちにどうこうできるわけないです。諦めるです」

「諦めるって何だよ!?　なに諦めるんだよ!?　や、やめろっ、何すんだよこのバカ姫ーっ！」

「あははっ、サツキちゃんてば赤くなって可愛いー。やばっ、僕本気になっちゃうかも、じゅるり」

　……あれはほとんど虐待に近いのではなかろうか。

　俺を半ば玩具にしていた頃の昔のアイリーンを思い出すが──まあ、加減は考えているだろうから放置でいいだろう。

　それよりも、ミィの機嫌が良くなっているように見えるのが気になるところだ。

　そう思ってミィの隣に立っているシリルを見ると、俺の視線に気付いた彼女は手の指で「丸」を作って見せてきた。

　穏便に話がついたということだろうか。だとするならホッと一息というところだが。

　……しかし何なのだろうか、この途端にあふれ出した前途多難の感は。

　俺と俺を取り巻く環境とが、また大きく一変したようにも感じてしまう。

　だが、俺のそんな物思いを断ち切らせるかのように──

「お、オークたちが動き出したぞーっ！」

　偵察に向かっていたエルフの声が、この臨時集落の一帯に響き渡ったのだった。














　俺は大おお鷲わしの姿で、大空を飛んでいた。

　偵察役のエルフの報告を聞いて、俺も変身メタモルフオーゼの呪じゆ文もんを使って自ら偵察に出たのである。

　静せい謐ひつな朝の空。

　雨雲はすでに彼方へと過ぎ去り、天候は一転しての快晴だ。

　しかしそれは、難事がすべて過ぎ去り、前途がまったく明るいことを示すものでない。

　天候とは反して、俺たちの前にはいまだ大きな障害が立ちふさがっている。

　その障害はいま、飛行する俺の眼下、森林地帯を行軍している。

　緑色の巨きよ軀くを持った亜人種──オークの群れであった。

　ふてぶてしく邁まい進しんするその亜人の数は、パッと見の目測で三十を超え、四十に及ぶかどうかといったところだ。

（一個小隊分の戦力を投入してきたか……。意外に手堅い手を打ってくる）

　俺は眼下のオークの群れを見下ろしながら、敵方の戦術をそのように評価する。

　その数は、オークの全戦力の三分の一ほどと目される大戦力だ。

　分隊規模の戦力が帰ってこなかった結果、その三倍に相当する戦力を送り込もうというのは、面白みはないが順当な戦術であると言えよう。

　そのオークの群れは、フィノーラたちが暮らしていたエルフ集落から出立し、現在の俺たちの臨時拠点がある方角へと向かっていた。

　どういった根拠であれだけの大戦力をその方向に向けたのかは分からない。おそらくはその方面に向けた部隊が帰ってこなかったからだろうか。

　いずれにせよ、結果としてかなり的確な動きではある。

（さて、どうするか……）

　拠点の防御をおろそかにして全軍出撃などしてくれれば、拠点強襲で捕虜を救い出すこともできたのだが、さすがにそう易々とはやらせてもらえないようだ。

　順当な手を打ってくる敵というのは、順当ゆえの厄介さがある。

　奇策が王道を破るのはあくまでも例外的事態であり、戦術の王道はやはり、大戦力による物量作戦である。

　だがそれならば逆に、こちらも王道で立ち向かうという手はある。

（一個小隊程度が相手ならば、いっそ正面衝突が最もリスクが低いかもしれんな）

　俺はそう考え、翼を傾けて旋回、方向転換をする。

　向かうはフィノーラたちがいる臨時拠点だ。

　そこには現在、エルフの戦士が三十人ほどまで集結している。

　まだ完全に揃そろってはいないが、周辺の集落への応援要請が功を奏し、昨日の段階よりもかなり多くの戦力を確保していた。

（かと言ってバカ正直な正面衝突をする理由もない。課題は──可能な限り戦力の損耗を抑えつつ勝利することだな。それに──）

　俺が敵の立場であれば、あのオークの群れには必ず「ある指示」を与える。それを加味して作戦を立てる必要がある。

　その「ある指示」とは何かといえば、「敵対勢力が自分たちの手に余るようであれば、速やかに撤退しそれを報告すること」だ。

　おそらくオークどもは、こちらの正確な戦力情報や位置情報は持ち合わせていないだろう。

　それはこちらにとっては大きなアドバンテージになる。

　敵が人間並みの知能を持っていようとも、正確かつ十分な情報なしに的確な行動を取ることは不可能だ。

　それは盤上遊戯チエルトを相手の駒こまが見えない状態でプレイするようなもの。情報面での優位を譲らなければ、その分だけ戦局での優位も確保される。

　だからオークどもにしてみれば、敵対勢力が予想以上に強大であった場合、戦力の消耗を可能な限り抑え、同時に敵の情報を持ち帰ることが肝要になる。

　そしてこちらにとっては、それを阻止することが重要なミッションの一つとなるわけだ。

（三十体以上からなるオークの群れを誘導して包囲、一体たりとも逃さないように殲せん滅めつ、こちらの損害はゼロが望ましい、か──課題に不足はないな）

　俺は風に乗りながら、そのための具体的な方法に思考を巡らせる。

　自分の能力、敵味方の戦力差と特性などを材料としてロジカルに思考を組み立てていくと、方針はすぐに固まった。

　色恋事とは大違いだ。

（やはり人間には向き不向きというものがあるな……）

　俺は心の中でそう苦笑しながら、大空を羽ばたいていった。
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　フィノーラたちが当初拠点としていた洞どう窟くつ。

　その洞窟の入り口が目視できる程度の少し離れた場所で、俺は森の木々にまぎれるようにして待機していた。

　俺の傍かたわらには、猫耳と尻尾しつぽが愛らしい少女が、俺にぴったりと寄り添うようにして立っている。

　ミィはそのつぶらな瞳ひとみで俺を見上げ、口を開く。

「多分、そろそろですか？」

「ああ。レファニアが首尾よくやってくれればいいが」

　そう返しつつ、俺は視線を洞窟のほうへと向ける。

　洞窟の入り口前、その付近の十メートルほどは、木々のない開けた草地になっている。

　その場所こそが、今回の作戦の肝となる場所であった。

　するとそのとき、ミィが俺のローブの裾をくいくいと引いた。

「──来たですウィリアム。あそこ、レファニアです」

　そう言うので、ミィが指さした方向を見てみる。

　しかしその先には、ただ一面の森の木々が見えるだけだった。

　──いや。

　じっと目を凝こらすと、ミィが指し示す方角、ずっと先のほうで何かが動いているのが見えた。

　それはよく見れば、木々の間をかいくぐって駆けてくるエルフの姿だった。

　空色の髪のエルフの少女は、ときおり背後を気にしつつ走り、徐々にこちらへと近付いてくる。

「よく気付くものだな……」

「ふふん、視力には自信があるです。何なら頭なでなでしてもっと褒めてくれてもいいのですよ、ウィリアム？」

「あ、ああ。さすがはミィだ」

「にゃはっ。にゃあああっ」

　ミィの要求通りに髪をなでてやると、獣人の少女は目を細めて気持ちよさそうにしていた。

　相変わらず可愛かわいらしいことこの上ない。

　それはさておき。

　レファニアがある程度近付いてきた段階で、俺は手を振り、彼女に合図を送った。

　それに気付いた様子のレファニアは、一度また背後を振り向いてから、俺たちのほうへと駆け寄ってきた。

　レファニアが俺たちのもとに合流したタイミングで、俺は認識阻害インセンサブルの呪文を唱える。

　術者を中心にした範囲に影響を及ぼすこの呪文の効果は、俺の周囲のミィとレファニアを同時に効果範囲に包み込んだ。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ……！」

「お疲れ様、よくやってくれた。手ごたえはどうだった？」

「た、多分っ……引っかかってくれてると、思うっ……」

　レファニアは荒く息をつきながらも、俺の質問に色よい返事をする。

　上々の出来栄えのようだ。

　そのまましばらく待っていると、最初にレファニアが見えた方角の遠くに、緑色の巨体を持った亜人種の姿が見え始めた。

　オークの群れだ。

　周囲を窺うかがうように見渡しながら、森の中をのしのしと進んでくる。

　良い具合だ。

　あとは──

　俺は適切なタイミングを見計らって、幻影イリユージヨンの呪文を唱える。

　対象となる場所は、洞窟前の広場だ。

　呪文が完成すると、洞窟の前には空色の髪のエルフの少女が姿を現す。

　それは完全に、レファニアと同じ姿をしていた。

「本当に、私そっくり……」

「さあ、オークどもは食いつくですか……？」

　レファニアとミィが、それぞれに感想を漏らす。

　当然ながら、本物のレファニアは俺の傍らにいた。

　幻影イリユージヨンの呪文は、術者がイメージする通りに視覚的な幻覚を作り出す効果を持つ。

　生み出した幻覚は実体がないため、触れれば虚像だと気付くが、見ただけでは本物と区別をつけることは難しい。

　また呪文の影響範囲内かつ効果時間内であれば、作り出した幻像を動かすことも可能だ。

　さて、しばらくそのまま待っていると、周囲の様子を窺いながら進んできたオークの群れが、洞窟前の広場を視界に入れるあたりまでやってきた。

　俺はそこで精神集中し、作り出した幻像を動かしてやる。

　レファニアの姿をした幻像は、オークのほうを見てびくりとした様子を見せてから、慌てた様子で洞窟の中へと駆け込んでいった。

　するとそれに釣られるようにして、オークの群れが洞窟前の広場に集まってきた。

　ほどなくして、総勢三十を超える数のオークが、その広場一帯を埋め尽くす。

　その中には上位種と思しき個体も十体近く混ざっていた。

「かかったわ。面白いように……」

「よしミィ、連絡を頼む」

「はいです。任せるです」

　ミィは早速、認識阻害インセンサブルの範囲から抜けて、後方へと駆けていった。

　ひっそりと、オークたちに見つからないようにこの場を抜け出すのは、隠密行動が得意なミィが最も適している。

　実際彼女は、広場に集まっているオークたちにまったく気付かれることなく、森の木々の中へと消えていった。

「これであとは、近くで待機してるみんなで包囲して殲滅するだけ、よね……？　すごい、本当にウィリアムが言っていた通りになった……」

　俺の隣では、レファニアがぽつりと、驚きの声を上げていた。

　今回俺が立てた作戦は、とてもシンプルなものだ。

　レファニアがオークにわざと見つかって逃げる。

　それを追いかけてくるオークを幻影イリユージヨンの呪文で騙だまし、洞窟に注意をひきつける。

　そうして洞窟前の一ヶ所に集まったオークたちを、味方全軍で取り囲んで総攻撃しようというものだった。

「上位種のオークに多少知能の高いものがいれば、何らかの罠わなの可能性は疑うかもしれんがな。しかしエルフが洞窟の中に駆け込んだ様子を見れば、『罠は洞窟の中に仕掛けられている』ものと考えるだろう。今頃はあの洞窟をどう攻略するかを、懸命に考えているのかもしれんな」

　実際には、「あの入り口前の広場に集められた事自体が罠」である。

　あれだけ固まっていれば俺の魔法でも一網打尽にしやすいし、エルフたちの弓矢や魔法による集中砲火でもいい的になる。

「だがこれで勝ちではない。勝利条件は、『敵を一体たりとも逃がさないこと』、そして何よりも『味方に一人たりとも損害を出さずに敵を殲滅すること』だ。ここからは純粋な力と技の勝負になる。気を抜くなよレファニア」

「う、うん、もちろん。……でもおかしいな、本来わりと絶望的な戦いだったはずなのに、どうしてこうなったんだろう……？」

　レファニアはそう言って、不思議そうに首を傾げていた。
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　少しすると味方全体への連絡が完了し、全員がポジションについてオーク包囲網が完成した。

　これで、洞窟前の広場に集まったおよそ三、四十体という数のオークの周囲を、ほぼ同数のエルフ戦士たちが取り囲んだ状態になった。

　もちろんそのことに、オークたちは気付いていない。エルフたちは森の木々に隠れるようにして配備されているからだ。

　だがそれで勝ちが決まったわけではない。

　エルフ戦士たちは機動力や攪かく乱らん能のう力りよくに長たける一方で、決定的な攻撃力には欠けるという一面がある。彼らがオークたちの不意を打って一斉攻撃を仕掛けたところで、一息で撃破できるオークの数は数体がいいところだろう。

　そして生き残りのオークたちが反撃を始めれば、エルフたちは一気に瓦が解かいする。

　そうして乱戦状態になってしまえば、統率は乱れ、戦場は混乱し、エルフたちには甚じん大だいな被害が出ることになるだろう。

　だから、この奇襲の最初の一撃は、決定的な大打撃を与えるものでなければならない。

　そしていまこの場で、その役割を担うに最も相応しい能力を持つ者はといえば、俺自身を措いてほかになかった。

　俺は自分が隠れている森の木々の合間からオークたちの様子を窺いつつ、傍らの少女へと声をかける。

「では始めるとするか。この作戦では十中八九俺が狙ねらわれる。そうなったときは頼む」

「うん、任せてよ。何が来たって、ウィルのことは僕が守るから」

　各自がベストポジションに就いたいま、俺の傍らにいるのはレファニアではない。

　笑顔で答えてくる傍らの相棒を心強く思いながら、俺は気持ちを切り替え、攻撃の準備を始めた。

　──精神を集中。

　杖つえを掲げ呪文を詠唱し、体内の魔マ素ナを活性化、魔力を高めていく。

　行使する呪文はすでに決まっている。

　ターゲットはある程度広い範囲に布陣しており、あれらを一網打尽にするには雷撃ライトニングボルトや火球フアイアボールの呪文では足りない。より広域のターゲットをまとめて殲滅するための呪文が必要になってくる。

　やがて呪文が完成する。

　俺は魔術師の杖の先を視界の先のオークたちへと向けると、体内で高められた魔力を解き放った。

「──氷嵐ブリザード！」
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　放たれた魔力の塊は、森の木々の合間を射抜くように直進し、その先の洞窟前広場の、オークたちが最も密集している地帯のド真ん中へと着弾した。

　そして──

　──キィイイイイインッ！

　恐ろしい氷雪の嵐が、洞窟前の広場のド真ん中で巻き起こった。

「ブヒッ!?」

「ブギャアアアアッ！」

　オークたちにとっては寝耳に水だ。これから洞窟内のエルフたちをどう料理してやろうか考えていたところに、突然の魔法攻撃である。

　氷嵐ブリザードの呪文は、無数の氷塊を含んだ冷気の嵐あらしを巻き起こす攻撃呪文で、凍てつくような冷気と荒れ狂う氷塊によってダメージを与えるものだ。

　威力そのものは雷撃ライトニングボルトや火球フアイアボールの呪文と同格だが、火球フアイアボールよりも効果範囲が広いことが特長だ。極めて高位の呪文であり、導師ウイザード級の術者の中でもこの呪文を使える者は限られてくる。当然ながら魔マ素ナの消費量も大きい。

　だがそれだけに、いまのような局面での効果は絶大だ。

　やがて氷雪の嵐が止み、洞窟前の広場に季節外れの雪景色が広がったときには、そこにいたオークの軍勢は半壊状態に陥っていた。

　そこにいた総勢四十体近い数のオークたちのうち、半数が生命力を完全に奪われて倒れ、どうにか生き残ったオークもその大半が重傷あるいは致命傷を負ってよろめいていた。

　それでも一部のオークたちは未だ無傷の状態だったが、これは氷嵐ブリザードの呪文の効果範囲をもってしても、すべてのオークを範囲内に含め切ることはできなかったからだ。

　しかしそいつらも、仲間の身に起こった突然の事態に驚き戸惑っている様子だった。

　そして、そこに──

「──撃て！」

　凜りんと響く声とともに、さらなる攻撃の雨が降り注いだ。

　フィノーラの指揮で、森の木々の陰に隠れていたエルフ戦士たちが一斉に姿を現し、生き残ったオークたちに向けて弓矢と魔法の矢マジツクアローによる攻撃を放ったのだ。

　エルフたちの使う短弓シヨートボウでは、その一本や二本が刺さったところで体力自慢のオークに致命傷を与えることは難しい。

　魔法の矢マジツクアローの呪文も、短弓シヨートボウの矢よりは威力があるとはいえ、やはり一撃必倒というような威力では到底ない。

　だがそれも五本や十本、あるいは三発や四発といった手数で蜂はちの巣すにしてしまえば、話は別だ。

　エルフたちの一斉射撃を受けて、広場のオークが一体、また一体と倒れていく。

「油断をするな！　まだ敵は十体以上残存している！　最後の一体を倒すまで全力で撃ち続けろ！」

　フィノーラが部隊に檄げきを飛ばす。

　俺は次の呪文を用意しながら、心の中でいいぞと喝かつ采さいした。

　敵の過半を一気に打ち崩せば、必然的に気が緩む。

　だがその戦功は最大条件の奇襲を仕掛けたことによるものであり、彼我の戦力差が絶大であることを示すものではない。

　オークの数体でもエルフの射撃部隊のもとにたどり着いて乱戦になれば、何人のエルフがその棍こん棒ぼうと怪力の餌え食じきになるか知れたものではないのだから、多少事がうまくいったからといって油断は禁物だ。

　そして、それは俺も同様だ。

　魔術師メイジである俺は、近接戦闘に巻き込まれればひとたまりもない。

　だがそれはこちらの都合であり、この事態を作った一番の元凶である俺を、敵が見逃してくれるはずもなかった。

「──グルォオオオオオオオッ！」

　生き残りのオークの一体が、怒ど声せいを上げつつ俺のほうへと向かってきた。

　それはオークの群れの指揮官、オークロードだった。

　一般オークよりも頭一個分ほども大きな巨体ながらに、ひときわ引き締まった体型フオルムを持つという個体だ。

　俺が放った氷嵐ブリザードに巻き込まれたオークロードは、氷塊の直撃を受けて片腕が折れたようで、その体もうっすらと白い霜に覆われていたが、その生命力が尽きるや否やといった様子ではない。

　彼我の距離は、およそ二十メートル弱ほどか。

　オークロードの速度は驚くべきもので、あっという間の勢いで俺へと迫ってくる。

　俺の足で逃走を試みたとしてもほどなく追いつかれて、その一撃で俺の肉体など容易くへし折られるだろう。

　それに次の呪文が間に合うようなタイミングでも到底ない。

　これらの要素だけ見ると、万事休すだ。

　しかしそうなることが半ば分かり切っていたのだから、俺も当然に手は打っている。

「──来たね。でも、キミの相手は僕だよ」

　そう言って俺の横手から進み出て、オークロードの進路の前に立ちふさがったのは、ショートカットの銀髪が煌きらびやかな天才剣士の王女だった。
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　オークロードの目当ては俺だ。

　その前に立ちふさがったアイリーンを、邪魔だとばかりに棍棒で薙なぎ払はらおうとした。

　速い。

　俺には目視すら危ういという速度での攻撃。

　──ガギンッ！

　アイリーンはそれを、左腕に身につけた盾で受け止めていた。

　鉄枠で補強された木製の盾が、その半ば近くまでひしゃげる。

「へぇ、さすがにやるね」

　だがアイリーンそのものはびくともしていないし、それで腕が折られるというようなこともない。

　全身から目視できるほどの命気オーラを立ち昇らせた少女は、間髪入れず右手に持った剣で素早く突きを放っていく。

　閃せん光こうのような三段突き。

　オークロードの胴体の三ヶ所から血が飛び散るが、次の瞬間にはオークロードの棍棒が真上から振り下ろされる。

　だがそこにアイリーンの姿はない。

　棍棒が打ち下ろされたときすでに彼女はオークロードの横手に回っており、その鋭い剣閃が斜めにオークロードの首筋を切り上げていた。

　だがそれも深手にはならない。

　さらなる横薙ぎの攻撃をオークロードが振るい、アイリーンがそれをバックステップでかわす。

「ちっ、なんて命気オーラ防御だよ。普通のオークならいまの全部致命傷のはずだってのに」

　トントンと軽くステップを踏んで俺の前に戻ってくるアイリーン。

　心なしか少し口調が荒っぽい気がする。

　俺は少し、幼少期の彼女を思い出した。

「ウィル、手出ししないでよね。──こいつは僕がやる」

　アイリーンはそう言って、再びオークロードに向かっていく。

　そして彼女とオークロードは、猛スピードでの一対一の武闘ダンスを再開した。

　もはやオークロードのほうも俺のことは眼中にないようで、アイリーンに夢中になっていた。

　いや、そうしなければあっという間に命を取られると、本能が察したのだろう。

　しかし手出し無用では、共闘も何もない。

　結局彼女は興に乗るとこうなのだ。その本質、サツキと大差はない。

　だが俺としても、彼女の手助けをするつもりはなかった。

　手負いのオークロードなどに、アイリーンが後れを取るとは思っていない。

　そして事実、瞬き一つする間にオークロードの手傷が一つ増えていく。

　対するアイリーンは、楽勝とまでは言えない様子ながらも、オークロードの暴風のような攻撃をすべて的確にさばき切っていた。

　無論、オークロードが弱いわけではない。

　微量ながら命気オーラを使いこなすというし、腕力や生命力はもちろんのこと、見ての通りの敏びん捷しよう性せいに加え、命気オーラを防御面に活用した防御力も相当なものがあるという。

　その脅威度は、例えばエルフ戦士たちとぶつかれば、その棍棒の一振りで一人ずつエルフ戦士がなぎ倒され、束でかかってもオークロード一体が倒されるまでに半ダースぐらいの犠牲者は出るに違いないというほどのものだ。

　オークの中の圧倒的イレギュラー、それがオークロードという上位種であった。

　だがそんなオークロードでも、今回ばかりは相手が悪い。

　王国きっての天才剣士だ。

　オークロードが俺の呪文による攻撃で手傷を負っていることもあり、アイリーンが不覚を取ることはまずありえないだろう。

　それならば、俺の攻撃リソースは別の方面に向けるべきだ。

　そちらのほうが、よほど戦局が危ういのだから。

「──魔法の矢マジツクアロー！」

　俺は手にした魔術師の杖を前方へと向け、呪文を放つ。

　四本の光の矢が俺の前に現れ、一斉に発射された。

　四条の光の矢はそれぞれ別の方向へと向かい、いずれも別々のオークに命中した。

「グギャーッ！」

「グォォオオオッ！」

　光の矢の直撃を受けた四体は、それぞれに命中した部位の肉体が弾け飛び、悲鳴を上げながらどうと倒れた。いずれも最初の氷嵐ブリザードの直撃を受け、なおかつそれで倒れずにエルフたちに向かっていたオークであった。

　これで残すオークの数は、数えるほどのはずだ。

　見れば何体かのオークが、エルフ戦士たちに肉薄して棍棒を振るっていた。

　だがそのうちのジェネラル級の一体はサツキたち三人が、もう一体もフィノーラやレファニアを含めた手て練だれのエルフ戦士たちで相手をしており問題はなさそうだったし、ほかの個体も一体につき複数のエルフ戦士で相手にしているため危なげはなさそうだった。

「……よし」

　俺は概おおむね理想的な状況の完成を見て、一つ息を吐く。

　あとは状況を見て、万一まずそうな戦局があればフォローをしてやればいいだろう。

　そう思ってアイリーンのほうを見ると──

「──楽しかったよ。サツキちゃんとのバトルと同じぐらい」

　キンッ。

　アイリーンが剣を鞘さやに納めると、彼女の剣舞により全身をずたずたにされたオークロードが、全身から血を噴き出しながら倒れていった。

　予想通り、勝負はアイリーンの圧勝だった。

　俺はそのアイリーンのもとに向かい、彼女の前で右手を上げてみせる。

「相変わらずの凄すご腕うでだな。だがその戦闘狂バトルジヤンキーぶりはどうにかならんのか？」

「ありがと。でもあれだけ大量のオークを一手に始末したウィルに言われても、何だかなぁだよね。あと強敵との戦いに血がたぎるのは戦士のサガだから許して」

　アイリーンは通りすがり、俺の差し出した手に自分の手を打ち合わせたのだった。
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　しばらくすると、すべての戦局で片がついたようだった。

　それはつまり、三十体以上一個小隊からなるすべてのオークを討ち倒したということだ。

　味方の犠牲者もどうやらゼロで、それどころか怪我人一人いない状態のようだった。

　もっとも、怪我一つが致命傷になる相手だけに、必ずしもそれが楽勝であったことを示すものではないのだが。

　だがいずれにせよミッションは完全に達成。快勝、とは言って良いだろう。

　俺はアイリーンとともに、ひとまずサツキたちのもとに労いの言葉をかけにいく。

「よっ、ウィル。そっちも片付いたか」

　俺たちに気付いたサツキが、手を上げて迎えてくる。

　彼女の前には、幾多の鋭い太た刀ち傷きずを受けて絶命したオークジェネラルの姿があった。

　サツキの傍らには、ミィとシリルもいる。

　三人ともやはり無傷のようだ。

「ああ。そちらも無事片付いたようだな」

「応よ。ま、そっちも姫さんがいりゃあ楽勝だったろうけどな」

　そうカラカラと言うサツキだが、俺の傍らにいたアイリーンは首を横に振る。

「ううん、そうでもなかったよ。あいつ強かった。……手負いじゃない状態でやったら、多分もっと苦戦してた。一撃でももらったら形勢が逆転しかねないからね、ずっとヒヤヒヤだったよ」

「えっ……マジで？　そんなに強かったの？」

「うん、マジマジ。……ねぇウィル、敵の総大将は、あれよりも強いんだよね？」

　アイリーンが俺のほうを見上げてそう聞いてきた。

　その瞳に映るのは、強敵との戦いにワクワクする感情──ではなかった。

　義務感や使命感、あるいは決意。アイリーンの瞳に映っていたのは、そうした想いだ。

　もう一段上の敵と戦うのであれば、本当に命懸けになる。

　そしてそれは自分の仕事だ。アイリーンはそう思っているのだろう。

　だが──

「──ふにゅっ」

　俺はそのアイリーンの頭に手をおいて、その髪をわしゃわしゃとかき混ぜる。

　いまのこいつは、ちょっと気負い過ぎだ。

「な、何すんだよウィル！　いまそんなことされたら僕の感情ぐちゃぐちゃになるからやめてよ！」

「……？　そうか？　よく分からんがすまん」

　俺が手を除けると、「もーっ」と恨みがましそうな目で睨まれた。

　本当によく分からないが、気を取り直して彼女に伝えるべきことを伝えることにする。

「アイリーン、キミのその直情的なところは美徳でもあるが、少しは自分の立場も考えたほうがいい。これは一国の王女が命を張るべき局面か？」

　俺がそう問うと、アイリーンはカチンときたという様子で反論してきた。

「なっ……それはそうだろ！　王女とか関係あるか！　僕の目の前に苦しんでいる人がいて、見て見ぬふりをしろっていうの!?　そんなの僕いやだよ！」

　アイリーンの叫びで、周囲のエルフたちの視線がこちらに集まる。

　しまった。

　アイリーンの真っすぐな正義感と直情さが分かっていながらこの問いをするのは不適切だった。社会的に見て正論であるかどうかと、それに相手が納得するかどうかは別問題だ。

　それに俺も若干二枚舌のところがあったかもしれない。

　彼女に小を捨て大を取るような聡さとさがあるなら、いまここに彼女がいるようなことはないだろう。

　その彼女の善性を肯定するなら、それと表裏一体の愚かさも肯定しなければならない。

「……すまんアイリーン、言い方を誤った。俺も見捨てろとは言うつもりはない。だが軽々に命懸けを覚悟することもない。──俺に一つ、考えがある」

「考えって？　次は拠点攻略で、そこにいる敵の数は今回よりも多いんでしょ？　それに今回みたいにうまくこっちの策にかかってくれるとも限らない。僕が単独で敵のトップぐらい倒してみせなきゃどうにもならない──違う？」

　彼女のその戦況認識は、俺の認識とそう大きく外れてはいなかった。

　俺が理論で戦況を計算する一方で、彼女は勘と嗅きゆう覚かくで状況を嗅かぎ分けているのかもしれない。

「ああ。正面衝突をする前提なら、キミの認識で概ね間違いないだろう。だが俺が考えているのはその方法ではない。異空間の扉デイメンジヨンゲートの呪文を使おうと考えている」

　──異空間の扉デイメンジヨンゲート。

　極めて高位の呪文であり、つい先日まで俺には行使不可能だった魔法だ。

　魔法の矢マジツクアローが三本ではなく四本の矢を同時に生み出せるようになったことは、俺の魔術師メイジとしての階梯レベルが一段階向上したことを意味する。

　それで思い至り昨日の就寝前に実験をしてみたのだが、俺は見事その呪文の行使に成功していた。

　異空間の扉デイメンジヨンゲートは、術者を中心とした一定範囲の生物などを全て呑のみ込こみ、異次元空間へと隔離する呪文である。

　その際、俺自身や周囲の味方も対象になる。

　効果時間は三分間ほどで、時間が過ぎれば呑み込まれた生き物などはすべて元の世界に戻される。

　たったそれだけの呪文ではあるが──

「……詳しい話は後で聞くよ。でも、その方法なら見捨てずに済むんだね？」

「ああ、その算段ではいる。最終的にはアイリーンたちの力にかかっている部分はあるが──」

「オーケー、そういうのは任せて。それにそういうことなら、僕はウィルを信じるよ」

　そう言ってアイリーンは、拳を作って俺の胸を軽くたたいてきた。
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「それはそうとウィル。ミィのやつ、見てやってくれよ」

　アイリーンとの話が一区切りついたところで、サツキがそんなことを言ってきた。

「ん……？　ミィがどうかしたのか？」

「それは見てのお楽しみってな。な、ミィ？」

「えぇぇえええっ？　ま、またできるかどうか自信ないです……」

　当のミィはというと、何かもじもじして照れくさそうにしていた。

「大丈夫だって。一度できたんだからできるって。感覚、覚えてんだろ？」

「まぁ……まぁ、多分。でも自分の中で完成してないものを人に見せるって、すごく恥ずかしいです」

　そう言いながらもミィは、てくてくと歩いて俺の真正面に立つ。

　俺の胸下ぐらいまでの背丈しかない獣人の少女が、俺から三歩分ほどの距離を空けて立ち、すぅと深呼吸をした。

　それから真剣なまなざしで俺を見上げてくる。

「じゃあ……いくですよ、ウィリアム」

「あ、ああ……」

　何が始まるのか分からない俺としては、心構えのしようがない。

　一体ミィは何を見せようとしているのか──

　そう思っていると──ふっ、と。

　俺が瞬きした瞬間に、視界からミィの姿がかき消えた。

「何……!?」

　一瞬前までいた姿が、まったく見当たらない。

　ミィは盗賊シーフだ。

　それだけに身を隠すのが得意という印象はあるが、盗賊シーフというのは通常の技術職であり、魔法のような超常現象を引き起こす能力は持たないはずだ。

　目の前にいたものが突然姿をくらませるなどという芸当はありえない。

「へぇっ……！　速いね、ひょっとするとサツキちゃんよりも──」

　アイリーンのそんな声が聞こえてくる。

　……速い？

　つまり消えたのではなく──

「うおっ……!?」

　そう思って周囲を見渡そうとした俺に、後ろから何かが飛び掛かってきた。

　前のめりに倒れそうになるが、どうにか踏ん張る。

　さらに背後から、俺の首周りと腹周りに何かが回される。

　首のほうは柔らかい、腕か何かか──そう思ったときには、その体勢は完成していた。

　──おんぶ。

　何者かが俺の背中にのしかかり、その両腕と両脚で俺にしがみついていたのだ。

　……いや、何者かも何もないのだが。

　その犯人は、俺の耳元でささやきかけてくる。

「……どうですか、ウィリアム？　ミィの姿、見えたですか？」
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　心なしか、いつものミィの声より妖よう艶えんに聞こえた。

　俺は努めて平静を保ち、返事をする。

「いや、見えなかった。何だいまのは……？」

「命気オーラだよ。ミィも使いこなせるようになったんだ」

　俺の問いに答えたのはサツキだった。

　……命気オーラ？

　ということは、ミィが脚に命気オーラを乗せて超速度で動いたのを、俺が視認できなかったということか。

　確かにあのぐらいの間近の距離で、サツキやアイリーン並みの速度で瞬発的に左右に動かれたら認識は難しいかもしれない。

　だがミィはこれまで、命気オーラを使いこなすことはできなかったはずだ。

　俺やシリルと一緒にサツキからコツは教わってはいたが、やり方を教わったからといってすぐにできるようになる類のものでもない。

　命気オーラによる身体能力強化は、絶対的にセンスが必要になる技術だ。

　トレーニングによってそのセンスを身につけることはできるのだが、それにも個人差があり、大抵の者は物にするまでに数ヶ月から数年の訓練を要すると言われている。

「使いこなせるようになったは言いすぎです。やっと脚に命気オーラを乗せる感覚が分かってきただけです」

「そこまでいきゃあすぐだよすぐ。な、姫さん」

「んー、どうだろ。僕、物心ついた頃には全部できてたっぽいから、その辺はよく分かんないかも」

「うっわ、出たよ天才……タチわりぃ」

　サツキ、ミィ、アイリーンの三人でキャッキャと命気オーラ談議に花を咲かせていた。

　見ればシリルが一人浮かない顔をしている。……まあ、それはそうだろうな。

　それはともかくとして。

「……ところでミィ、分かったからそろそろ放してもらえないか」

　ミィは俺の背中にしがみついたままだった。

　柔らかな腕や太ももでぎゅっと抱きつかれて、一方の背中には彼女のやや平へい坦たんながらも少女らしい体つきと体温が衣服越しに密着している。

　子供に抱きつかれているようなものと思えば気にすることもないのかもしれないが、どうにも異性を意識してしまっていた。

　別段幼女趣味は持ち合わせていないつもりなのだが……。

　しかしミィは、そんな俺の内心などお構いなしに、妙なことを言ってくる。

「ミィはもう少しこうしていたいです。……シリルに許したんだから、ミィにもこのぐらいは許さないと不公平です」

　後半部は俺にだけ聞こえるように、俺の耳元でそっとささやくミィ。

　その少女の悪魔のようなささやきに、俺は言葉を失うしかなかった。

「……何ならシリルにしたみたいに、正面からぎゅーって抱き合うですか？　ミィは構わないですよ？　人前だろうが望むところです」

「…………」

　ミィの顔は見えない。

　どんな顔をしてこんなことを言っているのか。

「……な、なんて、冗談ですけどね。本気にしたですか？」

　ミィが唐突に、パッと俺の背中から離れた。

　俺はようやく少女の重みから解放される。

　そしてミィはてってと、サツキのいるほうに戻っていった。

「おい、ミィ。何どさくさまぎれに抱きついてんだよ。ずりぃぞ」

「一撃必殺のチャンスを逃さないのが盗賊シーフの資質です。バカ正直に真正面からぶつかるしかしないほうがどうかしてます」

「んだよ、そういうのアリなのかよ」

「アリとかナシとか言っている時点でサツキはまだまだです」

　……困る。

　困るのだが、何かをコントロールしようにも敵が一枚も二枚も上手でどうにも勝てる気がしない。

　そう思っていると、アイリーンが横からうりうりと肘ひじを入れてくる。

「ウィルってば、少し見ないうちに随分ミィちゃんと仲良くなってるみたいだねぇ？」

「……俺にもいろいろとあるんだ。正直どうしたらいいか分からなくなっている」

「へぇ、ウィルにも分からないことってあるんだ」

「当たり前だ。何を言っている」

　アイリーンのからかいに嘆息をしながら応じつつ、相変わらず答えの出ない問いに頭を悩ませる俺であった。
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　そうして仲間たちと話をしていると、やがて二人のエルフ──フィノーラとレファニアが俺たちのもとにやってきた。

　フィノーラは俺の前に立つと、そのエルフらしい華奢な手を俺に向かって差し出してくる。

「ウィリアム、キミたちに協力してもらえたのは本当に僥ぎよう倖こうだ。感謝の念に堪えない。我々エルフだけで戦っていたなら、この戦士団はすでに壊滅の憂うき目めに遭っていたかもしれない。それが誰一人犠牲者を出さずにこれだけの数のオークを殲滅できた──私たちは値千金の味方を得ていたのだな」

　見ればフィノーラとレファニアだけでなく、その場にいるエルフの戦士たちが皆、敬意をもって俺たちの一行を見守っていた。

　俺は差し出されたフィノーラの手を受け取り、握手をする。

「ああ。俺も少なくとも賃金分以上の仕事は為せているかと自己評価している。──彼女の手助けもあってのことだがな」

　そう言ってアイリーンを示すと、フィノーラは今度はアイリーンのほうへと向かっていって、彼女とも握手をする。

「あなたは人間の国の王女だと聞いた。それも我々に雇われたわけでもないのに協力してくれていること、感謝の言葉もない」

「僕は自分の正義に則のつとって行動しているだけだから。国を代表して動いてるわけじゃない。でも人間とエルフは大切な隣人同士だ。困っているときはお互い手を差し出し合えればなって、僕は思ってる」

「ああ。私たちはこの恩を忘れない。もし何かあなたたちが私たちの手助けを必要とすることがあれば、遠慮せずに要望してほしい。可能な限り助力しよう」

「うん、ありがとう。お互い良い関係を築いていけたらいいよね。──でも、それを言うのはまだ早いんじゃないかな。事は全然終わってない。むしろこれからが本番……だよね？」

「ああ。……ああ、そうだ。まったくその通りだ」

　フィノーラとアイリーンの二人は握手を交わし終えると、二人とも真剣な顔で俺のほうへと向き直る。

　俺はその二人に向かってうなずいて、続く話を始める。

「アイリーンの言う通り、いまの戦いは前ぜん哨しよう戦せんでしかない。本当の戦いはこのあとの一戦になるだろう。──フィノーラ、一応聞いておくが、俺たちがここにいなかった場合、エルフたちの戦力だけで勝てる算段は何かあったのか？」

「……いや、恥ずかしながら、算段と言えるようなものはなかった……。オークどもの戦力の正確な把握もなく、希望的観測と、やるよりほかはないという精神論だけで戦うつもりだったのだと、いまさらになって思い知らされたよ」

「そうか、分かった」

　俺はフィノーラの思慮のなさを責めようとは思わなかった。

　感情的になって周囲が見えなくなることは誰にでもある。

　無論、指揮官がそうであってはまずいのだが──仮に俺が彼女の立場だったとして、自分の隣人、例えばサツキやミィやシリルやアイリーンがあのような目に遭っていたら、平静でいられる自信はあまりない。

　いまの俺は、被害者との心理的な距離が遠いから冷静でいられるだけだ──俺はそう思うから、彼女を強く責めようという気にはなれなかった。

　そして、今はそれよりも次の最善を考えるべきだ。

　反省に価値はあっても、後悔に建設的な意義は何もない。未来に向けての話をするべきだ。

　そして、俺はその未来に関する話として、まずは問題の共有を図ることにした。

「一つ問題がある。俺の魔マ素ナの残量と、次のミッション開始のタイミングに関してだ」

　俺は主にフィノーラに向かって、そう伝える。

　彼女が一つうなずいて先を促すのを確認して、話を続ける。

「無駄に謙遜をせずに言えば、俺の魔法は次の戦いにおいても欠かせない、戦術的に極めて重要なファクターになると考えられる。だが俺は今の戦いの流れで、できる限り無駄遣いは避けたつもりだが、それでも魔マ素ナを総量の三割以上失っている。この残量で次の戦いを立ち回るのは、あまり望ましくない。だが──」

「魔マ素ナを回復するにはまとまった時間を使っての休養が必要。でもそれだけの時間を置けば、敵を警戒させる可能性が高い……よね？」

　俺の言葉を横から継いだのはシリルだった。

　俺は彼女に向かってうなずいてみせる。

「ああ。俺の魔マ素ナの回復には最低でも二時間程度の休養が必要になるが、それだけの時間送り出した部隊が戻ってこないとなれば、オークの大将は不審がるやもしれん。もし敵に情報を与えないまま強襲するなら、直ちに攻めに出る必要があるだろう」

「それに──」

　今度発言を挟んできたのはミィだった。

「敵にこっちの戦力を警戒されるのは非常にまずいです。向こうには人ひと質じちにできるエルフがわんさかいるです。はっきり言って人質を取られたらおしまいです。手も足も出せないか、見捨てるかしかできなくなります」

「人質か……確かにそれやられると、どうしようもなくなっちまうんだよな」

　そう言ってサツキが苦い顔をする。

　ほかの面々も、一様に暗い表情になった。

　人質というのは、いつの世でも極めて厄介なものだ。

　その手段を取られたが最後、対象となった人々を見捨てずに敵対勢力を撃破することは、圧倒的な戦力差なしにはほぼ不可能課題になると見てよい。その場合は、小を捨て大を取る戦術を取るよりほかはなくなってしまう。

　例えば、眠りスリープの呪文などである程度の対応は可能かもしれないが、それもあくまでも「ある程度」だ。

　呪文詠唱を目撃された段階で人質を殺されるかもしれないし、うまいこと呪文を行使できても、人質が複数いれば捕えている敵すべてを完かん璧ぺきに眠らせなければアウトだ。

　戦いなのだから犠牲は付き物、と考えればそれまでなのだが──これも被害者が自分の隣人である場合を考えれば、そう易々とは言えない。

　もし仮に、サツキを、ミィを、シリルを、アイリーンを人質として殺されるかもしれないとなれば、俺は誰一人として「犠牲は付き物」などという言葉に殺させてなるものかと思う。

　そして、フィノーラをはじめとした集落のエルフたちにとっては、いま捕まっているエルフたちがまさにその隣人にあたるわけなのだから、「犠牲は付き物」などという血の通っていない言葉で片付けるべき問題ではない。

　それでも救いたい、誰一人欠かさずに。そう考えるのは人情だ。

　だがそうなれば、必要となってくるのは──

「……敵がこっちを警戒していないうちに強襲を仕掛けて、『人質を取るという戦術』を取られる前に囚われているエルフたちを救出、あるいは敵を殲滅する──それしかないよね？」

　アイリーンが俺のほうへと視線を向けてくる。

　俺はそれにうなずいてみせる。

「ああ。もしくは何らかの手段で隠密裏に人質をすべて救出、その後に攻撃を仕掛けるかだな。いずれにせよ、敵に警戒される前に動く必要がある」

「でもそれじゃあ、ウィルの魔マ素ナが回復できない」

「ああ。そういうことになる」

　俺は再びアイリーンに向かってうなずく。

　あちらを立てれば、こちらが立たず。ままならないとはこのことだ。

　ただ正直に言って、現状の魔マ素ナの残量でもそれなりに戦えないことはない──とは思う。

　だがどうしても節約を要求されるし、本来打てるはずだった手が打てなくなる可能性もある。オークエンペラー以下、二個小隊ほどが残っていると目される相手に対し、万全の状態で挑めないのはやはり不安が残る。

　そして万一、それが原因で大切な仲間を失うようなことがあれば──俺は一生、そのことを悔やむことになるかもしれない。

　かと言って、ここでエルフたちを見捨てるということも、なるべくならばしたくはない。

　八はつ方ぽう塞ふさがり。

　何かを切り捨てなければいけない局面なのか──

　だがそのとき、その話を聞いていたエルフ戦士の一団が、互いに視線を交わしうなずき合うと、その中から一人が代表して前に進み出てきた。

「だったら、これを使ってくれ」

　そのエルフ戦士が俺に手渡してきたのは、一本のガラス瓶に入った液体だった。

　液体は透明度の高い若葉色で、心なしかほのかに光を放っているように見える。

「これは……エルフの魔法薬か？」

　それは魔術学院時代に見たことがある、マジックアイテムの一種だった。

　世界樹の蜜みつから精製されると言われている秘薬で、その製法はごく一部のエルフにのみ伝えられている秘伝なのだという。

　その効果は、これを飲むことで体内の魔マ素ナをたちどころに一定量回復することができるというものだ。

　消耗品ながら非常に貴重な品であり、人間の街の魔法屋で購入すれば、一本あたり金貨五十枚はくだらない代物である。

「ああ。うちの集落の宝物庫で眠っていたものを、いざという時のために持ってきておいたんだが、正解だったな。あんたに使ってもらうのが一番いい。同胞のためだ」

「そうか。ならばいざというときには、遠慮なく使わせてもらうことにしよう」

　俺はエルフから魔法薬を受け取ると、それを懐にしまう。

　強力なアイテムを得た。これならばやれるという静かな自信が湧いてくる。

　俺はエルフの集落がある方角を見据える。

　準備は整った。あとはこちらの総力をもって、敵の本拠地に殴り込むまでだ。














　俺はサツキ、ミィ、シリル、そしてアイリーンの四人を連れて、木漏れ日の落ちる森の中を進んでいた。

　昨日降った雨の影響で、周囲の木々の葉からはいまだにぽつりぽつりと水滴が落ちている。

「それにしても、本当オークにしか見えねえよなぁ」

　後ろを歩くサツキが、俺の姿を見ながらそう感想を漏らす。

　ちなみに彼女の体はロープでぐるぐる巻きにされており、その後ろの三人も同様だ。

　少女らを一ひと括くくりに拘束したロープの先端は俺が握っており、彼女たちを連行するようにして引っ張っていた。

「それはそうだろう。変装デイスガイズの呪じゆ文もんでオークの姿をとっているのだから、そうでなければ困る」

「何も知らなかったら間違って斬きっちまいそう」

「なるほど。そうならないように気を付けることにしよう」

　今の俺は変装デイスガイズの呪文を使って、自分の姿をオークへと変えていた。

　そのオークの姿をした俺が、ロープで縛られた少女たちを連れ歩いている。

　つまり外から見た絵では、いまの俺たちの姿は「オークに捕らえられた四人の少女たち」という構図になる。

　なお変装デイスガイズは変身メタモルフオーゼよりも下位の呪文であり、変身した生き物の能力までを得られる呪文ではない。

　いわばハリボテの姿変えの呪文であり、いまの俺はオークの姿はしていても、オークの怪力を持っているわけではない。

　ただ、姿を変えたまま呪文を使うことができるし、見た目だけなら衣服や装備ごと変えられることもあって、状況によってはこちらのほうが使い勝手が良いこともある。

「でもウィル、確かそろそろだよね？　僕この辺り見覚えがある気がする」

　最後尾を歩くアイリーンが、きょろきょろと辺りを見渡しながら言う。

　確かにこの辺りは、俺が偵察帰りにアイリーンと出会った場所とほど近い。

「そうだな。そろそろ『目』を飛ばす頃合いか」

　俺はその場で一度立ち止まると、魔法の目ウイザードアイの呪文を唱えた。

　呪文が完成すると、俺のすぐ前に透明不可視の「目」が現れる。

　その「目」は俺の目線と同じぐらいの高さに浮いており、俺の意志で、人が歩くぐらいの速度で動かすことが可能だ。

「偵察をする。少し待っていてくれ」

　俺はそう仲間たちに告げると、「目」をこれから向かう先へと進行させた。

　そして己のまぶたを閉じ、自身の視界のチャンネルを「目」へと合わせる。

　すると、「目」に見える景色が、俺の視界へと映し出された。

　俺はそのまま、「目」を進ませていく。

　しばらく進むと、目的地の集落が見えてきた。

　フィノーラたちが元々暮らしていた集落で、いまはオークたちに支配されていると思おぼしき場所になる。

　集落の入り口には一体のオークが見張りとして立っていた。

　その奥、集落の内部を見ても、あちこちにオークが闊かつ歩ぽしているのが見える。

　俺はその様を確認しながら、「目」に見張りのオークの横を通り抜けさせ、集落の中へと進めていった。

　相も変わらず、あちこちに横たわったエルフの死体は野ざらしの状態だった。

　ひどいものになると、焚たき火び跡の近くで「食い散らかされた」ものもある。

　俺はそれを見て、生理的な嫌悪感と怒りを覚える。

　そしてサツキたち四人にも、「こういった状態であること」は事前に伝えておく必要があると感じた。

　事前の心構えなしでこれを見たら、彼女たちがその場で感情的になって行動してしまい、それによって作戦が破は綻たんする可能性が高い。心構えのための事前情報は重要だ。

　そしてそれは、「それ以外の光景」に関しても同様だろう。

　俺が「目」を進めていくと、集落のあちこちで、一人のエルフの女に複数のオークが群がっている光景が見てとれた。

　木漏れ日による清すが々すがしい朝日の落ちる中で展開されるその光景は、何の冗談かと思うほど不似合いで、無惨だった。

　それを見る「目」が音声までを伝えてくれないことは、幸いと言うべきなのかどうなのか。

　現実感のないその光景は、しかし疑いようもない現実であった。

　だが俺が魔法の目ウイザードアイの呪文を使ったのは、こうした現実を再確認して自身の怒りの感情を増幅させるためではない。

　ミッション達成のために必要な、重要な情報を獲得するためだ。

　俺はその光景を尻目に、さらに「目」を進める。そして集落の中を、くまなく偵察して回った。

　ほどなくして、「そいつ」は見つかった。

　集落にあるツリーハウスの中でも、最も立派な大樹の上に建てられた住居があった。おそらくはこのエルフ集落の長おさが住んでいた住居だろう。

　その住居が建てられた大樹の下部、木の幹を背もたれ代わりにして作られた即席の「椅い子す」に「そいつ」は座っていた。

　いや、あれを椅子とは呼びたくない。

　それは多数のエルフの死体を積み重ねて、上に布敷きをし、無理やり椅子に見立てた代しろ物ものだった。

　そこに座っている主は、確かにオークのようだ。オーク特有の緑色の肌を持ち、豚ぶた面づらをしている。そして巨体だ。

　だがその巨体ぶりが、ほかのオークの比ではない。

　二メートル半ほどの背丈があろうか。俺も人間の成人男性としてやや背が高い方ではあるが、その俺が子供同然にしか見えないほどの大きさだ。もはや巨人と呼んで差し支えないと思える大きさ。

　背丈だけではない。

　そいつは一般オークの肥満体がそのまま巨大化したような形をしていて、その重量感と威圧感は凄すさまじいの一言だった。

　その巨体に加えて、命気オーラだ。

　全身に命気オーラの薄い輝きが見える。

　頭には何か、大型の獣の頭部の骨で作ったような、兜かぶととも冠かんむりともつかない被かぶり物ものをしている。

　その存在が、山積みにされたエルフの死体を押し潰つぶすようにして、我が物顔で座っていた。

　オークエンペラー。

　敵の総大将にして、この騒動の元凶とも言える存在だ。

　いまそいつは、手慰みのようにして何かを口に運んでいた。

　やがて、それが骨だけになったと見るや、無造作に捨て、「次」を要求する。

　エンペラーの傍かたわらには、側近のようにして立つ二体のオークロードと、その周辺で怯おびえるように肩身を狭くしている三体の通常種のオークがいた。

　オークロードのうちの一体が、エンペラーの要求を受けて通常種のオークに指示を出す。

　三体の通常種のオークのうちの一体が、慌てて、オークエンペラーの「椅子」とは別に積んであったエルフの死体から、腕を一本もぎ取った。

　そしてそれを、エンペラーに献上する。

　エンペラーはそれを無造作に受け取り、自らの口へと運ぶ──

　──俺はそこで、「目」を別の方角へと移動させた。

　不快でしかないものを、つぶさに観察しても仕方がない。

　重要なのは、そこにエンペラーがいて、さらにロード二体と、通常種三体がいたということ。

　俺たちが目指すべき目的地は、あそこだ。

　俺はさらに、「目」を使って集落の全体をざっと見て回る。

　そこで見た光景は、それまでに見たものと大差はなかった。

　そして俺はその後、集中を切って一つ息を吐いた。

「……どうだったですか？」

　まぶたを開くと、ミィがそう聞いてきた。

　サツキ、シリル、アイリーンもいる。

　視界に地獄はなく、ただ平和な森の中の風景と、優しい仲間たちがいるばかりだった。

「…………」

　言葉を失ってしまった。

　俺はこれからこの少女たちを、あの地獄へと連れていくのか？

　ここでエルフたちとの契約を打ち切って、見なかったことにしてしまえば──

　そもそもあそこに救うべき対象などいるのか。

　もうすべてが手遅れなのではないのか。

　何のために戦うのか。

　何のために俺と、俺の仲間たちの命を賭かけるのか。

「……キミたちに、ここで確認をしておきたい」

　俺は仲間たちを見渡し、そう口を開いた。
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　仲間たちはロープでぐるぐる巻きにされており、彼女たちから俺の姿はオークに見えているはずだ。

　締まらないことこの上ないが、致し方ない。

　俺は続く言葉を紡いでいく。

「この先に広がる光景は、まごうかたなき地獄だ。そこに厳然としてあるこの世の地獄だ。エルフたちはその生命と尊厳と肉体を、無惨に蹂じゆう躙りんされ陵辱されている。この先に進めば、俺たちもその仲間入りをしないとは言い切れない。──俺たちはまだ、いまならば引き返すことができる。それでもこの先に進みたいと、キミたちはそう思うか？」

　仲間たちに、そう問うた。

　冒険者をしていればいつだって命の危険は付き物だが、冒険者として立ち向かうべきでないリスクも存在する。

　俺はサツキ、ミィ、シリルの三人を見渡して、報酬の確認をする。

「成功報酬は金貨二百枚だ。一人当たり金貨五十枚の報酬は、一般的なＤランクのクエストを五度クリアするのに匹敵する報酬であり、日雇い労働者の三ヶ月分の賃金に相当する額だが、『その程度』と言うこともできる」

　もちろん「一般的なＤランクのクエスト」にだって、命の危険は存在する。それはどんな冒険にも皆無ではない。

　ちなみにアイリーンに関しては、報酬すらも関係ない。彼女が動いているのは完全に情であり、己の正義のためだ。

　俺は彼女に向かっても語りかける。

「アイリーンも、いま一度よく考えてほしい。それが自分の命を賭として守るに値する信念なのか」

「……それは僕に、エルフたちを見捨てろってこと？　お互いに助け合う良き隣人であろうって、さっき約束したばかりだよ僕は」

　アイリーンは少しカチンときた様子で、俺のほうを睨にらみつけてきた。

　さすがに頑固だ。アイリーンらしいと言えばらしいが──

「ああ、その選択肢も視野に入れるべきだと言っている。所しよ詮せんは『大して親しくもないエルフの命』だ」

「……ねぇウィル、それ本気で言ってるの」

　アイリーンの怒気が増す。ほとんど殺気と言っていいほどの威圧。

　だが俺も、ここで退くわけにはいかない。

「ああ、本気だ。なお先に言っておくが、この中の誰か一人でも先に進むと決めた場合、俺はそれについていく。つまりアイリーン──キミが先に進むと決めたなら、俺はキミ一人をあそこに向かわせるつもりはないから、キミをサポートするために俺もキミと一緒に行く。これは俺の意志だ」

「……はあっ？」

　俺の言葉を聞いたアイリーンは、素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「だ、だって、ウィルはあのとき、僕の想おもいに自分の命は賭けられないって言ってたじゃない」

　アイリーンが言う「あのとき」とは、俺が鷲わしの姿で偵察から帰る際に、アイリーンと出会ったときのことだろう。

　そして確かに俺も、そのようなことを言ったと記憶している。

　だが──

「いや、それに関しては気が変わった。冷静に考えれば、アイリーンを見捨てるという選択肢は俺の中であり得ない。俺にとってキミは、とても大切で、絶対に失いたくはない、かけがえのない──親友だ」

「ですよねっ！」

　アイリーンは何な故ぜかズッコケた。

　サツキ、ミィ、シリルの三人がそれを見て失笑し、肩をすくめている。

　よく分からないが、さておき。

「重要なのはここから先だ、アイリーン。キミが進み、俺がそれについて行くとなれば、サツキやミィやシリルだってついてくると言うかもしれない」

「……うん」

「つまりキミの決断が、彼女らの命を脅かすかもしれないわけだ。俺がエルフの命を『所詮』と言っているのはそういう意味だ。俺にとって、さほど親しくないエルフたちの命よりも、サツキやミィやシリルやアイリーンの命のほうが何万倍も大切なんだ」

「…………何だよそれ。卑ひ怯きようだよそんなの」

　俺の言葉を聞き、アイリーンは思いつめた顔でうつむいてしまう。

　だがこれは必要なことだ。今回ばかりは、彼女に短慮で動かれては困る。

　そして彼女に短慮をさせないためには、社会常識よりも情に訴えかけるほうが的確だ。

　だが短慮でなく、しっかり悩んだ末に出した結論ならば、それを否定するつもりはない。

　そんなことを思っていると──

「……じゃあさ、そう言うウィルはどうなのさ」

　アイリーンがむくれた様子で、そう聞いてきた。

「ん……？　どうというのは、何についてだ？」

「だから、僕たちにそうやって聞いているけど、ウィル自身はエルフたちを助けたいのか助けたくないのか、どうなのかって聞いてるの」

　俺から問い詰められたことへの意趣返しなのか、アイリーンは詰問するように俺に詰め寄ってきた。

　それに対して俺は、少し考える。

　俺はエルフたちを助けたいのかどうかと聞かれれば、それはもちろん──

「ああ、俺は彼女らを救い出したい」

「そうなの？　なんで？　報酬のため？」

「いや、目的が金銭報酬だけならすでに下りているな。それでも俺が前向きな理由はと考えれば──おそらくアイリーンのそれと大差はないだろう」

　その俺の返答に、アイリーンはきょとんとした様子を見せた。

「……僕と、同じ理由？」

　俺はそのアイリーンに向かって、強くうなずいてみせる。

「ああ。俺の中の『正義感』の賜たま物ものとしか言いようがない」

「……ウィルの正義感」

「そうだ。より厳密に言えば、俺の中の正義感というエゴイズムを満たすため、ということになるがな。ほかの誰のためでもない。俺自身の欲求のためにそうしたいということだ」

　俺はそうアイリーンに説明した。

　悪を滅したい、あるいは正義を為なしたいと思うのは、それもまた俺という人間の自然な欲求の一つなのだろう。

　俺にとってエルフたちを救いたい、オークどもを滅ぼしたいというのはそういうことで、決して大義などではなく、俺自身の望みであり欲望であるというのが本質なのだろうと思う。

　それを偽善と呼ぶかどうかは人それぞれだろうが、俺にとってそれはどちらでもいいことだ。別に誰かから善人だと認められたいわけでもない。

　一方、その俺の返事を聞いたアイリーンはというと、

「そっか。──ふふっ、ウィルらしいね」

　などと言ってくすくすと笑っていた。

　しかし一方で、だからこそ釘くぎを刺しておかなければならないことがある。

「だがそれはあくまでも俺のエゴだ。誰もが大義のために命を張るべきだとは、俺は思わない。皆それぞれに思うところがあるだろう。引き返すならここが最後の分ぶん水すい嶺れいだ。よく考えて決めてほしい」

　俺はそう言って、仲間の少女たちを見渡した。

　当然のことだが、彼女らは俺の目的のため意のままに動かしていい駒こまなどではない。それぞれに意思を持った仲間なのだ。

　すると少しの沈黙の後、シリルが口を開いた。

「──ねぇ、ウィリアム。私の意見を言ってもいい？」

　彼女が俺を見つめる眼差しは、真剣で力強いものだった。

　俺が先をうながすと、シリルはうなずいて続く言葉を述べる。

「勘違いされると困るのだけど、想いで動くのはウィリアムやアイリーン様だけじゃないわ。報酬に関係なく、私にだって正義がある。私はオークどもを許せないし、救えるエルフの命があるなら救いたい──私はこの自分の信念を曲げて生きたくはないわ。たとえそれが、目の前にあるものだけしか見ていない、偽善に似た信念だとしても」

　シリルは神官衣に包まれた立派な胸に手をあてて、そう訴えかけてきた。

　そして、もう一人。猫耳をぴょこぴょこと動かしながら、獣人の少女が口を開く。

「ミィもオークどもは許せないです。片っ端から喉のど笛ぶえを掻かき切ってやらないと気がすまないです。それにウィリアムがここまで来たからには、十分な勝算があるのですよね？」

「ああ。百ではないが」

「だったらいつも通り、ミィはそれに乗るです。ミィたちは冒険者をやっているです。命の危険なんて考えすぎていたら何もできないです」

　そしてそのミィに続き、サツキも口を開く。

「あのさ、なんかときどき思うんだけど、ウィルってあたしらの保護者か何かのつもりでいるんじゃねぇ？」

「むっ……？　いや、それは……」

　……ない、とは言い切れないか。

　これに関してはサツキの言う通りかもしれない。

　それからサツキは、わざとなのか自然なのか、気楽な様子で先を続ける。

「頼りないかもしんないけど、あたしらウィルの『仲間』だよ。だから、なんて言うかさ──まああれよ、大船に乗ったつもりで任せとけってこと！　オークの親玉だろうが何だろうが、あたしが全部まとめてぶった切ってやるからさ！」

　そう言ってサツキはニッと笑う。

　俺はそれを聞いて、つい口元が緩んでしまった。

　無茶苦茶だ。サツキにかかると、計算も何もあったものではない。

　そしてそのサツキには、アイリーンが横から茶々を入れる。

「えー、サツキちゃんには無理じゃないかなぁ？　虚勢張らないで僕に任せておけば？」

「う、うるせぇな！　こういうのは気分の問題だ！　バーンッとやってドカーンってぶっ飛ばしゃいいんだよ！」

「あはは、これじゃサツキちゃんには任せられないよね～。ね、ウィル？」

「ふふっ、そうだな」

「えーっ!?　ウィルまで！　ひどい！」

　サツキにそうして泣きが入ると、その場の皆に笑いが広がる。

　不思議なことに、いつの間にか場が温まっていた。

　そして何より、皆の意志は固まっていた。

　俺は総括として、少女たちを見渡して言う。

「では満場一致で『進む』でいいか？　繰り返しになるが、この先に広がっているのは地獄のような光景だぞ？」

　そう問うと、アイリーンが分かってないなぁという顔をして言った。

「だから僕たちが殴り込んで、その地獄をぶち壊してやるんでしょ？」

　その自信たっぷりのアイリーンの顔を見て、俺は一本取られたなと感じる。

「ああ、そうだな。──では行くか、地獄をぶち壊しに」

　俺の言葉に、少女たちは思い思いに賛同の返事をしたのだった。
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　仲間たちの決意を確認した俺は、あらためて作戦の遂行を開始する。

　少女たちを拘束したロープを引いて、オークたちに支配されたエルフ集落へと向かって歩みを進めた。

　しばらく進むと、集落の入り口に立ったオークの見張りの姿が見えてきた。

　そのまま進んで行くと、その途中で見張りのオークがこちらに気付いた。

　彼はこちらに歩み寄ってくると、オーク語で声をかけてきた。

『よう兄弟、大収穫じゃねぇか。へへっ、俺にも一人恵んでくれよ』

　そう言ってオークの見張りは、サツキたちの横手に回り込んで少女たちをじろじろと物色し始めた。

　サツキたち四人は、誰も暗い顔でうつむいている。もちろんそれは演技なのだが。

　一方、行く手の先の集落からは、オークの何体かが俺たちのほうを興味深そうに窺うかがっていた。

　ここで騒ぎを起こすのは、当然ながら望ましくない。

　だがそんなこちらの都合を、見張りのオークが斟しん酌しやくしてくれるはずもない。

『ぐっへへへ……俺はこの胸のでけぇ神官が好みだぜぇ』

　そう言って見張りのオークは、その武骨な手をシリルの顎あごへと掛けようとした。

　俺はすぐさま、オーク語でこう言ってやる。

『やめておけ、大将への貢ぎ物だ。手を付けたとあれば殺されるぞ』

　俺のその言葉で、シリルの顎に手を伸ばそうとしていたオークは、びくりとその手を引っ込める。

『……え、エンペラー様への貢ぎ物か。あぶねぇあぶねぇ。道理でうまそうな獲物が揃そろってると思ったぜ。あー、クソッ、にしても食いてぇなァ～！』

『ほかに用がなければもう行くぞ』

『あァ、さっさと行け。目の前でうまそうな女どもにちょろちょろされたんじゃたまんねぇ。あー、壊れたエルフの女でもいいからぶち壊したくなってきたぜ。早く当番終われっつーんだよ』

　そう悪態をつく見張りオークを尻目に、俺はサツキたちを連れて集落の中へと進んでいく。

　その折、後ろからこんなオークの声が聞こえてくる。

『……ケド、あんな兄弟いたっけかなァ？　……まァいっか』

　一瞬、密ひそかに呪文を行使することを検討したが、どうやら大丈夫だったようだ。

　俺たちはそのまま、集落の中を進んでいく。

「……ふぅ。結構どうにかなるもんだな」

　後ろから、小声によるサツキの言葉が聞こえてくる。俺は後ろを向くことなく小声で返す。

「ああ。オークは基本、愚鈍だからな」

「そっか。……けどウィル、オークの言葉とか喋しやべれるの？　あの見張りのオークと話してたように見えたけど」

「いや、さすがにオーク語を勉強して習得するなどということはしていない。これはあらかじめ言語取得ボロウランゲージの呪文を使っておいたことで、一時的に喋れるようになっているだけだ。──それよりも、あまり口を動かすと怪しまれるぞ」

「おう、そうだな」

　俺たちの存在は、明らかに周囲のオークたちの目を引いていた。そいつらに気付かれるような喋り方はしていないが、油断は禁物だ。

　そしてもう少し進むと、集落内の不快な光景がこれでもかというように広がり始めた。

　サツキたちもうつむく素振りをしているとは言え、あれらが見えていないということはないだろう。

　何よりもエルフの痛ましい悲鳴と、オークたちの下卑た笑い声があちこちから聞こえてくる。

　俺もそうだが、心中穏やかでないのは間違いないだろう。

　だが俺たちは、それに見て見ぬふりをして前へと進む。

　ここで騒ぎを起こしたら、すべてが台無しになる。

　誰か一人でも我慢できずに飛び出してしまったらおしまいだ。

　そのことはあらかじめ入念に伝えておいたから、あとはもう彼女たちの忍耐を願うしかないのだが──

　実際には五分にも満たないほどの歩みの時間が、まるで何倍、何十倍という長い長い苦役に感じられた。

　聞こえてくる悲鳴が、なぜ見捨てるのかと非難する声にさえ聞こえてくる。

　正気が徐々に、どす黒い何かによって侵食されていくような、そんな時間。

　──そして、やがて。

　うまそうな女だと寄ってきたオークをトータルで五体、適当な言葉であしらった頃に、ようやく目標の姿が見えてきた。

　このエルフ集落でも、最も立派な巨木にこしらえられたエルフの住居。

　その巨木の下に、そいつは自らがこの世の支配者であると言わんばかりの態度で鎮座していた。

　その姿は、まだだいぶ遠くだというのに、距離感が狂ったのかと思うほどに巨大だ。

　オークエンペラー。体長二メートル半にも及ぶ、巨人のごときオークだ。

　その傍らに二体のオークロードと、三体の通常種のオークがいる。

　彼我の距離は、およそ百歩分ほど。

　俺は歩調を速めることも、緩めることもなく、それの元へと進んでいく。

　俺の手には、サツキたちを引くロープ。

　サツキたちを拘束したロープには綱絡みエンタングルの呪文が掛けられており、俺の命令一つでロープが自らの意志を持つかのように一瞬で解けるようになっている。

　目標に向かって進む。残り八十歩ほど。

　俺はあらかじめ念話テレパシーの呪文をつないであるフィノーラに、作戦開始を伝える。

『こちらウィリアムだ。間もなくオークエンペラーを攻略する』

『了解した。ならばこちらも攻撃を開始する。……死ぬなよ。報酬を渡す相手がいなくなって丸まる儲もうけをしても嬉うれしくはない』

『当然だ。無事に勝利して満額を受領させてもらう。色を付けてもらっても一向に構わんがな』

『そうか。働きを評価すると随分高くなりそうだが、考えておこう。では健闘を祈る』

　それだけ話して通信を終了した。

　短いやり取りだが、それで十分だ。必要なことはあらかじめ伝えてある。

　さらに進む。残り三十歩ほど。

　この集落に突入する前に、エルフの魔法薬は飲み干してある。

　果実とハチミツが合わさったような爽やかな甘みを凝縮したような霊薬が体中に広がり、俺の魔マ素ナを最高の状態まで回復していた。コンディションは万全だ。

　なおも進む。残り二十歩ほど。

　俺はそこで足を止め──

『──匂におうな』

　そのときオーク語でそう発したのは、悪趣味な玉座に鎮座したままのオークエンペラーであった。

　そいつは手に持って「食事」をしていた「脚」を、おもむろに振りかぶる。

　驚いた様子を見せる側近のオークたちを尻目に、エンペラーは言う。

『メスだけじゃねぇ、人間のオスの匂い──何だテメェ』

　そう言うや否や、振りかぶった「脚」を勢いよく、俺に向かって投げつけてきた。

「──解放リリース！」

　俺はとっさに、綱絡みエンタングルの呪文に命令を下した。

　その一方で、飛来し迫りくる「脚」。

　おそらくすでに死体となったエルフのそれだろうが、それを痛ましいと思う間もない。

　それは俺に直撃しようとして──

　直前で、瞬速で間に割り込んだ人影が、盾を使ってその「脚」を弾いた。

「脚」は、そのまま近くの地面に転がる。

「助かった、アイリーン」

「そうさせるつもりで縄を解いたくせに」

　割り込んだ人影はアイリーンだ。

　そしてアイリーンばかりでなく、サツキとミィも俺の前に立ち並び、シリルが俺の傍らへとつく。

「ったく、ここに着くまで頭がおかしくなるかと思ったぜ」

「まったくです。今すぐオークどもをぶち殺したいです」

「ミィに同感。我ながら神官ホーリーオーダーとしてどうかと思うけれど、でもね」

　彼女たちのこんな暴力的な声の響きを聞いたのは初めてかもしれない。

　だが、それもやむを得ないことだろう。

　俺も腹の奥の深い部分では、解放を求める暴力的な想いがぐつぐつと煮にえ滾たぎっている。

　そんな俺も、もはやその怒りをぶつけるべき対象と同じ姿をしている理由はない。

　変装デイスガイズを解いて、本来の姿を現す。

　そしてただちに、次の呪文の詠唱を開始した。

『あァン……？　何だテメェら。人間に猫人族ミヤール──わざわざ俺に食われに来たのかよ、ネズミが』

　オークエンペラーが、エルフの死体を積み上げた玉座から億おつ劫くうそうに立ち上がる。

　そして傍らに立てかけられた巨大すぎる棍棒を手にし、俺たちを見下ろし──そして『ほぅ』と言って、少し感嘆したような表情を見せた。

『おいおい、「使える」女が三人もいやがるのか。──ハッ、面白れェ！　最高の獲物どもが自分から飛び込んできやがった』

　そう言うと、オークエンペラーは大きく息を吸い込む。

　そして──吠ほえた。

『──おい野郎ども、いますぐ全員俺のところに来い！　三十数えるうちに来ないやつはぶち殺すぞ！』

　それは怒号のような、凄まじい大きさの声だった。

　ビリビリと空気が震える。

　拡声ラウドヴオイスの呪文もかくやという声量で、その声は集落じゅうへと広がったように思えた。

　この集落にいるすべてのオークを呼び寄せて、数で圧殺しようという魂胆のようだ。

　アイリーンやサツキの戦力を的確に把握し、少数での真っ向勝負は危険と判断したのかもしれない。豪放なように見えて意外に怜れい悧りな戦術だ。

　そして実際に、こちらがいかに精鋭揃いであろうとも、この集落全体から百近い数のオークが集まってきて囲まれれば、俺たちが生き延びられる道理はない。

　二十や三十ぐらいまでをどうにか打ち倒したあたりで、一人、また一人と蹂躙され始めるのは目に見えている。

　そして、その頃に満を持してロードやエンペラーが介入してくれば、サツキやアイリーンすらも容易たやすく打ち破られるだろう。

　──だが、当然ながらそうはさせない。

　俺は先ほどから詠唱していた、そのための呪文を完成させる。

「──異空間の扉デイメンジヨンゲート！」

　俺の魔力は一瞬で地面を走り、俺を中心とした五十メートル四方ほどの大地に「それ」を生み出した。

　それは、地面を壁に見立てて現れた、巨大で怪奇な姿をした「扉」だった。

　その「扉」が、それがまるで幻術であるかのように、その上にいる生き物──俺たちやオークどもをすり抜けて、開く。

「扉」が開き、大口を開いた地面は、虚無の闇と化していた。

　その闇は、範囲内にいた俺たちとオークたちをすべて呑み込み──

　そして、再び「扉」が閉じた。
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　そこは暗闇だった。

　あたり一面、漆黒の闇が支配する空間。

　そうでありながら互いの姿は見えているという不思議な状態だ。

　景色がまったくないから宙に浮いているような感覚にもなるが、しかし足元には確かに地面がある。

　その不思議な場所に、異空間の扉デイメンジヨンゲートに取り込まれた者たちがいた。

　まずは俺。

　そして俺の前には、アイリーン、サツキ、ミィの三人の背中があって、俺の傍らにはシリルがいる。

　一方、俺たちから二十歩ほどの距離を隔てた向こうには、オークエンペラーの巨体と、オークロードが二体、それに通常種のオーク三体がいた。

『ンだこりゃあ！　──クソッ、どこなんだよここは！　あの人間野郎の仕し業わざか……！』

　オーク語でわめきたてるのはオークエンペラーだ。

　ほかのオークたちも、どうしていいか分からないという様子でうろたえている。

　だがそれと比べ、こちらの面々はあらかじめ、この異空間に入れて予行演習済みだ。

　アイリーン、サツキ、ミィの三人は直ちに敵に向かって駆け出し、シリルは奇跡の行使のために手を組んで祈りを捧ささげはじめる。

　そして俺も無論のこと、次の呪文の詠唱を開始した。

　──まずはこの、奇襲。

　先手を取った攻めで、どこまで優位をもぎ取れるかが、勝負の一つの鍵かぎになる。

　今回の作戦。単純な戦力量ではオークどもに劣り、なおかつ捕虜まで取られている状態から状況をひっくり返すには、敵の頭脳となる中枢を叩たたく必要があった。

　ここを叩いてしまえば、指揮系統が混乱したオークどもは烏う合ごうの衆しゆうと化すだろう。

　しかし中枢であるオークエンペラーを叩こうにも、そいつがいるのは敵の拠点のド真ん中だ。

　この問題をクリアするため、変装デイスガイズや言語取得ボロウランゲージなどの呪文を使った潜入工作を試みた。

　これは最後の最後でエンペラーに気付かれたものの、目的は十全に達することができたと言えよう。

　だが、そうやって敵陣のド真ん中にどうにか潜り込むことに成功しても、そのまま戦いを始めてしまえば、当然ながら周囲のオークたちが集まってきてしまう。

　またオークエンペラー及びその側近は、オークどもが集まってくる前に瞬殺できるような相手ではない。

　故に普通に戦いを始めれば、いずれ大多数のオークに取り囲まれて、こちらがいくらアイリーンなどを含めた精鋭と言えど、数の力に蹂躙されてしまうことは容易く予想できることだった。

　なので次の一手として打ったのが、異空間の扉デイメンジヨンゲートの呪文を使って敵の中枢のみを隔離し、多数のオークがいる戦場から分断するという作戦だ。

　そしてこれも、結果は上々。

　見事、俺たち五人とオークエンペラー及びその周辺の側近たちだけの戦場を作り出すことができた。

　だがこれだけトントン拍子に事が運んで、ようやく互角の土俵に立ったところだ。

　いや、その互角というのも、少々怪しいぐらいかもしれない。

　単純な物理戦闘能力を突き合わせれば、こちらのほうがいまだ不利だ。

　Ｂランク相当のオークエンペラーとアイリーンが互角。

　Ｃランク相当のオークロード一体とサツキが互角。

　ここまではまあいい。

　だがもう一体のオークロードと三体の通常種のオークをミィとシリルの二人でどうにかするというのは、ミィが命気オーラを幾分か扱えるようになったと言っても、かなり無理のある注文だ。

　ミィではいまだオークロードに及ばないだろうし、シリルも三体のオークを相手にできるような武器戦闘の技量はない。

　ここを何とかしないと、互角の拮きつ抗こう状態は作れない。

　そして何より、「互角」では「足りない」のだ。

　当然ながら、俺たちは誰一人として命を落とすわけにはいかない。

　ならば「圧倒」できるだけの状況を作らなければならない。

　そのためには、まずは突然に異空間に連れ込まれたことによって狼ろう狽ばいしているオークたちに、先制攻撃による洗礼を浴びせることだ。

　これで何体かのオークを始末できれば、戦局はだいぶ楽になるのだが──

　しかし、やはりそうは問屋が卸してくれないようだ。

『チッ！　おいテメェら何ボサッとしてやがる！』

　オークエンペラーの反応力、そして不測の事態に対する臨機応変の対応能力があまりにも高すぎたのだ。

　そいつは部下に檄げきを飛ばしつつ前に出てくると──

『ッらあ！　ネズミが粋がってんじゃねぇ！』

　──ゴオッ！

　唸うなりをあげる勢いで、その巨大な棍棒を横殴りに振り回してきた。

　その棍棒が向かう先には、オークの目の前まで接近していたアイリーン、サツキ、ミィの姿。

　あれを回避するために突進の勢いを殺されては、奇襲の機会を逸してしまう──

　──ガギンッ！

「ぐぅっ……！」

　だがアイリーンが、その横殴りの一撃を回避せず、盾で受け止めた。

　とは言えアイリーンの小柄な体では、そのまま吹き飛ばされるのが関の山──

「──ぅああああああああっ！」

　アイリーンが叫ぶ。

　衝突の直後、少女の命気オーラが全身から噴ふき上あがり、彼女の小柄な体では普通は受け止められるはずもない凄まじい一撃を、その場で完全にせき止めていた。

『ンだとっ……このガキ……！』

　すべてを吹き飛ばすはずだった棍棒の一撃を、少女一人に止められたオークエンペラーは驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

　だがアイリーンのほうとて、無傷というわけにはいかなかった。

　受けた盾は粉々に吹き飛び、さらには彼女の左腕がだらりと力なく垂れ下がる。

「ぐっ、左腕やられた……でもっ！　──サツキちゃん、ミィちゃん！」

　アイリーンが想いを託したのは、残り二人の少女。

「任せろ！　無駄にするかよ！」

「ミィも仕事はしっかりやる主義です！」

　オークエンペラーの横手を風のように突破していたサツキとミィが、瞬く間にそれぞれ一体ずつの通常種のオークの懐に潜り込む。

「──はっ！」

　サツキは突進の勢いをそのまま活かし、刀カタナをオークの左胸に埋め込んだ。

　そしてすぐさま引き抜くと、

「邪魔だ！」

　命気オーラの乗った前まえ蹴げりで、心臓から血を噴き出すオークの巨体を蹴り飛ばす。

　いったん浮き上がり、それからごろごろと地面を転がっていくオーク。

　そしてサツキはそれを確認することもなく、すぐさま次の一体へと躍りかかっていく。

　一方、ミィはというと──

「遅いです。──あとくたばれです」

　いつの間にオークの背後に回り込んだのか、そのオークが気付かぬ間に背中に飛びつき、その首を素早く短剣ダガーで掻き切っていた。

　それからすぐにぴょんと離れ、オークたちから距離を取る。

　首を掻き切られたオークは、そこから鮮血を噴き出しもがき苦しむ。

　即死ではないが、その生命力が尽きるのは時間の問題だろう。

　そうして通常種のオーク二体の戦力をほぼ削ぎ切り、もう一体もサツキが交戦し圧倒している。

　奇襲はひとまず成功と言って良い結果だった。

　俺はその様子を見て、心の中で三人の少女に賞賛を送る。

　殊ことにエンペラーの攻撃を抑え込んだアイリーンの機転は見事だったと言うほかない。秒をいくつにも刻む速度での戦いの中で、彼女らの判断の的確さには舌を巻くところだ。

　だが、その少女たちの快進撃も、いつまでも続くわけではない。

「──おわっ！　くそっ、まだ倒し切ってねぇってのに！」

「ちっ、来やがったですね……！」

　サツキとミィの前にそれぞれ一体のオークロードが立ちふさがり、攻撃を仕掛けていた。

　サツキとミィはともにその一撃目を回避していたが、その表情に余裕は見られない。

　オークロードは手負いですらアイリーンに冷や汗をかかせた相手だ。

　サツキはともかく、命気オーラを幾分か使えるようになったばかりのミィにはまだ荷が重い。

　それにサツキの前には、もう一体の通常種のオークがまだ残っている。

　サツキがトドメを刺そうとしたところでオークロードの攻撃が介入してきて、サツキは一いつ旦たん退くしかなかったのだ。

　それに──

『クソ生意気なガキが、腕一本で俺とやり合えるつもりかよ！　いいぜ、腕の次ゃあ全身バラバラに砕いてやらァ！』

「くっ……！　盾が使えないとっ……やっぱり、キツイッ……！」

　アイリーンも、オークエンペラーを相手にして余裕があるとは言い難い状況だった。

　エンペラーの剛腕から繰り出される激しい棍棒の連続攻撃を、回避だけでどうにか凌しのいでいるが、それもいつまでもつか分からない。

　アイリーンも隙すきを見て反撃を試みてはいるのだが、回避優先の無理な体勢からの攻撃であることと、エンペラーの外皮と命気オーラの分厚さのせいで、かすり傷程度のダメージにしかなっていない様子だ。

　三人とも、まずい。

　だが俺がいま準備している呪文で援護できるのは、一人だけだ。

「──祝福ブレツシング！」

　そのときシリルが、定番の補助用奇跡を行使する。

　その力の煌きらめきがサツキ、ミィ、アイリーン、そして俺とシリル自身にも宿った。

　祝福ブレツシングは対象に小さな加護を与える奇跡で、大きな効果はないが、何か紙一重という事態が起こった際にはその加護が助けてくれることがある、そういった奇跡である。

　だがその程度でも、ないよりは万倍マシ。

　特に戦力が敵とほぼ均衡しているサツキに関しては、この程度でも大きな助けになるだろう。

　サツキのところは、放ほうっておいていいわけではないが、緊急性は低い。

　となれば、ミィとアイリーンのどちらを援護するか。

　俺は──
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　ミィとアイリーン、どちらも余裕のある状況ではない。

　いわばフィフティフィフティで危険な状態だ。

　こういった、「どちらが正しい選択肢か分からないとき」に取るべき行動は一つ。

　それは「どちらかを選び、その結果を受け入れること」だ。

　当たり前のことのようだが、これは言うほど簡単なことではない。

　何が簡単ではないかというと、「結果を受け入れること」が難しい。

　例えば俺がここでミィの援護のために魔法を使ったとして、その選択の結果、万一「アイリーンが命を落とす」ようなことになったとき、その結果を俺は、「自らの選択の結果」として受け入れられるのかという話になる。

　もしそうなれば、おそらく俺はこう考えるだろう。

　俺だけが悪いわけではない。ここまでに様々な選択肢があり、そのすべてに同意してきた仲間たちにも責任はあるし、それで命を落とすアイリーン本人にだって──いやそもそも、ろくに勝算のない戦いに挑もうとしていたエルフたちにこそ問題が──

　そのようにして俺は、受け入れがたい結果を前にすると、それを自分以外の誰かの責任にしようとするだろう。

　結果を「ありのままに受け入れる」ことをせず、責任の所在を求めようとするだろう。

　そんなことをしたって、死んだ者が蘇よみがえるわけでもないのに、だ。

　こうした思考の流れは、およそ人間という生き物に共通して働く本能的な心の動きであると思うし、俺もまた例外ではないというだけの話だ。

　だがそれが人間らしい愚かさであるとするなら、それに抵抗するのは人間の理性であろう。

　そしてその場合の理性とは、常に最適解を選び続ける万能の知性を意味するものではない。

　人の知性は常に完全ではない。

　俺のここまでの選択にも、いくつも誤りと評価すべきものがあったかもしれない。

　だが──いや、だからこそ俺にできるのは、自らの選択の積み重ねの結果を受け入れることだけだということだ。

　そのときどきの自らの決断の積み重ねだ。

　結果がどうなろうと、自らの生き様の結果として受け入れること。

　それがたとえ、愛する仲間の死であろうとも。

　その結果を、現実をまずありのままに受け入れなくては、そこから一歩も前に進めなくなる。

　だが、そうは言っても。

　そんなことにはならないように、俺はこれまでの決断をしてきたつもりだ。

　百ではないが、九十五を下回るような選択をしてきたつもりもない。

　ならばいまは、その自身の軌跡を信じるまで。

「──身体能力増強フイジカルバースト！」

　俺は決断をする。

　ミィを対象として、用意していた呪文を発動した。

　俺が掲げた杖つえの先から魔力の光が飛び、その光がミィを包み込むと──

「えっ……？」

　ミィの驚きの声。

　その一拍のちに──

　──ゴォオオオッ！

　ミィの体から、溢あふれんばかりの力の奔流が光となって湧わき上がった。

「な、何ですかこれ……？　ウィリアムの魔法ですか？　すごいです、体の奥から力が湧いてきます！　止まらないです！」

　ミィが自分の体の異変に、戸惑いと興奮が混じった声を上げる。

　──身体能力増強フイジカルバースト。

　対象の全身体能力を同時に増強する呪文である。

　敏びん捷しよう性せいに対する効果に限って言えば加速ヘイストのほうが上だが、筋力なども含めた身体能力全般を同時強化できる点が強みの高位の補助呪文だ。

「ミィ！　それで目の前のオークロードをやれるか」

「あ、当たり前です！　これでやれなかったらただのバカです！」

　そう言うミィの頭上から、オークロードの棍棒がゴウと音を立てて振り下ろされる。

　だが──

　──ヒュッ！

　ミィの姿が風のようにかき消えた。

　オークロードの棍棒による一撃は、完全に空を切る。

　そして──ブシュッ！

　一瞬の後にはオークロードの喉のどが深々とえぐられ、血が派手に噴き出していた。

　タン、タンとステップを踏んでオークロードの後方へと離れるミィの手には、逆手に握った血塗られた短剣ダガーがあった。

「ははっ、噓うそみたいです……！　さっきまであんなに硬くて刃が通らなかったのに、楽勝です」

　ミィは依然として興奮しているようだった。

　だが多少舞い上がっていたとしても、彼女がオークロードに後れを取る可能性はもはや皆無に近いだろう。

　ミィのほうはこれで問題ない。

　問題があるのは──

　俺は次の呪文詠唱を続けながら、アイリーンの戦いの様子へと視線を向ける。

『──チッ、ちょこまかとうぜぇんだよメスガキが！　だがそろそろテメェの速さにも慣れてきたぜ。どこまでよけ切れるかやってみろや！』

「くっそ、硬すぎる……！　このままじゃ、まずい……！」

　アイリーンとオークエンペラーの戦いは、速さと硬さの勝負だった。

　アイリーンの剣はオークエンペラーにかすり傷レベルの軽傷をいくつも与えていたが、致命傷になるにはほど遠い。

　対するオークエンペラーの攻撃は、アイリーンに一度も命中していなかったが、徐々に危ういシーンが増えてきているように見えた。

　そして、ついに──

「うぎっ……！　──うああああああっ！」

　前の回避で体勢を崩したアイリーンの胴へと、オークエンペラーの巨大棍棒が横よこ薙なぎに直撃した。

　インパクトの瞬間アイリーンの体がパッと命気オーラの輝きに包まれるが、それで衝撃を吸収し切れることはなく、少女の体は錐きりもみしながら吹き飛ばされた。

　そして、異空間の真っ黒い大地をごろごろと転がり──

「がはっ、げほっ……くぁっ……く、そぉ……！」

　大ダメージを負った様子ながらも、どうにかといった様子で立ち上がるアイリーン。

　その瞳ひとみから、闘志は失われていない。

　それを見て俺は、内心で胸をなでおろす。

　一瞬肝を冷やしたし、重傷なのも間違いないが、致命傷は避けられたようだ。

　そしてアイリーンには悪いが──これは「予定」通りではないにせよ、まだ俺の「想定」の範囲内だ。

　アイリーンの防御力ならば、頭部に直撃でも受けない限り致命傷にはならない。

　そしてアイリーンが、オークエンペラー程度の速さの攻撃に頭部への直撃を許すことはあり得ない。

　つまり──アイリーンなら一撃までは直撃をもらっても耐えられるという計算は、俺の中に確かにあった。

　そういう計算をするのが人としてどうかという意識はあるが、シビアな局面ではそういった人間性を犠牲にした理性も必要になってくる場合がある。

　あとでしっかりケアをしてやる必要はあるだろうが、それはいま考えるべきことではないだろう。

『ハッハァーッ、手ごたえありだ！　俺の一撃を受けてもまだ立てる、その頑丈さと根性は大したもんだがよぉ！』

　オークエンペラーは、それで勝ったつもりでいるようだった。

　アイリーンにトドメを刺そうと地面を蹴る。

　巨体ながらにその速度は恐るべきもので、吹き飛んだアイリーンとの間合いを瞬く間に詰めていくのだが──

　しかし、それでは遅い。

　いまの一撃でアイリーンを戦闘不能に追い込めなかった時点で、すでに勝負はついている。

「──身体能力増強フイジカルバースト！」

　俺はミィに使ったのと同じ呪文を、アイリーンにも発動した。

　アイリーンが魔法の光に包まれ──

『ッらあ！　くたばりやがれクソガキ！』

　そこに、突進してきたオークエンペラーの巨大棍棒が振り下ろされる。

　だが。

「──ううん、違うよ」

　アイリーンがオークの言葉が分かっているかのような言葉を発した。

　いや、おそらくは戦士の勘なのか。

　そして──キンッ。

　アイリーンの命気オーラを纏まとった剣が、振り下ろされたオークエンペラーの棍棒を絶妙の角度とタイミングで受け流した。

　巨大棍棒は、アイリーンの横の異空間の地面に突き刺さる。

『なっ……!?』

「くたばるのは、そっち」

　──ずぶり。

　オークエンペラーの分厚い胸板に、一瞬で懐に飛び込んだ満まん身しん創そう痍いのアイリーンの、片手で突き出した剣が埋まっていた。

　満身創痍と言っても、その少女の命気オーラには一片の陰りもない。

　そこに身体能力増強フイジカルバーストの魔力の光が乗った少女のまばゆいばかりの姿は、半ば神々しくさえあった。

『ガ、ハッ……！　なっ……ん、だと……!?』

「──終わりだよ、オーク」

　アイリーンは残像を見せるような速度で剣を引き抜くと、さらに瞬く間に二度、命気オーラを纏った剣を振るった。
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『グガアアアアアアアッ……！』

　斜め十字に深々と体を断ち切られたオークエンペラーの巨体は、傷口から噴水のように血を噴き出して倒れた。

　それがオークエンペラーの最後だった。

　そして残る戦いの風景も、ほぼ同時に決着していた。

　自らの担当であったオークロードをあっという間に倒したミィが、サツキの戦いへと加勢し、残るオークとオークロードをサツキと二人で連携して倒したのだ。

　そうして戦いが終わったのを確認して、俺はアイリーンのもとへと向かう。

　重傷を負ったアイリーンのもとにはシリルが寄り添っていて、治癒の奇跡を行使しているところだった。

「さすがだな、アイリーン。オークエンペラーを相手にハンデ戦をやって、あれだけ戦える騎士はそうはいまい」

「ははっ……ありがと。でもそっちこそまた、とんでもない魔法の威力だね。毎日トレーニングしてるのがちょっとバカバカしくなってくるよ」

「何を言っている、身体能力増強フイジカルバーストは本人の地力があってこそ威力を発揮する呪文だ。アイリーンやミィの本来の実力があればこそあれほどの威力を発揮したまでで、凡百の戦士に使ってもああはいかない。それに効果時間も短い」

「そっか……それなら、ご期待に沿えたようで良かったよ……でも、少し疲れた……ちょっとだけ、甘えてもいいかな……」

「……ん？　構わないが、甘えるとは、どういう──」

「こういう、こと……」

　とさり。

　アイリーンが俺の胸へと倒れてきた。

　俺は慌てて、体重を預けてきた彼女を抱きとめる。

「お、おい、アイリーン」

「いまだけ……お願い……僕、疲れたよ……」

　そう言ってアイリーンは、俺の胸に顔を埋うずめてしまった。

　困った俺は、彼女に治癒魔法を使っていたシリルのほうを見るのだが──

「いいんじゃない？　アイリーン様が一番頑張ったんだし、いまだけって言ってるんだし、甘えさせてあげれば？」

「あ、ああ……」

　シリルにも肯定されてしまった。

　アフターケアが必要だとは考えていたが、こういったものを想定していたわけではないのだが……。

　俺の胸に顔を埋めていたアイリーンが、次には俺のほうを見上げてくる。

「えへへ……ウィルのいい匂いがする」

「……妙なことを言うな。変態かキミは」

「ふふん、変態でいいもーん」

　何だか妙に嬉しそうな様子だったので、特に実害もないし、アイリーンのやりたいままにさせておけばいいかと考えてしまう俺であった。














　オークの総大将を倒した。

　異空間の扉デイメンジヨンゲートの効果が切れると、俺たちは元のエルフ集落に戻された。

　集落で最も大きな巨木の下。

　そこに再び現れた俺たちの周囲には、多数のオークが集まっていた。

　オークエンペラーが異空間に呑み込まれる前に、集落じゅうのオークに集合をかけたためであろう。

　ただオークたちは、突如現れた俺たちと、倒されたオークエンペラーや二体のオークロードなどの姿を見て明らかに狼ろう狽ばいしていた。

　連中にしてみれば、自分たちの中で圧倒的に最強の存在であったリーダーたちが倒されたのだ。

　そしてそれを倒したのであろう人間たちはいずれも健在である。

　いま連中には、俺たちがさぞやとてつもない力を持った怪物に見えていることだろう。

　さて、ここで必要なのは、連中の士気を崩壊させることだ。

　半ば以上まで統率の崩れたオークの軍団を、まったく統率のない多数の個としてバラバラに切り離しつつ、戦意を失わせること。

　そのためにはあと一押し、恐怖と混乱を追加してやればいい。

　そしてこういうときは、実質的な効果の大きさよりも、ハッタリを交えた見た目の派手な呪文を使ってみせたほうが良い。

　俺はそう考えて、呪文の詠唱を開始する。

　するとその俺の行動を見て、取り囲んでいたオークたちのうちの一体、オークジェネラルと思しき個体が、『何をしている、早くあいつらを殺せ！』と、オーク語で周囲のオークたちに命じた。

　だがその命令にも、オークたちは及び腰だった。

　程度の差はあれ、どんな生き物でもたいてい死にたくはないものだ。

　それはオークどもにしても同じで、圧倒的存在であったオークエンペラーやオークロードたちを倒した者たちを相手に、命を賭して立ち向かってこようとするオークはなかなか現れなかった。

　相手を蹂じゆう躙りんできると見れば細かいリスクは考えずに向かってくる愚鈍なオークたちでも、圧倒的不利を感じながらわざわざ襲い掛かってこようとはしないのだ。

　ただ実際のところ、その力関係の構図は向こうのオークが総出で掛かって来れば容易に崩れるのだが、いまのオークたちがそのイメージを持つことはできないだろうし、そうなるように仕組んだのは俺だ。

　そして、オークたちがまごまごしているうちに、俺の火球フアイアボールの呪文が完成した。

　俺の杖の先から放たれた紅ぐ蓮れんのエネルギー球は、部下のオークの背を押して行け行けとけしかけているオークジェネラルへと直撃し、そこを中心に激しい爆炎を巻き起こした。

　爆炎は中心となったオークジェネラルのほか、その周囲にいた十体近くのオークを巻き込んで炸さく裂れつし、その大部分を再起不能にした。

　そしてさらに、それとはまったく関係なしに、取り巻きの後方にいたオークたちが悲鳴をあげる。

　そこには取り巻きの外側から、通常の矢と魔法の矢マジツクアローの雨が降り注いでいた。

　フィノーラが指揮するエルフの軍勢の攻撃に違いなかった。

　そこまでの精度で示し合わせたわけではなかったが、結果としては完かん璧ぺきなタイミングだった。

　これがオークたちの士気が瓦が解かいする、最後の決め手となった。

　この場にいては殺される、そう感じたオークたちは恐慌をきたし、我先にと散り散りに逃げ出したのだ。

　こうなってしまえば、生き残ったオークジェネラルなどの上位種が何を指示しようが無意味だ。

　人ひと質じちを用いて牽制するなどの部隊統率を前提とした行動もまともに機能しなくなるし、上位種たちとてそんな小さな抵抗をしている暇があるならさっさと逃げ出すだろう。

　そうしてオークたちが群れとしての統率を失って散り散りになってしまえば、あとはもう残党狩りだ。

　実際のところはまだ、こちらの戦力とオークどもの総数はほぼ変わらないのだが、それでも統率を失ってしまえば「残党」であり、烏う合ごうの衆しゆうだ。

　どたどたと逃げ出そうとするのろまなオークどもを、三人一組スリーマンセル以上で動くエルフの戦士たちが一体ずつ確実に仕留めていった。

　当然ながら俺たちもそれに協力した。

　俺たちは五人全員でトータル二十を超える数のオークを狩った。

　撃墜スコアはアイリーンが十、サツキが八、ミィが五で、援護に徹した俺とシリルはゼロだった。

　しかし、「いや、これ半分はウィルが倒したようなもんだろ。援護ってレベルじゃねぇぞ」とのサツキの言にはアイリーンとミィはうんうんとうなずいていたし、「それに僕の傷を癒してくれたのはシリルさんだからね。それがなかったら僕は動けてなかったよね」とはアイリーンの意見だった。

　そうして俺たちとエルフの戦士たちが数時間に及ぶ残党狩りを続けると、もはや集落の周囲に残っているオークは皆無となった。

　俺も空を飛んで偵察をしたが見当たらなかったから、あとは狩り漏らしがあったとしてもせいぜいが数体程度だろう。

　そして、やがて空に夕焼けが広がってきた頃。

　空の偵察から帰還した俺の報告を聞くと、フィノーラは多数のエルフたちが集まっている場に、俺と仲間たちを呼んだ。
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　広場に呼ばれた俺とアイリーンとサツキ、ミィ、シリル。

　その周囲には、俺たちを歓迎するように取り囲む大勢のエルフたちがいた。

　フィノーラはエルフたちを代表し、俺に向かって歩み寄ってくる。

「ありがとう、ウィリアム、そしてその友である人間と猫人族ミヤールの戦士たちよ。キミたちがいなければ、我々はあのオークどもに敗れ、この地のエルフはみな滅ぼされていただろう。本当に感謝の言葉もない。これは約束の報酬だ。このようなものでキミたちへの恩に報いられるとは思わないが、提示された額の倍額を入れておいた。どうか受け取ってほしい」

　フィノーラはそう言うと、俺にたっぷりの貨幣が入った革袋を渡してくる。

　ずっしりと重みのあるそれには、紐ひもを解いて口を開けば、確かに黄金色の輝きを放つ金貨が大量に詰まっていた。

「いいのか？　これほどの額は、キミたちにとっても安い額ではあるまい」

「ああ、構わない。これでうちの集落の金庫はほぼ空だがな。しかし我々エルフにとって貨幣は人間たちとの取引で使うばかりのものだ。元より自給自足の生活をしている我々にとって、大きな支障はない。それに何よりこれは、キミたちの働きがなければすべて失われていたはずのものだ。私たちにとっても良い取引だよ」

「そうか。ならばありがたく受け取っておこう」

「ああ、そうしてほしい。──ついでに言えば、キミたちは我々にとっての英雄だ。大英雄ウィリアムとその仲間たちが築いた偉業は、今後我々エルフの間で伝説として語り継がれることになるだろう」

　フィノーラは余興のつもりなのか、「ついで」としてそんなことを言ってきた。

　だが俺は、それを聞き捨てることはできなかった。

「……冗談だろう？　俺たちはまだ新米の冒険者だ。英雄と呼ばれるような段階には到底ないぞ」

「我々からはそうは見えんということだよ──なぁ、みんな」

　フィノーラがそう言って周囲を見渡すと、そこにいたたくさんのエルフたちは示し合わせたようにうんうんとうなずいた。

　そしてぽつりぽつりと、「英雄だよな」「ああ、間違いなく英雄」「どう考えても英雄」という、英雄という言葉の大安売り発言がそこかしこから聞こえてきた。

　……むぅ。

　俺にとって「英雄」という存在は、冒険物語を読み漁っていた幼い頃からの憧あこがれだ。そんなに安売りをしないでほしいものなのだが……。

　そう思っていると、横からサツキがひょこっと俺の顔を見てくる。

「あれ？　ウィルなんか顔赤くねぇ？　ひょっとして照れてる？」

　するとそこに、俺を挟んで逆隣りにいたアイリーンが口を挟んでくる。

「あー、ウィルは昔っから物語の英雄に憧れてたからねぇ」

「え、何それ姫さん。その辺の話詳しく」

「うん、あのね、ウィルは昔っから冒険物語を読むのが大好きでー……」

　ただちにアイリーンの口を封じなければならない。俺はそうした強い衝動に駆られた。

「う、うるさい。サツキもアイリーンも、それはこの場で話すようなことではないだろう！」

「わきゃっ」

「ひゃんっ」

　俺は両手でそれぞれサツキとアイリーンの頭を押さえて黙らせた。

　するとサツキとアイリーンは、俺に頭を押さえられたまま互いにアイコンタクトで何かを伝え合ったようだった。

　まったく……この二人は仲がいいのか悪いのか。

　するとそこに──

「ねぇ、お母さん。私もウィリアムに話したいことがあるんだけど、いいかな」

　フィノーラの後ろに立っていたレファニアが、話に割り込んできた。

　フィノーラはうなずいて、娘にその場を譲る。

　レファニアは俺の前に立つと、こう言ってきた。

「ウィリアム。あなたにそのつもりはないかもしれないけど、あなたたちはまごうことなき私たちの英雄だし──それに何よりも、私の英雄よ」

　そしてレファニアは一歩、二歩、三歩と俺のほうへ向かってきて──

「ありがとう」

　背伸びをして、俺の頰ほおにキスをしてきた。

　そして気恥ずかしそうに顔を赤くしたレファニアは、一歩、二歩と後退する。

　それからエルフの少女は、何やら知らないが「よし」と小さくガッツポーズをした。

　それを呆ぼう然ぜんと見ていたサツキやアイリーン、それにミィとシリルまでが──

「「「あああーっ！」」」














　一斉に大声を上げた。

　そして四人がバタバタと俺の前に出て来て、レファニアとの間にバリケードを作る。

「て、てめぇ！　恩を仇あだで返すってこのことだぞ！」

「僕だってキスはしたことないのに！」

「フシャーッ！　レファニア、月のある晩ばかりだとは思わないことです！」

「ちょっとそこに直りなさい！　あなたには説教が必要だわ！」

　やんややんやとよく分からないバトルが始まってしまった。

　困った俺は一人、頭を掻くしかなかった。

　──しかし一方で、大きな肩の荷が下りて、日常に帰ってきた気もする俺だった。

　エルフたちにとっては、オークどもを退治したからといって、それですべてが解決したわけではない。

　命を落とした者、悲惨な目に遭ったもの、そしてその家族、友人。

　物理的な問題、精神的な問題、いろいろな問題が山積みだろう。

　だがそれはエルフたちの物語で、俺たちが関われるのはここまでだ。

　俺たちはまた別な場所で、別の人生ものがたりを紡いでいくこととなるだろう。




　しかしひとまずは、いまぐらいは、この心地よい達成感に浸ってもよいのではないか。

　仲間の少女たちがギャーギャーと騒ぐ姿を微笑ほほえましく眺めながら、俺は一人、そんなことを思うのであった。














　それはオーク軍団を撃退した俺たちが、アイリーンと別れて帰還の途とに就き、その途中でレファニアが住む集落に立ち寄った夜のことだった。

　再び宴の席に誘われた俺たちが車くるま座ざになって酒と料理を楽しんでいると、宴もたけなわとなった頃に、ふとレファニアが立ち上がって俺の傍そばへと寄ってきた。

「ねぇウィリアム、少し付き合ってもらえないかな」

　酔いのせいかほんのり頰ほおに朱が差したエルフの少女は、胡坐あぐらをかいて座る俺の前に立ち、後ろ手を組んだ姿勢でそんなことを聞いてきた。

「外出をするということか？　別に構わないが、どこへだ？」

「それは内緒。あなたと一緒に行きたい場所があるの。……ダメ、かな？」

　話の内容だけを聞けば、不審な誘いだった。

　だが見ず知らずの相手からの誘いであればともかく、レファニアに何か俺を陥れようとする動機があるとも思えない。

　また俺も幾分か酔っていたため、深く考えずに彼女の誘いを受けることにした。

「分かった。いますぐにか？」

「やった！　うん、私のあとについてきて」

　そう言ってレファニアは、宴の間から出ていった。

　俺も痺しびれかけの脚を労いたわりながら腰を上げ、傍かたわらに置いてあった魔術師の杖つえを手にして、彼女のあとをついていった。

　宴の間を出る際、少し離れた場所で飲んでいたサツキ、ミィ、シリルの三人を見み遣やると、彼女らは首を傾かしげて俺のほうを見ていた。

　俺は彼女らに向け、少し出てくる旨のジェスチャーをしてから、レファニアを追って宴の間から出た。

　レファニアは宴の場であった長老宅を出ると、腰の剣に光ライトの呪じゆ文もんをかけて照明を作りつつ、ひょいひょいと梯子はしごを下りていく。

　俺も同様に、杖の先に光ライトの呪文をかけてから、彼女の後を追った。

　地面に降り立ったレファニアは、そのまま歩いていって集落の入り口を出ると、森の中へと分け入っていった。

　どこまで行くつもりなのかとは思ったが、それを一々聞くのも無粋かと思い、黙って彼女のあとをついていくことにした。

「この先に洞どう窟くつがあるの。川のせせらぎの音が綺き麗れいなところ」

　途中、レファニアはそれだけ言って、なおも森の中を歩いて行く。

　そうして木々に囲まれた少し上り坂の道を数分も歩いた頃、レファニアが言っていた通りに、とある崖下に穿うがたれた洞窟の入り口へと辿たどりついた。

　洞窟は人が歩くのに不足ない程度の天井の高さがあり、その緩やかな下り坂のトンネルには、川とも言えないぐらいのちょろちょろとした水の流れが入り込んでいた。

　レファニアは身軽な様子で、足を濡ぬらさないように足場を選んで、その洞窟の中へと踏み入っていく。

「ほら、ウィリアム。早く早く」

　彼女は振り返って、無邪気な様子で俺に手を振ってくる。

　俺はエルフである彼女ほど軽快には進めない。恐る恐る、慎重に足場を選んで洞窟へと入っていく。

　その俺の危なっかしい素振りを見かねて、レファニアが手を差し出してくる。

　俺は彼女の手を取って、ようやく少女のもとへとたどり着いた。

　俺のそこまでの到着に笑顔を向けると、彼女はさらに洞窟の先へと進んで行く。

「レファニア、そろそろ意い図とを教えてくれないか？」

　洞窟を先行して進むエルフ少女の背中に、俺はそう言葉をかける。

　すると彼女は立ち止まり、振り向いて首を傾げてくる。

「……意図？」

「ああ。俺を連れ出したことには、何か意図があるんだろう？」

　俺がそう問うと、エルフの少女はなるほどというようにポンと手を打った。

「あー、えっと、それはね……うーん、なんて言ったらいいんだろうなぁ」

　そんな要領を得ない言葉を漏らしつつ、レファニアはまた洞窟の先へと進んで行く。

　俺は仕方なしに、彼女の後をついていった。

「理由の一つは、ウィリアムと二人っきりで話をしたかったから、かな」

　洞窟を進みながら、レファニアはぽつりと、そんなことを言った。

　水のせせらぐ音と、俺たちの足音以外はすっかり静かな洞窟を、二人だけが進んでいく。

「二人きりで話というと、何か内密での相談事か？」

「んー、だからそういう、何か意味があるっていうことじゃないの」

「……すまん、やはりキミの意図が見えない」

「だから、そうね、つまり──」

　レファニアはそう言って、またくるりと振り向く。

　そしてはにかむように笑って、こう言った。

「一人のエルフの女の子が、憧あこがれの英雄との思い出を作りたいっていうこと」

　抜き打ちにそう言われた俺は、返事に詰まって、手持ち無ぶ沙さ汰たに頭を搔かくしかできなかった。

　彼女の発言の文脈からして、憧れの英雄というのは俺のことなのだろう。

　しかし、実感が湧わかないとか、こそばゆいとかを置いておくとしても、俺にはどうしたら彼女の期待に応こたえられるのかが分からなかった。

「……それは参ったな。俺はどうすればいい？」

　しばらく考えた末に俺がそう尋ねると、レファニアは一度虚を衝つかれたという顔をして、次にぷっと噴き出した。

「ウィリアムって本当、真ま面じ目めで、誰にでも優しいんだね」

「いや、俺はそんないいものではないぞ。もっと自分本位な人間だ」

「どうかな。自分だけが大事な人は、自分のことを騙だまして外に連れ出した女の子に、こんなに良くはしてくれないと思うけどな」

「別に騙したということもないだろう。俺に危害を加えようとしたわけでもない。それに──」

「それに？」

「この洞窟は綺麗だ。誘われて来てみてよかった。俺は冒険が好きなんだ」

　俺のその言葉に、レファニアはまたくすっと笑った。

「よかった。だったらもうちょっと付き合って。この先に私のお気に入りの場所があるんだ」

　レファニアはそう言って、また洞窟を進み始める。

　俺は嬉うれしそうに進んでいく彼女の後ろ姿を追って、また歩き始めた。
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「げえぇっ……いつの間にあんなのが棲すみついて……」

　俺の前を進むレファニアが、エルフらしからぬ声を上げた。

　レファニアは洞窟のトンネルに伏せて、その先の窪くぼみ状の広間をそぉっと見下ろしている。

　洞窟を進むにつれ天井が低くなっていって、いまや俺やレファニアのいる場所は、しゃがんで進まないとならないぐらいの扁へん平ぺいなトンネルであった。

　俺はレファニアの後ろを四つん這ばいの姿勢で進んでいたのだが、そのエルフ少女のお尻が常に目前にあったため邪念を振り払うのに苦労していたりもした。

　まあ、それはさておき。

「何か予定外の生き物でもいたか？」

「うん。あれ、見て」

　レファニアがそう言って、その身を少し横にずらして、俺が横に並べる場所を作る。

　俺は半ば彼女に身を寄せるようになりながら四つん這いで進み、隣の少女と同じように身を伏せて、その先の光景を見た。

　俺たちがいる場所の先に広がる広間は、大きな窪みのようになっていた。

　そしてそこの床の中央に一体、大型のモンスターがいた。

「巨大蜘蛛ジヤイアントスパイダーの一種だな。詳しい種別までは分からないが、あの大きさならおそらく、モンスターランクはＥといったところか」

　俺はそこにいたモンスターを観察して、レファニアにそう伝える。

　それは巨大な蜘く蛛ものモンスターだった。

　頭から尻までの体長は人間の身長ほどで、八本の脚を開いた差し渡しはその五割増しで大きい。

　毒を持った種類かどうかは図鑑を確認しないと分からないが、あの巨体と鋭い牙きばによる嚙かみつきだけでも、普通の人間にとっては十分すぎる脅威だ。

「どうしよう……ここを通らないと、あそこにはいけないのに……」

　レファニアが腰の剣に手を当て、カチャリと小さな音が鳴る。

　だが俺はその手に自分の手を置いて彼女を押さえる。

「ひとまず俺が眠りスリープの呪文を試してみる」

　俺はレファニアにそう伝えると、杖を手に、小声で呪文の詠唱をした。

　そして眼下の巨大蜘蛛ジヤイアントスパイダーに向けて眠りスリープの呪文を放つ。

　すると、わさわさと動き回っていた巨大蜘蛛ジヤイアントスパイダーは動きを止め、へたっと地面に伏した。

「……効いた、みたい？」

「そのようだ。いまならこっそり抜けられるだろう」

　俺とレファニアは広間へと下りていくと、眠っている巨大蜘蛛ジヤイアントスパイダーの横を忍び足でひっそり通り過ぎる。

　そしてその先の通路へと進み、しばらく進んで巨大蜘蛛ジヤイアントスパイダーのテリトリーと思おぼしき場所を脱すると、一つ安あん堵どのため息をついた。

「ふふっ、なんか冒険しているって感じがする」

　そうレファニアが笑いかけてくる。

　俺もその意見には同感だった。どこか童心に返った心持ちがしていた。
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　その後も俺たち二人は洞窟を進んでいった。

　そしてやがて、レファニアが目的地とする場所にたどり着いた。

「ここよ。私がウィリアムを連れて来たかった場所」

「──ほう」

　俺はその光景を見て、感嘆の声をあげてしまった。

　そこは洞窟内の広間の一つだった。

　その広間の奥には、泉と呼んでいい規模の水たまりがあるのだが、その水たまりには天井から水が注がれていた。

　水たまりの真上の天井は、そこだけ崩落したのかぽっかりと大きな穴が開いていて、その縁ふちからまるで小さな滝のように綺麗な水が流れ落ちていたのだ。

　さらにその天井の大穴からは、月明かりが光の帯となって注ぎ込んでいて、それが流れ落ちる水の飛沫しぶきを照らして、あたりがキラキラと輝いていた。

「これは……すごいな。大自然の神秘とでも表現したくなる」

　俺がそう感想を漏らすと、エルフの少女は嬉しそうな顔を見せる。

「でしょう？　ここが私の一番のお気に入りなの。集落のエルフでも、私以外に知っている人はそうはいないと思う」

　レファニアはそう言ってから、自分の衣服に手を掛け、しゅるしゅるという衣きぬ擦ずれの音とともにそれを脱ぎ捨てていった。

　そして彼女は、布一枚纏まとわない生まれたままの姿になると、その裸身のままに水たまりへと向かっていった。

「お、おい、レファニア……？」

　それがあまりにも淀よどみない動作に見えたから、俺は彼女から目を逸らすのも忘れて、普通に見み惚とれてしまっていた。

　気が付けば裸のレファニアは、膝ひざ上までを水に浸からせた姿で、その水たまりの中ほどに立っていた。

　月明かりがエルフの少女を照らし、周囲を輝くような水飛沫が舞っていて──その姿はまるで、おとぎ話の妖よう精せいのようだった。

「ウィリアムも早く！　気持ちいいよ！」

　そう言ってレファニアは、両手で水たまりの水をすくい、それを俺のほうへと放ってくる。

　水が俺にかかることはなく、俺の足元の地面に散っただけだったが──

「いや、待て……待ってくれ。唐突過ぎて理解が及ばない」

「一緒に水浴びをしようって言っているの！　服を着たままじゃ、風邪をひいてしまうでしょ」

「そういう問題ではなく、だな……」

　俺は混乱していた。

　エルフの常識とはこういうものなのか？

　いや、以前に確か、裸ならともかく下着を見せるのは恥ずかしくないと言っていたから、裏を返せば彼女とて裸を見せるのは恥ずかしいはずだ。

　そして俺はこのとき、ある種のモンスターを思い浮かべていた。

　スキュラというモンスターだ。

　上半身は美しい女性のそれで、下半身からは幾つもの大蛇や魔犬の頭、加えて太く長い蛸たこ状の触手が多数生えている。

　スキュラは水面から上半身だけを見せた姿で湖に男を誘い、誘惑されて近付いた男を水中に引きずり込んで食い殺してしまうという邪悪な魔獣だ。

「レファニア……キミは、スキュラなのか？」

　そう問うてしまった俺を、誰が責められようか。

　どう見ても、いまの彼女はスキュラそのものだ。

「ぷっ……あはははははは！　まさか、そんな言われ方するなんて、思ってもみなかった……！」

　レファニアは心底楽しそうに笑う。

　それから彼女は、ぱしゃぱしゃと水音を鳴らして、俺のほうへと歩み寄ってきた。

「私は正真正銘、ただのエルフよ。この身を捧ささげていいと思った相手に、自分が一番綺麗だと思う場所で自分のすべてをさらけ出して見せたいって思っただけの、ただのエルフの女の子」

　水たまりから出て、全身をすべて見せてきても、彼女はスキュラではなかった。

　だがその妖艶さたるや、スキュラの上をいっているのではないか。

　月明かりを背に、ぽたぽたと雫しずくが垂れ落ちる裸身で、おもむろに俺のほうへ歩み寄ってくる。

「『英雄色を好む』って言うでしょ。私は一夜の思い出でもいいの。それでも、あなたの一ページに私の存在が刻まれるなら──」

　そんなことを言いながら、洞窟の岩場を素足で踏んで、ひたひたと歩み寄ってくるレファニア。

　俺はそれに対して、ひたすらに狼ろう狽ばいしていた。

　これは、どうする……？　眠らせるか？

　だが彼女とて、相応の想おもいと覚悟を持ってここに挑んだのだろう。

　だが、いや、しかし……。

　そう俺が迷っている間にも、裸身のエルフの少女は俺の目の前までやってきて、その手を俺に向けて差し出してくる。

　俺はそれに対し、もはや為なす術すべを持たずに──




　──ヒュッ！　カキンッ！




　そのとき、俺の背後から飛来した一本の短剣ダガーがレファニアの頰をかすり、向こう側の岩壁にぶつかって地面に落ちた。

「はい……？」

　驚きで表情が固まるレファニア。

　わずかに切り裂かれたエルフ少女の空色の髪が、はらはらと舞っていた。

　もちろん驚いているのは俺も同様だったが……。

「レ～ファ～ニ～ア～！　この泥棒猫はまた、何をやってるですか……！」

　俺の背後から聞こえてくる、聞き馴な染じんだ獣人の少女の声。

　そして──

「どうやらあなたには、夜中じゅうぶっ通しで説教をしないといけないみたいね、レファニア？」

「そういやレファニア、あたしに剣の稽けい古こつけてほしいって言ってたよな？　あたしいま、すっげぇ稽古つけたい気分なんだ」

　同じく俺の背後から、別の二人の少女の声が聞こえてくる。

　振り向いてみれば、そこには案の定、ミィ、シリル、サツキの三人が立っていた。

「あ、あなたたち、どうしてここが……!?」

「どうしてもこうしてもないです！　ウィリアムがレファニアと一緒に出ていくから、何かと思ってこっそり尾行してみたらこのザマです！　盗賊シーフのミィもびっくりの泥棒猫っぷりです！　さっさと服を着やがれですこのクソビッチ！」

「うっわ、何それ、引くわ……ウィリアムの行動を四六時中監視しているわけ？　信じられない」

「ち、違うです！　人を変質者みたいに言うなです！　レファニアが一緒だったから嫌な予感がしただけです！」

「あっそ、まあいいわ。あとビッチって言わないで。あなたたち知らないでしょうけどね、エルフの生活って本当に変化がないの。たまにあったと思えばあんなオーク騒動だもん。私だって少しは楽しいことしたいの。人間みたいに刹せつ那な的てきにドキドキしたいの」

「何をすまし顔で言って……！　それを尻軽だって言っているのよ。いいから服を着てそこに直りなさい！」

「なあレファニア稽古～、稽古しようぜ～」

　……騒がしい。

　またやいのやいのとした言い合いが始まってしまった。

　どうでもいいが、サツキの言う稽古というのは、単なる虐待なのではないだろうか。

　それはともかく、この事態をどうしたものか。

　折角の洞窟の雰囲気が台無しだ。

　それに俺も、緊張の糸が切れたせいか、一日の疲れと眠気がどっと押し寄せてきた気がする。

「あー、すまない、そろそろ帰って休みたいのだが……」

　俺はそう申告してみるが──

「待ってウィリアム。レファニアには引導を渡す必要があるわ！　あの尻軽エルフ、泣いて謝るまで許さないから……！」

「はあ？　ウィリアムに怒られるならともかく、なんであなたたちに？　ずっと思っていたけど、あなたたち彼の何なのよ」

「そ、それは……な、仲間です！　パーティメンバーです！」

「ただのパーティメンバーなら、彼が誰と一夜を過ごそうと関係ないでしょう？」

「うぐぐっ……！」

「よし分かった、じゃあ稽古しようレファニア。どっちかが地べたを舐なめるまでやろう」

　少女たちは互いに威い嚇かくのポーズを取りながらキシャー、シギャーと言い合っていて、俺の意見には取り合ってくれそうになかった。

　俺は一つため息をつく。

　彼女らの戦いは、まだまだ長く続きそうだ。

　仕方ないので、俺は俺で勝手に行動させてもらうことにした。

「では、悪いが俺は先に帰る。ほどほどで決着をつけて戻ってきてくれ」

　俺はそう伝えてから、言い合いをしている少女らから少し離れると、着ている衣服を脱いで、それを畳んで地面に置いた。

「「「……へ？」」」

　四人が俺のほうをまじまじと見てくる。

　だが俺は気にせずに、変身メタモルフオーゼの呪文を唱えて大おお鷲わしへと姿を変える。

　そして衣服と杖を両脚の鉤かぎ爪づめでつかんで、翼をはためかせてその場から飛び上がり、洞窟の天井の大穴から外へと飛び立った。

「は……？　う、噓うそでしょ……？」

「えっ、ちょっ、ウィル、あたしたちは……!?」

　そのあとには、呆ぼう然ぜんと頭上を見上げる少女たちの姿。

　俺はそれを尻目に見つつ、夜の大空を羽ばたいてレファニアの住むエルフ集落へと帰還し、早々に床に就いてぐっすりと眠ったのだった。




　なお、後で聞いたところによると、洞窟の帰り道では巨大蜘蛛ジヤイアントスパイダーが目を覚ましてしまい、四人の少女たちは力を合わせてそれを打倒したのだという。

　そして俺は、「ひどい！」と仲間たちから散々に怒られ、レファニアからは「ウィリアムが自分本位だっていうのが分かった気がした」と子供のように拗すねた顔で言われることとなったのであった。






あとがき






　戦うヒロインが好きです。

　いきなりフェティシズム全開の発言をいたしました。許してください。作者プロフィールに書いてあるので今更ですが。

　一巻のあとがきで綺き麗れいなことを書きすぎたので、これはいかん、作者のアレな部分をもっとどんどん出していかなければならぬと、そういう想いに駆られておるわけです。

　戦うヒロイン、自分でも何でこんなに好きなのか分からんのですが、心がときめくわけですよ。

　コスチュームが可愛いから？　あると思います。コスチュームは可愛くなければいけません。とても大事です。いわばアイドルの舞台衣装です。ヒロインが視聴者の前に姿を現すときの一いつ張ちよう羅らです。僕らを魅了し虜とりこにする華やかな姿。彼女らは物語という舞台にあって、キラキラと輝いています。

　そう、戦うヒロインとはアイドルなのです！

　そろそろドン引いて来ました？　構わず先を続けますね。

　では、ただ見た目さえ良ければいいのかと問われると、わりと八割方そんなところもある気がしますが、しかしそれが全部ではありません。

　彼女らが戦っている姿、その凜り々りしさ、立ち居振る舞い、心根の美しさ、気き丈じようさ、垣間見える弱さ──そういったものに僕らは心を奪われる部分もあるのだと思います。

　さてさて、まあそういうわけでですね、戦うヒロインというのは美しく気高いアイドル、すなわち偶像であるわけです。偶像崇拝です。

　で、まあこの『魔術学院を首席で～』という作品はファンタジー作品なわけですが、中世ヨーロッパ風ファンタジーなんて言い方をすると、やっぱりどうしてもリアルに関する言及が出てくるわけですね。例えば鎧よろいスカートはどうとか、兜かぶとを身に着けていないのはどうとか、そういうことを言及する人っていうのは尽きないわけですよ。

　ただね、思うのはね、それがその人なりの浪ろ漫まんから出た発言なら良いと思うんですよ。「俺はこっちのほうがグッと来るんだ！」って、そういう意見ならまあ、すまんな、俺とお前とでは理想とするものが違うようだ、だが戦友として、別の戦場で戦っていこう、お互い頑張ろうと、がっちりシェイクハンドはできると思うんです。

　でもね、「リアルじゃないから駄目だ」って、こういう意見はいただけない。リアルっていう権威で浪漫を押しつぶそうとするのは良くない。あれはねぇ、良くない。良くないと思うんですよ。大事なのは浪漫じゃないですか。浪漫なんですよ。

　鎧スカート、超可愛いじゃないですか！　ファッションですよファッション！　アイドルの舞台衣装ですよ？　分かってるんですか？　まったくもう本当にね、困っちゃいますよね。

　えっとそれで何の話でしたっけ？　あ、そうそう、戦うヒロインです。小説家になろう発のファンタジー作品だと、ヒロインたちも優秀っていうのは珍しいねとよく言われるんですが、まあ何が何かってつまりヒロインたちの活躍シーンだって書きたいわけですよ。強いヒロインが上から目線で悪党を見み下くだすシーンとか、ヒロインが興奮して凶暴になっているシーンとか、もう大好きなんですよ。大好きなんですよ！　分かってくれとは言わないけれど、僕は好きなんだ。すまない。そういうことなんだ。

　あ、そろそろ紙面ですね。いい加減クールダウンして謝辞に移りたいと思います。

　編集の原田様。ときどき暴走しがちな作者の手た綱づなをやんわり握ってくださってありがとうございます。

　カカオ・ランタン様。今回も素晴らしいイラストを感謝感謝です。シリルさんマジ女め神がみ。レファニア、フィノーラ母娘おやこも作者の想像を超えた可愛さでジタバタしました。

　ほかにも、この本を作り、読者さんの手に届けるために携わってくれたたくさんの方々に感謝を。

　そして何よりも、本作を手に取ってくれた読者の皆様に最大級の感謝を申し上げまして、あとがきを括くくらせていただきたいと思います。
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